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Episode1　静香の〝ドラゴンへの道〟







　六月も半ばに差さし掛かかり、季節が本格的な夏を感じさせ始める頃ころ。ころな荘そうの大家である笠かさ置ぎ静しず香かは、少しだけ切ない気持ちになる。

「また、この季節がやってきたのね………」

　静香が壁かべに掛けられたカレンダーを見つめる瞳ひとみには、深い愛情と悲しみ、そして寂さびしさが同居していた。カレンダーには日付けの一つに、赤いペンで大きな丸印が付けられている。静香はその日付けを、じっと見つめていた。

「あれからもう、五年近く経たつのね………」

　静香はカレンダーを離はなれると、本ほん棚だなの最上段に飾かざってある写真を手に取った。写真には空手の道どう着ぎに身を包つつみ優勝カップを手にした小学生の女の子と、その両親が写っている。笑え顔がおを浮うかべている親子の背後にはころな荘。静香が空手の大会で優勝した時に撮とった、記念写真だった。

「父さん、母さん、私は元気にやっているわ………」

　この写真が飾られている場所には、一いつ緒しよに小さな位い牌はいが置かれている。静香の両親は、この写真を撮った二ヵか月げつ後に亡なくなった。以来、静香は一人でころな荘を守ってきた。静香にとってころな荘は両親の形見であり、同時に想おもい出での沢たく山さん詰つまった場所でもある。だからこそ静香は、ころな荘を傷付ける者を許さないのだった。

　そうやって静香が写真を見ながらしんみりした気持ちになっていた時。彼かの女じよの足元の畳を突つき抜ぬけて、早さ苗なえが顔を出だした。

『ねぇ、静香。そろそろお茶が入るから降りて来なよ』

　早苗は下の階―――一〇六号室の天てん井じようを通とおり抜けて、静香を呼びにやってきた。元幽ゆう霊れいの早苗には、幽ゆう体たい離り脱だつなど朝飯前。日ひ頃ごろから部屋の上下の連れん絡らくには重宝していた。きっと今いま頃ごろは、早苗の下半身が一〇六号室の天井から生えている事だろう。

「ありがとう、早苗ちゃん。すぐに行くわ」

　静香は下の階へ降りる事に決め、まずは本棚に写真を戻もどした。すると早苗が、その写真に目を留とめる。

『………その写真、静香のパパとママだよね？』

　早苗は一目でそれを静香の両親だと看破した。

「ええ。分かるの？」

　静香はそれを不思議に思う。これまで早苗に両親の写真を見せた事はなかったから。

『うん。ころな荘には結構、ざんりゅーしねんって言うんだっけ？　そういうの残ってるから』

「それは………大事にしてたもの」

　静香がころな荘に住むようになったのは両親が死んでからの事だが、手伝いで掃そう除じをした事ぐらいはある。だから両親の熱心さは記き憶おくに残っていた。

『だと思うよ。ざんりゅー何とかが沢たく山さん見えるって事は、そういう事だもの』

　早苗には静香の両親の熱心さが、霊れい的てきな痕こん跡せきとして感じられる。早苗はそれを気軽に伝えたのだが、静香にとっては想い出の実在を証明して貰もらえた事になる。静香は胸がいっぱいになり、その目には涙なみだがにじんでいた。

『………んじゃまぁ、ともかく、すぐにおいでよ静香。あんたが来ないとお菓か子しが出てこないから』

「ええ。本当にありがとう、早苗ちゃん」

　静香の気持ちを知ってか知らずか、早苗は早々に姿を消した。静香は、早苗は気を遣つかってくれたのだろうと思っていた。霊的なものが見える早苗だから、静香の気持ちも見えているに違ちがいなかったから。

　そして静香は本棚に向き直ると涙を拭ぬぐい、写真に笑いかけた。

「………父さん、母さん、二人が死んでからずっと寂しかったけど………もう平気よ。里さと見み君が来て、みんなが来て………最初は大変だったけど、今はとても幸せ。こういう日がずっと続いてくれればいいなって、思ってるの………」

　今の静香の顔は決して暗くはない。両親を亡くした悲しみは消えた訳ではないが、今は新たな絆きずなを手にする事が出来た。だから今の彼女は、悲しみだけに心を奪うばわれるような事はない。彼女は笑顔だった。

「………詳くわしい話は、お墓参りの時にするわ。だから申し訳ないけれど、もう行くわね。みんなが私が来るのを待ってくれているから………」

　お茶を飲んで、お菓子を食べて、おしゃべりをして。それは他愛たわいのない、当たり前の毎日。けれど静香は、何年も前に手放した筈はずの当たり前を取とり戻せた事を、とても幸せな事だと感じていた。

　ギッギッギッ

「………んー、やっぱり体重が増えた気がする………ダイエットしなきゃなぁ………」

　おかげで気持ちに余よ裕ゆうが出て、床ゆか板いたが鳴る音ぐらいで一いつ喜き一いち憂ゆうする事もできる。静香は今、かつてないくらい充じゆう実じつした毎日を送っていた。

「ふふふ、そうだ、みんなに相談してみようかなぁ………」

　そして静香は弾はずむような足取りで二〇六号室を後にする。

　実のところ、静香が本当に自身の体重を気にしているかどうかは、彼女自身にもよく分かっていない。彼女に分かっている事は、みんなに体重の話をすれば、きっと楽しいに違いないという事だけなのだった。










　天井を抜けて二〇六号室から戻ってきた早苗は、そのままふわふわと宙を漂ただよい、テレビの前に座すわっている自身の身体に近付いていく。

「………なあ早苗、お前、それどうやってるんだ？」

『ふえ？』

　そのまま身体に合体するつもりだった早苗だが、孝こう太た郎ろうの一言で空中に静止し、首だけを孝太郎の方へ向けた。

「身体はずっとそこでゲームやってるのに、お前は幽体離脱してるだろ？」

　実はこの時、早苗の身体はテレビと向かい合ってゲームを続けていた。にも拘かかわらず、早苗は幽体離脱をして二〇六号室に静香を呼びに行った。それは孝太郎だけでなく、一〇六号室にいる誰だれもが不思議に感じる光景だった。

『ああ、そのことか』

　早苗は孝太郎が何を不思議に思っているのかを理解すると、指を指揮棒のように振ふり回まわしながら、自じ慢まんげにからくりを説明し始めた。

『これは最近習得した、早苗ちゃんのごっどすきるなのですよ』

「新技？」

『うん。ちょっとあんた、他人のふりしてないで、あんたもこっち向きなさいよ』

「う、うん………」

　空中の早苗が呼ぶと、ゲームをしていた方の早苗がコントローラーを置き、孝太郎達たちの方に身体を向けた。だがその頬ほおは軽く赤く染まっていて、目は伏ふし目めがち。どこか照れ臭くさそうな、困ったような雰ふん囲い気きで、普ふ段だんの早苗の印象はそこにはなかった。

「あれ？　もしかしてあっちの早苗は………『早苗さん』か？」

　孝太郎にはゲームをしていた方の早苗の様子に見覚えがあった。それは記憶がなくなっていた時の早苗の雰囲気にそっくりだったのだ。

『あたり！』

「ちょ、ちょっと待て、分ぶん離りしてどうするっ!!」

　孝太郎は慌あわて始める。だが空中の早苗は落ち着いたままで、そんな孝太郎をなだめるべく、いつも通りの笑顔を作り、両手をぱたぱたと振った。

『落ち着いてよ。分離はしてないから大だい丈じよう夫ぶだって。ホラ、見て』

　続けて彼女は孝太郎にお尻しりを向ける。すると彼女の腰こしのあたりには尻尾しつぽのようなものがあり、その尻尾らしきものは長く伸のびてテレビの前の早苗に繋つながっていた。
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『有線有線』

「じゃあ、また分離したんじゃないのか!?　大丈夫なんだなっ!?」

　説明を受けてもまだ安心できない孝太郎は、早苗達の周りをぐるぐると回りながら、心配そうな視線を注ぎ続ける。孝太郎は早苗が生身の身体を取り戻した時の騒そう動どうを思い返して、酷ひどく焦あせっていた。

『うん。まずかったら、今頃こんな呑のん気きにしてないって』

「なんだ………脅おどかすなよ。あんだけ苦労したんだから、焦ったぞ」

　早苗がもう一度頷うなずいたところで、孝太郎はようやく胸を撫なで下おろす。一緒に気合いが抜け、その両りよう肩かたがカクリと落ちる。

『にゃはははは～、ゴメン』

　早苗は新技を自慢したかったが、孝太郎に心配をかけたかった訳ではない。だから早苗は素す直なおに詫わびた。

「んで、どういう事なんだ？」

　無事を確かく認にんした事で、ようやく興味が湧わいた孝太郎だった。

『うんとね、最近気付いたんだけど、身体からあたしだけで外に出ようとするとこうなるみたいなの。スゴイでしょ？』

　しかし反省は数秒の事。すぐに早苗は自慢げに胸を張る。反省はしていたが、同時に孝太郎に自慢したくてうずうずしていたのだ。

「そんな自慢するほどの事じゃないと思うんだけど………」

　テレビの前の早苗は、恥はずかしそうに肩をすぼめる。

『こういう隠かくし芸げいは自慢するの！　力いっぱい！』

　空中の早苗の、薄うすい胸を反らして仁に王おう立ちする自信に満ち満ちた姿。テレビの前で肩をすぼめて照れている大人しい彼女とは正反対だった。

「………お前、もはや何でもアリだな」

『そうでもないよ。魂たましいはくっついちゃってるから、一緒に使ってる部分は外に出てこれないし、あたしだけじゃちゃんとしたゆーたいりだつは出来ないんだ』

　孝太郎は再び二人になった早苗に呆あきれていたが、空中の早苗は楽しそうだった。彼女としては『早苗ちゃん』と『早苗さん』が同時に存在し得る状じよう況きようは、面おも白しろいので歓かん迎げいすべき事なのだ。

「早苗ちゃん、早く戻ってきて。なんだか一人だと落ち着かないの」

　しかし『早苗さん』の方はそうではなく、困った状況だと感じていた。自分の一部が外に抜け出ている感覚は落ち着かない。しかも元来が内気な性格なので、孝太郎達の傍そばにいると照てれ臭くさくて仕方がない。孝太郎に話はなし掛けられてもゲームをやり続けていたのはそれが理由なのだ。

『あんたさ、仮にもあたしなんだから、もっと堂々としてなさいよね』

「そんな事言われても………」

『孝太郎達が嫌きらいって訳じゃないんでしょ？』

「そ、それは………そうだけど………」

　表面上の性格は違っていても、記憶や考えは共有されている。二人の違いは感情表現が異なるというだけ。結局は同一人物なのだ。

「でもそのぉ………好きなら好きで困るというか………だから早く戻ってきてっ、早苗ちゃんっ！」

『あんたね、困ったらあたしに頼たよるのを止めなさい。もっと自立しないと、立派な大和やまと撫なでし子こにはなれないわよ？』

「そんなの、すぐには無理だよ！」

『もぉ………ほんとにしょうがないんだからぁ………』

　空中にいる早苗は出来の悪い妹を持った姉のように肩を落とすと、問題の妹に近付いていく。言われた通りに身体の中に戻るつもりだった。もう一人の早苗は、両りよう腕うでを広げてそれを待ち構える。

「ありがとう、早苗ちゃん」

『明日からちょっとずつ、あんたの人付き合いの訓練するからね』

「いいよ、そんなのしなくても」

『ダメ。孝太郎にはあんたの事も好きになって貰うんだから』

「そんなの無理だよぉ」

『うるさい。やるったらやるの』

「うそだぁ～～～」

　半泣きの身体に、幽ゆう体たいの早苗がするりと入り込む。その瞬しゆん間かん、早苗の表情が一変した。半泣きの顔から、ちょっと不満げな顔へ。それはついさっきまで宙を飛んでいた早苗が浮かべていた顔だった。

　今の早苗は、二人の早苗の性格が、状況に応じて入いれ替かわる。今は孝太郎達の傍にいるので、馴な染じみ深ぶかい『早苗ちゃん』の性格が表に出てくるのだ。

「そんな訳で孝太郎、明日からあの子の特訓するんでヨロシク」

「………早苗………お前、滅め茶ちや苦く茶ちやだぞ………」

「どこが？」

　早苗は不思議そうに瞬まばたきを繰くり返かえす。すると少し前まで半泣きだったせいで、その瞳からぽろりと涙が零こぼれる。

「どこがってなぁ、オイ………」

　孝太郎は妹を持つ兄のようにその涙を拭ってやりつつ、頭を抱かかえる。しかし早苗はどこ吹ふく風かぜ。楽しそうに足をバタバタさせながら微笑ほほえんでいた。

「でも特訓は必要なんだよ」

「なんでだ？」

「あの子もあたしだから、孝太郎に慣れて欲ほしいんだ。孝太郎にはあたしの全部が好きになって欲しいもん。もちろんみんなにもね？」

「えーと………」

　これまでの話は突とつ飛ぴな内容の連続だったが、早苗が最後に口にした理由だけは至し極ごくまっとうだった。『早苗ちゃん』と『早苗さん』は同じ早苗だ。なのにその片方とだけ仲良くするのは確かに問題だった。早苗に『早苗ちゃん』である事を求めるのは、都合のいい部分だけを求めるに等しい。その事は二人の早苗の融ゆう合ごうを阻そ害がいしかねない。早苗の言葉は正しかった。

「だめ？」

　早苗は軽く首を傾かしげ、じっと孝太郎を見つめる。そして涙を拭っている孝太郎の手に、頬を摺すり寄せる。どちらの早苗も、孝太郎が大好きなのだ。

「駄だ目めじゃないが………ええと、あの状態が身体に悪いと困るから、カラマやコラマがいる時だけだぞ？」

「わかったホ！」

　そして早苗は埴はに輪わ達たちの口くち真ま似ねをしながら、孝太郎の背後に回り込んでいく。

「分かってるんだか、分かってないんだが」

「分かってる。らぶいずおーる」

「………便利な言葉だ」

「えへへへへ～～～」

　早苗は孝太郎の背中に飛びつくと、両腕でしっかりと抱だき締しめる。今の彼女に大事な事は、それが全すべてだった。










　孝太郎は早苗とのやりとりが一段落したところで、背中に彼女を乗せたまま自分の作業に戻った。実は孝太郎は、ある事に使う道具を手入れしている最中だった。

「………ところで里見君、どうして網あみなんか磨みがいてるんですか？」

　それがさっきから気になっていた晴はる海みは孝太郎の手元を覗のぞき込む。孝太郎は今、昔ながらの竹を使った虫捕り網の持ち手の部分を熱心に磨いていた。

「いいところに気が付きましたね、桜さくら庭ば先せん輩ぱい」

　孝太郎は磨く手を休めると、晴海に向かって網を差し出す。網は美しく磨き上あげられ、孝太郎の瞳と同じぐらい輝かがやいていた。

「このマクシミリアンは、夏こそが真価を発揮する季節！」

「まくしみりあん？」

　言葉の意味が理解できず、晴海は目を丸くする。

「………桜庭先輩、マクシミリアンはぁ、里見さんがあの網に付けた名前ですぅ」

　知らない単語が出て来て困こん惑わくする晴海の耳に、隣となりにいたゆりかが事情を囁ささやく。先さき程ほどまではその逆に、晴海から宿題の解き方を教えて貰っていたゆりかだった。

「ああ、なるほど………」

　事情を理解した晴海は軽く頷うなずきながら目を細め、孝太郎に笑いかけた。

「里見君は、虫捕りに行くんですか？」

「はい。夏といえば虫。そして夏の虫の王様といえば―――」

　孝太郎はそこまで言ったところである問題に気付き、一度周囲の様子を確認する。だが幸い孝太郎が警けい戒かいしたような状況ではなく、すぐに話を続ける事が出来た。

「―――夏の虫の王様といえばカブトムシ。遂ついに来るぜ、俺おれの季節が！」

　孝太郎は虫捕り網を固く握にぎり締め、瞳を強く輝かせる。孝太郎は今年の夏はカブトムシを捕とりに行くつもりでいた。虫捕り網のマクシミリアン、虫カゴのヘンリエッタ。仕し掛かけに使う樹液が詰つまったボトルはジェラルディーン。まだ初夏にも拘らず、孝太郎は既すでに臨戦態勢だった。

「でもでもぉ、里見さぁん、カブトムシを捕ってきてもぉ、ここでは飼えないんじゃないですかねぇ？」

　ゆりかはこの部屋にやってくるカブトムシの身の安全を心配していた。これまでの経験からすると、ゆりかにはカブトムシに明るい未来があるとは思えなかったのだ。

「ふっふっふ、案ずるなゆりか。今年の俺は一味違うぜ。なんたってなぁ、今年の俺にはクラリオーサ殿でん下かがついているからな」

「ん？　呼びまして？」

　孝太郎の言葉にクランが反応する。だがその彼女の声は、天井に近いところから聞こえて来ている。クランは自分の発明品の力で一〇六号室の壁を床ゆかとして使い、そこに寝ねそべって本を読んでいた。人が増えて狭せまくなった一〇六号室では重宝する技術だった。

「呼んだぞ。みんなにお前んとこでカブトムシを飼うって話をしたんだ」

「ああ、その事でしたの。確かにベルトリオンとそういう約束をしておりましてよ。この星の生物や生態系にも興味はありますし」

「それで孝太郎、そんなに大喜びで準備してんのね」

　一〇六号室ではカブトムシは飼えない。だから昨年はゆりかが預かってきたカブトムシを一時的に飼育しただけだった。しかし今年はクランがいるので、彼女の宇宙船でカブトムシを預かって貰う事が出来る。だから孝太郎の瞳は輝き、夏の到とう来らいを今か今かと待ち構えているのだった。

「お慕したい申し上げております、クラリオーサ殿下」

「んもぉ………こんな時ばっかり皇女扱あつかいなさって………」

　虫捕り網片手に目を輝かせている時に慕っていると言われても、クランは額面通りには受け取れない。特に孝太郎は先日、正式にティアの家臣になったばかり。少々出で遅おくれた感があるので、クランの心境は複雑だった。

「里見君、なんだったらウチで飼いますか？」

　クランが渋しぶい顔をしていたので、晴海がお世話を名乗りでる。晴海は攻こう撃げき的てきな動物や虫は怖こわいのだが、危険のない虫に対しては特に悪い感情を持っていなかった。

「大丈夫です、桜庭先輩。クランのところには全自動の飼育装置があるんです」

「………クランさん、だったらどうしてお嫌いやなのですか？」

　専用の装置があるので、別に面めん倒どうがある訳ではない。にも拘らず、クランは嫌そうな顔をしている。晴海は不思議そうにクランを見上げた。

「………別に嫌という訳では………そ、そのぉ………」

　クランは軽く頬を赤らめると、眼鏡の向こう側で目を伏せる。その仕草で晴海はピンときた。

「ああ、そういう理由でしたか」

　晴海はすぐに笑顔を作り、一いつ瞬しゆんだけ孝太郎を見てから、クランに笑いかけた。

「………」

　するとクランはこれまで以上に顔を赤くして、完全にそっぽを向いてしまう。

「どういう理由ですか？」

「それは乙女おとめの秘密です」

　孝太郎はピンときていないので説明が欲しかったが、晴海は楽しそうな笑顔を崩くずさないまま、孝太郎の求めを敢かん然ぜんと拒きよ否ひした。










　そのまましばらくカブトムシに関してああでもないこうでもないととりとめのない話をしていた孝太郎達だったが、夕食の買い物に出で掛かけていたティアとルース、キリハの三人が帰宅すると、話題は自然と立ち消えになった。また二階から降りて来た静香と、お茶を淹いれていた真ま希きも同じタイミングで六畳間にやってくる。これで総勢十人。六畳間にはいささか多過ぎる人数だが、これが最近の一〇六号室の日常的な風景だった。

「あら、藍あい華かさんお茶を淹れるの上う手まくなってきたわね？」

「ありがとう、笠置さん。実はお茶を上手に淹れる楽しさが分かってきたんです」

「孝太郎、ワッフル食べさせて。あーん」

「早苗、ゲーム止めてこっち来い。無ぶ精しようをしようとするな」

「クラン殿下、お茶をどうぞ」

「ありがとう、パルドムシーハ。そこに置いておいて下さいな」

「桜庭せんぱぁい、あれってどういう仕組みなんでしょうねぇ？　お湯ゆ呑のみが真横に立ってますよぉ？」

「さぁ………魔ま法ほうじゃないっていうのが信じられませんけど………」

「キリハよ、後でこの菓子を一つ貰っていってよいか？　母上にも食べさせてやりたいのじゃ」

「分かった。今のうちに一つ取り分けておこう」

　この人数が一いつ斉せいに喋しやべるので、一〇六号室はいつでも明るく騒そう々ぞうしい。更さらにはここに、普段は一緒に逃にげて来た国民達たちと共に『青あお騎き士し』にいる、エルファリアが加わる事もある。魔法や科学といった様々な手段で防音や防ぼう振しんを施ほどこしていなければ、ころな荘の他の住人達が怒ど鳴なり込んできているに違いなかった。

「キリハさん、ちょっといいかな」

　キリハがエルファリアの為ためのお菓子を取り分け終えるのを待って、孝太郎は彼女に近付いていく。

「構わないが」

　キリハは素直に頷く。彼女はお菓子の包みをティアに手て渡わたすと、這はい寄よってきた孝太郎と向き合うように座り直した。

「ちょっと脱ぬいでくれるか？」

「分かった」

　キリハは再び素直に頷くと、帰ってきてからも着たままになっている高校の制服に手をかけた。そして一気に脱いでしまう。

「きゃああぁぁぁぁぁっ!!　里見君っ、さりげなく何を要求してるのよっ!?」

「さっ、サトミさまぁっ!?」

「そうだよ孝太郎っ!!　それは日本男児のやる脱がし方じゃないって!!　帯を持って、こう、ぐるぐるーってっ!!」

「………あのぉ、早苗ちゃん、それはちょっとだけぇ、怒おこる部分が違うんじゃないですかねぇ？」

「桜庭さん、里見君は女の子の裸はだかが見たいんですか？　だったら私が………」

「違う違うっ!!　藍華さんっ、それは勘かん違ちがいですよっ!!　脱いじゃ駄目っ!!」

　孝太郎が突とつ然ぜんキリハに服を脱ぐように言ったおかげで、一〇六号室は騒そう然ぜんとなった。

　まず怒り出したのが静香とルース、そして早苗。そこにゆりか、晴海、真希が加わって騒動は拡大。それは部屋に施されている防音や防振の限界に近い大おお騒さわぎだった。
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「見せてくれ」

「好きなだけ見てくれ」

　しかしそんな騒さわぎを完全に無視し、孝太郎は身を乗り出すようにしてキリハの白い肌はだに熱い視線を注ぐ。それは変質者でもなかなかしない、酷く真しん剣けんな眼まな差ざしだった。

「きゃーきゃーきゃー!!　里見君の馬ば鹿かあぁあぁぁぁっ!!　里見君は違うって、信じてたのにぃぃぃぃっ!!」

　怒りに震ふるえる静香が、拳こぶしを振りかざして孝太郎に迫せまる。するとその時、孝太郎は突然表情を緩ゆるめ、その場に腰を落とした。おかげで静香の渾こん身しんの一いち撃げきは盛大に空を切った。

「はぁ………やれやれ、ちゃんと傷は塞ふさがったみたいだな？」

　孝太郎は自分の身に危険が迫っていた事など露つゆ知らず、上着を脱いだ状態のキリハに笑いかける。大きく安あん堵どしていたので、この時の孝太郎の笑顔は穏おだやかだった。するとキリハの方も同じような笑顔を作り、大きく頷いた。

「だから学校でも言っただろう？　傷など毛ほども残っていないと。………昔から物事を悪い方に考え過ぎなんだよ、おにいちゃんは………」

　そしてキリハは後半の部分を言う時だけ、孝太郎だけに聞こえるよう声をひそめ、どこか幼い印象のある笑顔を作る。それはキリハにとって特別な言葉と笑顔。キリハは孝太郎を心しん配ぱい性しようだと思いつつも、心配してくれている事が嬉うれしいのだった。

「そうは言っても、傷が傷だったからさ。こうして実際に見るまでは、なかなかな」

　孝太郎にもキリハの言っている事の意味は分かる。実際に傷はもう残っていない。しかしこの間の戦いの時に、一番の重傷を負ったのがキリハだった。孝太郎はキリハの肩に刻まれた無残な傷を覚えている。だから傷も残らない程ほどきちんと治ったと言われても、こうやって直接見るまではなかなか信じられなかったのだ。

「………おにいちゃんは、傷のある女の子はキライ………？」

　キリハはクスリと笑うと、再び孝太郎の耳に囁きかける。

「そんな事はない。だが、そういう話じゃないだろ？」

「………そういう話だよ。ふふふ………」

　孝太郎はこの時のキリハの無む邪じや気きな笑顔を見ながら、本当に彼女の傷が大した事なくて良かったと感じていた。そして大きな安堵から気が抜ける。これで何もかも元通り。胸のつかえが取れた瞬間だった。

「………ん？」

　そんな時だった。孝太郎は周囲の視線が自分に集まっている事に気付いた。そしてすぐ後ろに静香が呆ぼう然ぜんと立たち尽つくしている事にも。そんな状況が理解出来ず、孝太郎は首を傾げた。

「どうしたんだ、みんな」

「さとみくん………キリハさんの、き、きずのぐあいを、みてた………の？」

「そうですけど………どうしたんですか、大家さん？」

「なっ、なっ、なんでもないっ、なんでもないのっ!!　ねっ、みんな!!」

　静香は慌てて誤ご魔ま化かすと、周囲に同意を求める。するとこの件で一緒に騒いでいた少女達は、一斉に首を縦に振る。その様子は整列した首くび振ふり人形のようだったので、孝太郎は更に首を傾げた。

「ま、そんなところじゃろうな」

「………ベルトリオンが色いろ香かに惑まどう男なら、もう少し話は簡単ですのよ」

　最初から動じていないのは、フォルトーゼの皇女二人。彼かの女じよ達たちは孝太郎がキリハを脱がした時から、何か理由があるだろうと考えていた。正確には晴海もそうなのだが、彼女は脱ぎ出しそうな真希の相手で忙いそがしかった。

「………？　まあ、いいか。それでキリハさん、腕うでを動かしても痛まないか？」

「稀まれに少し痛む程度だ。だがこれもすぐに治るだろう」

　表面は完治。しかし腕の中にはまだ小さな傷が残っており、腕を動かす方向によってはそれが痛む。キリハの怪け我がはそういう状態だった。

「そっか。じゃあゆりか―――は駄目か。藍華さん、念ねんの為にキリハさんに治ち療りようの魔法をかけてやってくれないか？」

　ゆりかは一応、所属しているレインボゥハートの戒かい律りつで魔法の私的な利用を禁じられている。これに対しダークネスレインボゥの真希はそうではない。治療を頼たのむなら、真希に頼む方が色々と都合が良かった。

「はいっ、任せて、里見君っ！　来てっ、ナイトウォーカー！」

　孝太郎に必要とされるのが嬉しい真希は、嬉き々きとした様子で自身の杖つえを呼び出した。

「………別に駄目じゃないですぅ」

　反対にゆりかは膨ふくれっ面つらだった。確かに魔法の私的な利用は禁止されているが、ゆりかは大事な友達の怪我を治療する為なら戒律にも目を瞑つぶる。戒律に気を遣って貰ったのは嬉しいが、頼って貰えなかったのは悔くやしい。ゆりかの気持ちは複雑だった。

「怒るなよ、ゆりか」

「怒ってないですぅ」

「怒ってるだろ」

「………別に怒ってないですぅ」

「お前は魔法なんか使わなくていいんだ」

「………そっ、そういう言い方はずるいですよぅ………もぉ………」

　しかしゆりかは基本的に怒りが長続きしない性格なので、キリハが真希に肩を差し出した頃には、すっかり普段の表情を取り戻していた。

「よろしく頼む」

「はい、任せて下さい、キリハさん」

　真希は両手で杖を構えると、呪じゆ文もんの詠えい唱しようを開始する。

「キュアシリアスウーンズ、パーマネントリジェネレーション」

　この時真希が使った治療の魔法は二つ。それは傷を塞ぐ魔法と、身体の治ち癒ゆ力りよくを高める魔法だった。魔法で単純に傷を塞いでも、ふとした拍ひよう子しに傷が開く事はある。だから身体の治癒力を高めて、根本的な部分の治癒を早める。計画性と丁てい寧ねいさが光る、真希らしい魔法の使い方だった。

「………これでよし。済みましたよ」

「ありがとう、真希」

「いいえ、このぐらい」

　キリハに感謝され、真希は照れ笑いを浮かべる。

　―――やっぱりこういうの、いいなぁ………。ずっとこういう風に生きられたら、素す敵てきなんだろうけれど………。

　ダークネスレインボゥにいた頃には感じた事がない感覚が真希の胸を満たしている。誰かに必要とされ、感謝される事が嬉しいのだ。まだ慣れていないので真希には照れ臭い部分も多いが、ずっとこういう生き方をしたいと感じ始めていた。今の真希には、ゆりかが戦う理由が、分かるような気がした。

　―――そうだ、ちょうどいいから、相談してみよう………。

　真希は杖をしまうと、思い切って口を開いた。

「あの、里見君。ちょっと相談があるんですけれど」

「なんだい、藍華さん」

　孝太郎はお茶を飲みながら、何気なく真希の方を見る。だが真希の表情が真剣である事に気付くと、湯呑みをちゃぶ台に置いて、きちんと彼女の方に向き直った。

「どうやら真ま面じ目めな話みたいだな？」

「はい。実は今後の為に、やっておいた方が良い事があるんです」

「やっておいた方が良い事？」

「はい」

　真希はこくりと頷くと、普段持ち歩いている鞄かばんの中から、ある物を取り出した。

「里見君に、私に対して呪のろいをかけて欲しいんです」

　真希は取り出したものを孝太郎に手渡す。それは厚めの革で丁寧に作られたベルトだった。しかしそれは腰に巻くには短か過ぎる代しろ物もので、どちらかというと大型のペット用の首輪のように見えた。

「呪いだってぇ!?」

　孝太郎は驚おどろいて目を丸くする。

「待った待った!!　どうして藍華さんにそんな事をしなければならないんだ!?」

「私は里見君に捕つかまって捕ほ虜りよになっている―――ダークネスレインボゥでは、そう考えられている筈です」

「あ、ああ………多分、そうだろうな」

　真希の師し匠しよう、真ま耶やと戦った時、孝太郎は真希を捕まえて捕虜にしたと真耶に告げた。だからダークネスレインボゥの認にん識しきでは、真希は孝太郎に捕まって、酷い目に遭あっている筈だった。

「でも実際には、私はこうして自由に暮らしています。このままではダークネスレインボゥの者達が不ふ審しんに思う筈です」

「そうか、それは考えてなかった」

　真希が孝太郎達の許もとへ身を寄せてからあまり時間が経たっていない今はともかく、いずれダークネスレインボゥも真希が自由を奪われていない事に気付く。普ふ通つうは捕虜を自由にする訳はないので、そうなると真希は困った立場になる。その場合、裏切り者として処分される可能性が非常に高い。

「だから里見君に、私の自由を奪って欲しいんです。洗脳でも、呪いでも、契けい約やくでも構いませんから」

「ちょ、ちょっと待て、そんな乱暴な話があるかっ!!」

　孝太郎にも真希が望んでいる事が分かってくる。真希はダークネスレインボゥが疑わないように、分かり易やすく自由を奪われたいと思っているのだ。そしてその演出の為に首輪という分かり易い拘こう束そく具を用意した。首輪に呪い等の魔法が込められていれば、自由を奪われているという格好のアピールになる。

「私が里見君に逆らうと死ぬ呪いとか、キーワード一つで首輪が締まって息が出来なくなるとか、そういう理り不ふ尽じんな―――里見君が私を支配しているって、はっきり分かるものがいいんです」

「だっ、駄目だっ、そんなの駄目に決まってるだろうっ!?」

　孝太郎は大おお慌あわてで首を横に振る。考えられない事だった。

「でもそうしないと、いずれ気付かれてしまいますよ？」

「俺の変な寝ね言ごとで藍華さんが死んだりしたら、後こう悔かいしてもしきれんぞ！」

　呪い、洗脳、契約、言い方はどれでも構わない。孝太郎は幾いくら必要だからといって、安易にそうした手法で真希の自由を奪う事には反対だった。もちろん呪いや何かをかけたところで、孝太郎が行使する事はないだろう。真希を殺すなどもっての他だった。しかし撃うつつもりはなくても、大切な人に銃じゆうを向けながら暮らすのは決して楽しい事ではない。

　人を呪わば穴二つ。

　こんなやり方では、真希と孝太郎は、どちらも不幸になる。孝太郎にはどうしても認められなかった。

「ティア、クラン、キリハさん、ちょっと知ち恵えを貸してくれ。本物の呪いをかけたりせずに、何か別のやり方で誤魔化す方法を考えよう」

「それでこそ我わが家臣。よかろう、幾らでも協力するぞ」

「仕方がありませんわね。わたくしも協力致いたしますわ」

「ふむ………確か連中は、比ひ較かく的てき科学の知識が乏とぼしい。首輪の形をした装置を用意するだけで、何かの仕掛けと勘違いしてくれる可能性は高いと思うが」

　孝太郎はすぐにティア達と相談を始めた。真希はそれには加わらず、黙だまったまま成り行きを見守る。孝太郎達の結論が出るまでの間、真希がやった事は一つだけ。それは孝太郎が放ほうり出だしたままになっていた、首輪を拾い上げた事だった。

「藍華さん………」

　首輪を握り締めている姿を見ただけで、静香には真希の本音がどこにあるのか、想像がついた。二〇六号室で一いつ緒しよに寝ね起おきをしている分だけ、真希の正直な気持ちを知っていたのだ。

　―――藍華さんは、拠より所どころが欲しいのね………。

　真希はもう、ダークネスレインボゥには帰らない。だから今の真希は、どこにも帰る場所がない。本当は一〇六号室が真希の帰る場所なのだが、真希がそれを実感するまでは、まだ時間がかかるだろう。故郷や我が家というものは、一いつ朝ちよう一いつ夕せきに出来上がるものではないのだ。

　だから真希は孝太郎に自由を奪うばわれたかった。真希は孝太郎との明確な繋がりが欲しかったのであって、ダークネスレインボゥ云うん々ぬんは、それを実現する手段だったのだ。たとえそれが、銃を向けられながら生きるような、不幸な繋がりであったとしても。

　―――なんとかしてあげないと………このままじゃ藍華さんが可哀かわい想そうだわ………。

　そんな真希の気持ちを知りながら、放っておくことなど、静香には出来ない。だから静香は、どうしたら真希を救えるのか、その事を考え始めたのだった。










　真希が相談したダークネスレインボゥ対策は、最終的にキリハの考えをベースにして行われる事になった。ダークネスレインボゥが比較的苦手な科学的な装置で、真希の自由が奪われているかのように装よそおうのだ。

　作るのはクランとルース。形状は首輪型になる予定で、遠えん隔かく操作で首が締まるかのように見せかける。もちろん実際には首が締まる仕組みは持たず、それらしく見せるだけ。そして代わりに、ティアやルースの腕うで輪わとほぼ同じ機能が与あたえられる予定になっている。

　首が締まりそうな見た目と、用よう途との分からない機械が組み込まれていたら、向こうが勝手に自由を奪う装置だと勘違いするだろう―――それが孝太郎達たちの結論だった。

　問題は学校へ行く時に目立ってしまう事だが、これは魔法をかけて誤魔化す事になっている。透とう明めいにして生徒達から見えなくする事は難しくないし、普段見えていない方がダークネスレインボゥに対する説得力も増す筈はずだった。










　とりあえず結論が出た事で、孝太郎達はそれぞれに時間を過ごし始めた。ゲームの続きを始める者、宿題をやる者、その行動は様々。そんな中、孝太郎はキッチンで包丁を握っていた。ただしそのキッチンは一〇六号室ではなく『青騎士』のものだったのだが。

　孝太郎が包丁を握る事になった原因はキリハにある。当然のように夕食の準備を始めようとしたキリハに、孝太郎は怪我が完治するまで家事はやらなくていいと告げ、その仕事を奪い取とった。するとキリハは、どうせなら以前孝太郎が作ってくれた鳥の丸焼きが食べたいと希望。だが住宅地の真ん中で大きな焚たき火びをする訳にもいかない。ではオーブンでという話になるのだが、一〇六号室には十分な大きさのオーブンがない。そうして孝太郎は『青騎士』で夕食を作る事になったのだった。

「ティア、そろそろ出来たか？」

「も、もうちょっとだけ待っておくれ。鳥など捌さばいた事はないのじゃ」

「やっぱり俺がやるか？」

「見ているだけなど嫌じゃ。これはわらわがやる」

「いい根こん性じようだ。頑がん張ばれ」

「うむ、任せておけ」

「おやかたさま、ハーブの下ごしらえが済みました」

「ルースさん、それをさっき作ったやつに混ぜて下さい。それでソースは完成です」

「はい、分かりました。それにしても、結構ハーブは強めに使うんですね？」

「あははは、あの頃ころは食材の保存状態があまりよくなかったので、香こう辛しん料りようなんかは強めに使う必要があったんです」

「なるほど、エルファリア陛下が食べたがるかもしれませんね？」

「しまった………あとで絶対ぶちぶち文句を言われるぞ。最初から呼べって」

「ふふふっ、母上ならありうるな」

　孝太郎の料理の助手はティアとルース。フォルトーゼ様式の料理である事や、キッチンの使い方などの問題で、どうしても二人が必要だったのだ。そして三人は仲良く手分けして料理を進めていた。

　メニューはキリハが所しよ望もうした鳥の丸焼き。これにパンとスープがつく。元々孝太郎が旅の中で覚えた料理なので、どれもシンプルなものだ。今はパンの発はつ酵こう待ちの間に、鳥の丸焼きの準備を進めているところ。作業は順調で、完かん了りようは間近だった―――のだが。

　バシッ

「あいたっ!?」

　鳥の脚あしが跳はね、ティアの顔に激げき突とつする。これに驚いたティアは大きく仰のけ反ぞった。慣れない包丁仕事で、力を入れ過ぎた反動だった。

「どうしたっ!?」

「殿下っ!!」

　ティアの悲鳴を聞きつけて、孝太郎とルースが慌あわててやってくる。

「手でも切ったのか!?　どこだ!?」

　孝太郎はティアから包丁を取り上げ、彼かの女じよの小さな手に傷がないか調べ始めた。ルースは孝太郎が調べやすいように、布ふ巾きんでティアの手の汚よごれを拭ぬぐう。

「だっ、大だい丈じよう夫ぶじゃ、力が入り過ぎて鳥の脚が顔に当たっただけじゃ！　怪我などどこにもしておらぬ！」

　酷ひどく心配そうにしている二人の様子を見て焦あせったティアは、慌てて事情を説明する。それと同時に手の指を動かして、怪我がない事をアピールした。

「そうか………脅おどかすなよ」

「済まぬ。少々手元が狂くるった」

「何にせよ、無事でよろしゅうございました」

「うむ、騒がせて悪かった」

　ティアは自分の失敗より、二人に心配をかけた事が気になっていた。だが幸い、孝太郎とルースには笑え顔がおが戻もどった。その様子にティアは胸を撫なで下おろす。そしてティアは気合いを入れ直すと、再び包丁を握った。

「よし、あと少しじゃ」

　そうしてティアは作業を再開した。相変わらず手つきは危なっかしいのだが、作業は着実に進んでいた。

「何度も言うようだが、俺がやろうか？　お前は俺に命令しても良いんだからさ」

　料理初心者のティアには、鳥の下ごしらえはまだ早いのではないか―――そう思った孝太郎は、再びティアに交代を申し出た。

「いいや、これはわらわがやる」

　だがティアは首を横に振ふる。そして作業の手を休め、真正面から孝太郎を見た。

「それは確かに、わらわにはいつでも、どこでも、どんなことでも、そなたに命じる事が出来るじゃろう」

　先日、ティアと孝太郎は主従の契ちぎりを結んだ。だからティアは孝太郎の全てを決める事が出来る。その命の使い方さえも。

「だったらこれぐらいは俺が―――」

「じゃがわらわは、そなたの形をした操あやつり人にん形ぎようが欲しい訳ではない。自分の意志で勝手に動くそなたの横で、同じものを見て、同じものを感じたいのじゃ。じゃからそなたが料理をするなら、わらわもする。それがわらわとルースが、選んだ道じゃ」

　そしてティアは微笑んだ。とても幸せそうに。そして、とても自信ありげに。まるでそれが全てだと、言わんばかりだった。

「………仰おおせの通りでございます、殿下」

　ティアの隣で、ルースがこくりと頷く。この時のルースの顔には、ティアと同じ表情が刻まれていた。ティアとルースは、同じ生き方を選んだのだ。

「それでもなお、わらわに命じよというのなら………」

　ティアはこの時だけ、顔から笑えみを消した。そしてじっと孝太郎の瞳ひとみを覗き込む。

「コータロー、そなたは好きなように生きよ。心のままに笑い、怒り、泣き、愛せ」

　この言葉を口にした直後、ティアは再び笑顔に戻った。

「これが今のわらわが、主君としてそなたに与える事が出来る、唯ゆい一いつの命令じゃ」

「ティア………」

　その時のティアの笑顔があまりに美しかったから、孝太郎は何も答える事が出来ず、ただ茫ぼう然ぜんとティアを見つめていた。

「もしかしたら、これが最後の命令かも知れんがの。ふふふ………」

　ティアは信じている。孝太郎はティアが大事にしている事を、同じように大事にしてくれると。だから命令など必要ない。情報の提供や指示は必要だろうが、あえて命じてやらせる事など、ティアにはないのだった。

「じゃからこれはわらわがやる。そなたのようには出来ぬじゃろうが、わらわの手でやりたいのじゃ」

　ティアが包丁を構えると、その表情が少し子供っぽく変化する。そのおかげで孝太郎はいつもの調子を取り戻し、小さく苦く笑しようする事が出来た。

「分かった分かった。お前も頑がん固こだなぁ………」

「ふふん、そなたの姫ひめはわがままなのじゃ」

　ここで孝太郎は説得を諦あきらめた。こうまで言われてしまっては、ティアの言う通りにさせてやるしかない。そうでないと、共に生きたいと願うティアを、拒きよ絶ぜつする事になってしまうから。それは孝太郎としても、ティアの騎士としても、望むところではなかった。

「だが、俺も手伝うぞ。このままだと、お前の手が傷だらけになりそうなんでな」

「そんな事はない！　無事に最後までやり遂とげてみせる！　馬鹿にするでないわ！」

「ティア、俺は好きなように生きる。守りたいものを守る」

「あ、あぅ………それなら、致し方かたない。そのぉ………手伝う事を、許す………」

　ティアは思わず顔を赤らめ、上うわ目め遣づかいに孝太郎を見上げる。この時のティアは、胸が高鳴り、頭に血が上って、鼓こ動どうが聞こえるほどだった。主従なのだから本来は当たり前の事なのだが、守ると言われて舞まい上がってしまったティアだった。

「ありがたき幸せ」

「う、うむ、始めるぞ」

　こうして孝太郎とティアは一緒に作業を始めた。最初は舞い上がって様子がおかしかったティアも、明確な目標があるおかげもあって、時間の経過と共に落ち着きを取り戻していった。ティアの包丁捌きは相変わらずだが、適てき宜ぎ孝太郎の指導が入るので、危険はなかった。
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「待てティア、それだと自分の指を切るぞ」

「おっとっと、どうするのじゃ？」

「こっちの手をこうだ」

「こうか？」

「違ちがうって、こうだ」

「やっておるじゃろ」

「やれてないっ！　ちゃんと見ろ！」

「見たし、やれておるっ！　そなたの勘違いじゃっ！」

　しばらく前から主従の関係になったティアと孝太郎。二人は互たがいの存在を認め、尊敬しあい、強い主従関係を構築している。にも拘かかわらず、二人の間にある空気は、主従関係になる前と何も変わらない。激しい言葉の応おう酬しゆう、睨にらみ合あい、時には暴力。二人はどこにでもいる年とし頃ごろの少年と少女のまま、騎士と皇女の関係を築くに至った。二人はいつの間にか、身分の差や、違う星の生まれという壁かべを、乗のり越こえてしまったのだ。

　―――それがどれだけ素す晴ばらしい事なのか………殿下も、おやかたさまも、お気付きではないのでしょうけれど………。

　普通の少年と異星人の少女が作り出した関係と、騎士と皇女という主従関係が、全く矛む盾じゆんなく同居している。ルースはこれまで、そんな関係を構築した人間など見た事がなかった。これは人間関係における、一つの奇き蹟せきだろう。これに比べれば、ルースとティアの関係は、まだ現実的な範はん囲いに収まっていた。

「お前っ、人が心配してやってたら、いい気になりやがって！」

「いいじゃろう！　今日こそはどっちが飼い主なのか、はっきりさせてくれるわ！」

　ルースの目の前で、生の感情と身体とが、激しくぶつかり合っている。

　―――出来ればそのひとかけらでも、わたくしに分けて貰もらえたなら………。

　そのぶつかり合いに身を投じる事が、今のルースの一番の願い。彼女は知っている。孝太郎とティアの殴なぐり合いは、二人の絆きずなの確かく認にん作業でしかないのだという事を。










　鳥をオーブンに放り込むと、ティアとルースは風ふ呂ろへ入りに行った。焼き上がりまで時間があるので、夕食の前に風呂へ入る事にしたのだ。ちなみに二人が帰ってきたら、入いれ替かわりに孝太郎が入りに行く予定になっている。

　そんな訳で、孝太郎は一人オーブンの前に陣じん取どり、時々中の様子を覗のぞいて火加減を調節するという作業を続けていた。

「うし………火加減はこれで大丈夫そうだな………」

　焚き火で焼く時とは勝手が違うので、多少温度の調節に手間取ったのだが、焼き具合は孝太郎の考えていた範囲に上手く収まってくれていた。あとは焼き過ぎに注意すれば、美お味いしい丸焼きが出来上がる筈だった。

「ん？」

　そんな時だった。不意に、孝太郎は背後に人の気配を感じた。

「早いな、もう帰ってきたのか？」

　孝太郎はその気配をティアとルースだと思った。だから孝太郎は二人の姿を求めて調理室の入り口の方に振り返かえった。

「あれ？」

　しかしそこにはティアとルースの姿はなかった。調理室の入り口にあるスライド式のドアが開いているだけで、そこには誰だれの姿もない。ではどうしてドアが開いているのか。孝太郎がその事について疑問を感じ始めた頃。ドアの陰かげに隠かくれるようにして孝太郎の様子を窺うかがう、幾つかの顔が現れた。それはとても小さな顔ばかりで、年とし端はもいかない少年少女達のものだった。

『あれがあおきし？』

『そうだよ』

『でも、ぜんぜんあおくないよ？』

『バカ、いつもよろいをきてるわけないだろ』

『かおはおんなじだとおもう』

『じゃあ、きっとあおきしだね。でもなんであおきしがりょうりしてるの？』

『なんでだろう？』

　子供達は孝太郎の事を見ながら、何事か話し合っていた。しかし孝太郎には子供達の言葉が分からないので、会話の内容までは分からなかった。

　―――腕輪を置いてきたのは失敗だったな………。

　彼かれらはエルファリアと一緒にやってきた、フォルトーゼの子供達だ。だから話す言葉はフォルトーゼの共通語。孝太郎がクランから貰った腕輪か、青騎士の鎧よろいがあれば、翻ほん訳やく機きで話が出来るだろう。

　しかし腕輪は料理の邪じや魔まになるので一〇六号室に置いてきてしまった。鎧は修理が済んだ後は格納庫に収まっている。おかげで今の孝太郎には、子供達とコミュニケーションを取る手段がないのだった。

「何か用事があるのかい？」

　とはいえ、ただじっと見ている訳にもいかない。子供達を怖こわがらせない為にも、とりあえず話しかけてみる必要があった。最悪の場合、孝太郎は身み振ぶり手て振ぶりで何とかするつもりだった。

『わ、なんかいってる』

『なんていった？』

『わかんない、とおいからよくきこえなかった』

『いってみようよ。こわくなさそうなかんじだし』

『おりょうりしてるもんね』

『そうしよう』

　相変わらず孝太郎には話はさっぱり分からなかったが、子供達の間で何らかの合意が成立した事だけは分かった。そして彼らが近付いてきた事で、その事について話し合っていたのだろうという想像はついた。

「どうしたんだい？　料理の匂においでも嗅かぎ付つけたのかい？」

　子供達が『青騎士』を探検中に、鳥の丸焼きの匂いを嗅ぎつけたのだろう。孝太郎は自然とそんな風に考えた。

『これがあおきしかぁ………』

『うん。ぼくがパパといっしょにみたのは、このひとでまちがいない』

『おもったよりおおきくないね』

『ほらみんな、ちゃんとあいさつしないと。せんせいにおこられるよ』

『こんちは、あおきし』

『こんにちはー』

　しかし子供達は孝太郎を取り巻き、口々に何かを喋り始めた。オーブンの中の丸焼きには見向きもしない。そこで孝太郎は手て詰づまりになった。食べ物が理由ではないとすると、孝太郎には子供達がやってきた理由にまるっきり想像がつかなかった。

「一体、君らは何をしに来たんだい？」

　孝太郎に出来た事は、不思議そうに首を傾かしげる事ぐらいだった。

『どうしたんだろう？』

『あっ、ことばがわかんないんじゃない？』

『むかしって、ちがうことばだったっけ？』

『うん。えいがだと、したにじがでてた』

『むかしことばわかるひといる？』

『あたしちょっとだけわかるー！　おねえちゃんといっしょにおべんきょした』

『いいぞ！　しゃべってみろよ！』

『うん。じゃあ………「はじめまして、あたし、ミューラウア」』

「おおっ？」

　しかし子供達たちの中に一人だけ、孝太郎に分かる言葉を話す少女がいた。彼女が喋しやべったのはフォルトーゼの下位古代語。二千年前に使われていた共通語だった。二千年前の世界で数すうヶか月げつ過ごしたおかげで、孝太郎は古代語なら何とか扱あつかう事が出来る。ようやくコミュニケーションのきっかけを掴つかんだ孝太郎は古代語で返事をした。

「こんにちは、ミューラウア」

『つうじた！　こんにちはだって！』

『もっとしゃべってみろよ！』

『ほんもののあおきしかどうかきいて！』

『うん、やってみる！　「あなた、あおきし？」』

「んー………青あお騎き士しは青騎士だけど、俺おれはティアミリス殿でん下かの青騎士だぞ」

　孝太郎は訊きかれた事に素す直なおに答える。

『むずかしくてよくわかんないけど、あおきしなのはまちがいないみたい』

　だが残念ながら少女の翻ほん訳やくは不完全で、孝太郎の意図した通りには伝わらない。それでも事実の通りには、伝わってはいた訳なのだが。

『ほんものだ！』

『だからそういったじゃない！』

『ごめん』

『ぼく、あおきしのしゃしんとりたい！　みんなにじまんするんだ！』

『おれも！　ミュー、たのんでくれよ！』

『ちょっとまって………「あなた、わたしたち、しょうぞうが！」』

「肖しよう像ぞう画が？」

　唐とう突とつに出て来た、状じよう況きように反する言葉に、孝太郎は首を傾げる。しかし少年の一人が孝太郎に向けている小さな道具を見て、その意味に思い至る。

　―――そういう事か。写真って言葉は古代語にはないもんな。

　少年が手にしていたのはカメラだった。フォルトーゼの最新技術で作られたものだが、使い勝手の問題で、地球のそれとよく似た形と大きさをしている。ティアやクランが使っているのを見た事があるので、孝太郎はすぐにそれがカメラだと気付いた。

「別に構わないが………」

　孝太郎はこの時、子供達はティアの家臣になった異星人の写真が撮とりたいんだろう、というぐらいに気軽に考えていた。まさか子供達が―――正確には大人達もなのだが―――自分を完全に青騎士だと思い込んでいるとは思ってもいなかった。

『「ありがとう！」』

『やった！　あおきしときねんしゃしんだ！』

『あとでおれにもくれよ！』

『うん！』

『ならべならべ！』

『「あおきし、きてっ！」』

「お、おいっ」

　孝太郎は言葉を交かわした少女に手を引かれ、調理室の中でも比較的広い場所へ移動させられる。子供達はそこで写真を撮るつもりなのだ。だが―――

　ガシャンッ

　移動の途と中ちゆうで、孝太郎の手を引く少女が棚たなに接せつ触しよくした。棚は孝太郎達が料理をする為ために開け放たれていて、中から沢たく山さんの調理用具が覗いていた。そして少女が接触した衝しよう撃げきで、幾つかの調理用具が棚の中でバランスを崩くずした。バランスを崩した調理用具は、その少女に向かって落ちていく。重い物や尖とがったものも含ふくまれているので、このままでは大惨事だった。

「危ないっ!!」

　いち早くそれに気付いた孝太郎は、咄とつ嗟さに自身の霊れい力りよくを呼び起こした。日常的に早苗がくっついているおかげで、霊力はあっという間に孝太郎の身体を強化してくれた。

　―――落ちたのは五つ!!

　包丁、鍋なべ、フライパン、大皿、酒のボトル。

　その中から、孝太郎は真っ先に包丁に手を伸のばした。刃はを下にして落ちていく包丁は、下にいる少女にとって最大の脅きよう威いだった。

　バッ

　孝太郎の右手が包丁のグリップを掴む。孝太郎はそのまま左手で鍋を殴り付ける。

　ゴンッ

　鍋はその一いち撃げきで子供達が居ない方へ飛んでいった。長い胴どう体たいを持つ大型の鍋なので、思い切り殴り付ければ、感じる衝撃と痛みは大きくなる。もし霊力を拳こぶしに集中させていなければ、孝太郎は激痛で叫さけび出していただろう。

　―――次はっ!!

　先さき程ほど空中で捕まえた包丁のグリップを、フライパンに叩たたき付ける。

　ギャリィッ

　その一撃はフライパンをへこませる程ほどの力を秘ひめていて、フライパンはそのまま勢いよく天てん井じように激突した。

　―――そしてっ!!

　残るは大皿と酒のボトル。既すでにそれらは少女の頭の傍そばにあり、別々に処理している余よ裕ゆうはなかった。そこで孝太郎は身体を回転させて脚を振り回まわした。

　ザッ

　孝太郎の脚は、問題の少女の頭上数センチを通り過ぎていく。同時に大皿とボトルが孝太郎の脚に接触する。タイミングはぎりぎり。大皿とボトルは孝太郎の脚に接触したおかげで落下の向きを変え、少女に触ふれる事なく床ゆかに落下した。

　ガッシャアアァァァンッ

　砕くだけ散ちり床に散らばる大皿とボトル。そしてボトルの中に残っていた料理用の酒が、辺りに飛び散った。

「やれたかっ!?」

　その様子を見届けた孝太郎は、問題の少女の姿を確認する。すると少女はびっくりして目を見開いてはいたが、怪け我がをしている様子はなかった。

「………ふぅ………怪我はないみたいだな………やれやれ………」

　少女の無事な様子を確認すると、孝太郎は安あん堵どして肩かたを落とした。そして手にしたままになっていた包丁を棚に戻し、しっかりと固定する。これでもう誰かがぶつかっても、落ちる心配はなかった。

　バタンッ

　そして孝太郎が棚を閉じた音をきっかけにして、動きが止まっていた子供達が息を吹ふき返した。

『いまの、みた………？』

『みた………でも、よくみえなかった………』

『けどさ、みえなかったけど………まちがいないよね………』

『うん。このひと、ぜったいにあおきしだね………』

『こないだやってたアニメと、おなじかんじだった』

『おい、いまのとったか？』

『たぶん。びでおもーどでずっととってたから』

『あとでおれにもくれ』

『いいよ。みんなにもみせよう。きっとびっくりするから』

　孝太郎の力を間近で目まの当あたりにした子供達は、少女の危機以上に、孝太郎の力に圧あつ倒とうされていた。カメラを持った少年から事前に青騎士だと聞かされていても、彼らが真の意味で孝太郎が青騎士なのだと確信したのは、まさにこの瞬しゆん間かんの事だった。

『「あ、あの、あおきし、たすけてくれて、ありがとう………」』

「あいたたたたっ、いたたたっ、失敗したっ、力ちから一いつ杯ぱいやり過ぎたっ!!」

　だが子供達の驚きよう愕がくと尊敬を一身に集める伝説の人物は、安心した事で鍋を殴り付けた痛みを思い出し、子供達の眼まな差ざしに込められた思いには、まるで気が付いていなかった。










　孝太郎の料理が一〇六号室に運び込まれると、少女達は騒そう然ぜんとなった。彼かの女じよ達たちが想定していた料理よりも、遥はるかに美味おいしそうな料理が運び込まれたからだった。

『こっ、こっ、孝太郎っ！　これホントにあんたが作ったの!?　全部ルースがやったんじゃなくてっ!?』

「ああ、俺が作った」

『うそだぁ！　絶対うそだぁっ!!』

「信じろよ。それはともかく、少し落ち着け早苗。『早苗さん』が困ってるだろ」

「帰って来て、早苗ちゃん」

『あ、ごめん』

　一番驚おどろいていたのは早苗で、思わず自分だけで身体から抜ぬけ出してしまった程だった。しかし早苗の反応は決して大おお袈げ裟さではなかった。キリハとクラン、そして調理に立ち合ったティアとルース以外は、誰もがちゃぶ台の上に並んだ料理に目を丸くしていた。

　メニューは鳥の丸焼きに、パンとスープ。至ってシンプルだが、丸焼きからは鳥肉とハーブソースが軽く焦こげた食欲を誘さそう香かおりがしていたし、パンは見るからにふっくらと焼き上がっている。スープは鳥の骨を使ってしっかりとだしが取ってある。

　どの料理からも細やかな気配りが感じられる。普ふ段だん粗そ雑ざつな孝太郎のイメージからはかけ離はなれているので、早苗でなくても驚くのは当たり前だった。

「ふふ、孝太郎のこういう部分は、ずっと秘密にしておきたかったのだがな………」

　驚く一同を楽しそうに見つめているのはキリハだ。

「キィ、だんだんわたくし達で独どく占せんしていた部分が減って来ましたわね」

　そして少しだけ膨ふくれ面つらのクラン。

　キリハとクランは、孝太郎は料理が上手だったり、掃そう除じが得意だったりという、普ふ段だんは隠れたままの才能を知っている。これは過去の世界でそういう姿を見てきたからだ。特にクランはそうした期間が長期に及およんでいるので、自分だけが孝太郎の真の姿を知っているという想おもいが強かった。だから孝太郎の真の姿が明かされる度に、自然と腹立たしい気持ちになってしまうのだった。

「………さ、桜庭せんぷぁい、里見さんってぇ、お料理が出来たんですねぇ………」

　ゆりかは泣いていた。

　ゆりかの女の子としてのスキルの低さは、彼女自身にも自覚があった。しかしそれはあくまで女の子の中で比ひ較かくした場合の話であって、男の子に負けているとは思っていなかった。そして普段から粗そ雑ざつな言動が多い孝太郎には、絶対に勝っている自信があった。しかしその絶対の自信は無残に打うち砕かれた。ゆりかには目の前にある料理を、より美味おいしく作る自信が全くなかった。

「………わ、わたしぃ、どうやったら里見さんの役にたてるんですかねぇ………？」

　ゆりかはお料理ぐらいなら孝太郎の役に立てるかもしれないと思っていただけに、この結果には涙なみだする他ほかはなかった。

「虹にじ野のさん………」

　対する晴海はゆりかの惨さん状じように同情しつつも、孝太郎が料理上手だった事には納なつ得とくしていた。

「でも………冷静になって考えてみると、里見君はお料理が出来ても不思議はないのかもしれませんね」

「………どうしてですかぁ？」

「編み物は熱心だし、野球や虫むし捕とりの道具はとても大切にしている。そういう人は必要に迫せまられれば、お料理だって上達すると思うの」

　実はこの時、晴海にはもう一つ、孝太郎が料理上手である原因に心当たりがあった。

　―――里見君のおうちは父子家庭………フォルトーゼに行く前から、家事に関する下地はあった筈………。

　しかしこの原因は、口に出すには悲しいものだ。だから晴海はその事に気付かない振ふりをして、口を噤つぐんだ。

「晴海晴海、それはつまり、何事もいい加減で手て抜ぬきばかりのゆりかでは、何をやっても孝太郎には敵かなわないってコト？」

「ええとぉ～～～それはぁ～～～」

「桜庭先せん輩ぱいっ、そこは即そく座ざに否定して下さいぃっ！」

　早苗の残ざん酷こくな指し摘てき。否定できない晴海。

　ゆりかの涙は、とめどなく溢あふれ続けた。
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　こうしてゆりかは号ごう泣きゆうしたのだが、泣いていたのは食事が始まるまでの事だった。いざ食事が始まるとゆりかの涙はピタリと止まり、早苗と一いつ緒しよになって次々と料理を口に詰つめ込んでいく。この時の二人の姿は、まるで数日間食事が出来なかったかのようだった。

「二人とも、そんな風に食べていると身体を壊こわすわよ？」

　静香は自身の食事の手を休め、心配そうに二人を見つめる。

「ふご、ふごろぷもれぷ、むりゅぴろぽーにょ」

「もるぴーちゅ、ころれぷるっぷ、みんみりょっぽ」

　ゆりかと早苗は共に返事をしたが、口の中に食べ物が詰まっているので、何を言っているのかさっぱり分からない。しかし二人とも食べるのを止める気配はないので、大だい丈じよう夫ぶとか、それに類する言葉を口にした事だけは確かだった。

「もー………後になって困っても知らないから………」

　静香は苦笑しながらパンを千切り、口へ運ぶ。するとその隣となりにいた真希が、不思議そうに静香の顔を見た。

「笠置さん、里見君の料理は嫌きらいなんですか？」

「そんな事ないわよ」

　静香は首を横に振る。料理はどれも美味しい。静香は特に、パンのもちもちした食感がお気に入りだった。

「でも………あまり食べてないみたいですから」

　真希は先程から静香があまり料理に手を付けていない事が気になっていた。だから静香が料理を気に入らないのかと思っていたのだ。

「ふげげっぷ？」

「むりょぷぷぅ」

　すると早苗とゆりかが食べる手を休め、静香の方を見る。静香の見たところ、二人は代わりに食べようかと申し出ているようだった。これをいい機会だと感じた静香は、事情を話し始めた。

「実は最近ちょっと体重が増えてしまって、ダイエットしようかと思ってるの」

　静香はしばらく前から体重の増加が悩なやみの種だった。実は歩いていると足の下で床ゆか板いたが鳴る事があった。以前はそんな事はなかったので、静香は体重の増加を懸け念ねんし、ダイエットを決意したのだった。

「ダイエット？」

　それはこれまであまり美容や健康には気を遣って来なかった真希には、耳慣れない言葉だった。貧民街で生まれ育った真希にとって、太っている事は決して悪い事ではない。むしろ金持ちのステータスと言える。今の真希は戦いに身を置いているので痩やせ形がただが、必要以上に痩せようという発想は持ち合わせていなかった。

「大事な事よ、藍華さん。これからの季節、水着を着る事もある訳でしょう？」

「それは………そうかもしれませんが」

「その時、水着からお腹なかのお肉がはみ出だしてたりしたら、藍華さんが大好きな男の子も幻げん滅めつするわよ？」

「………水着………お肉………大好きな男の子………」

　真希の頭の中で休きゆう眠みん状態にあった乙女おとめの回路が働き始める。

　―――それは………可愛かわいくは、なさそうだな………。

　自分の身体を見下ろしながら、真希はその結論に辿たどり着つく。言われてみると確かに、太り気味の身体を水着で包つつみ、大好きな男の子の前に立つ勇気はなかった。するとそこで初めて、真希は目の前に鎮ちん座ざしている鳥の丸焼きが、不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵である可能性に思い至った。そしてその悪あく魔まのような誘ゆう惑わくに戦せん慄りつする。

「笠置さん、私もします、ダイエット」

「それがいいわ。健康にもいいし」

　真希という味方を得た事で、静香は勢い付く。頭の中では既にダイエットのプランが検討され始めていた。

「………笠置さん、太ったって言っていましたけれど、実際はどれぐらい増えてしまったんですか？」

　晴海は食事の手を休め、静香を見つめる。晴海の見たところ、静香にはダイエットが必要なようには見えない。血色もよく健康的、身体のラインは美しい。正直に言うと、晴海が理想とする体型は今の静香の体型だった。

「それが正確なところはまだ分からないんです。体重計が壊れてて、乗ってみたら二百キロって出て………だから明日、新しい体重計を買ってくるつもりです」

「あはは、分かったら教えて下さいね」

　病弱で線が細い晴海は、常々静香のようになりたいと思っていた。だからその体重の増減は気になるところだった。静香の側は、晴海のようになりたいと思っているのだが。

「ダイエットかぁ………」

　話を聞いていたティアは、自分の胴体に触れながら感かん慨がい深ぶかそうに呟つぶやく。ティアも女の子なので、体型は気になる。幼児体型気味で身体のラインが丸い事もあり、自分もダイエットに参加した方が良いのではないかと思い始めていた。

「ティア、お前は止めとけよ」

　だが孝太郎はそれには反対だった。

「何な故ぜじゃ？」

「お前は横の心配の前に、縦の心配が必要なんだよ。もっと食え。背を伸ばせ。ダイエットなんかして、これ以上身長が伸びなくなったらどうする」

「なっ………」

　孝太郎の厳しい意見に、ティアは絶句する。

「お前にはダイエットは早い。せめてルースさんと同じぐらいの身長になってからだ」

「ぐぬぬぬぬ、言わせておけば、好き放題言いおって!!　一体誰の為にダイエットを考えていると思っておる!!」

　可愛いお姫ひめ様さまの方が、仕える方も嬉うれしいんだろうな、などと考えていたティア。しかしその家臣の方は、可愛くなるのは早いと言ってきた。ティアは著いちじるしくプライドを傷付けられた格好だった。

「ちゃんと分かってるって。国民の為だろ？　素人しろうと意見だがな、国民はスタイルよりも、身長が高い方が安心すると思うぞ」

「ぐふっ………そ、その通りじゃ………」

　しかし国民を引き合いに出されれば、違うとは言えない。ティアは血を吐はくような思いで引き下がった。しかし悔くやしさから、その瞳には大おお粒つぶの涙が浮うかぶ。

「………い、いつか………いつかこの馬ば鹿かに、お、思い知らせてやる………」

「お気持ちはお察しいたします、殿下」

「いずれわらわのせくしーぼでーで悩のう殺さつしてくれる。それまではルース、そなたがなんとかせい」

「善処致いたします」

　ルースは苦笑しながら請うけ負おった。

　だが正直に言うと、ルースには自信がない。ティアの言う『せくしーぼでー』では、キリハには敵わない事は目に見えているのだ。しかしそれでもルースは楽観的だった。

　―――おやかたさまがスタイルの良よし悪あしで心動かされるとは思えませんし………。

　実はティアが思うほど状況は重大ではない。しかし重大だと考えてしまうところが、ティアの可愛い部分でもある。それが分かっているから、ルースはそれ以上何も言わず、腹を立てているティアを見守るのだった。










　食事が終わる頃ころになると、静香のダイエットの話は次し第だいに現実味を帯び、一〇六号室の少女達全員参加で行われる方向でまとまりつつあった。やはり全員が女の子という事もあり、スタイルの維い持じには興味があったのだ。運動と食事制限、両面から攻せめる大々的なものになる予定だった。

　もちろん個々の健康状態には差があるので、人によっては食事制限までは行われない。病弱な晴海や、身体が小さいティアがその例だった。しかしその二人も、運動の方には参加する。健康維持にちょうどいいと思われるからだった。

「女の子って大変だなぁ………」

　孝太郎は男なので、少女達の心の機き微びは分からない。ただ、大変そうな生き方だと感心しながら、成り行きを見守っていた。

「なに他人事みたいに言ってるの。里見君もやるのよ？」

「ええっ!?　俺もですか、大家さん!?」

「当たり前でしょう？　みんなでやらないと意味がないのよ、こんなの」

　毎日ルースと剣けんの稽けい古こをしている事もあり、しばらく前から孝太郎の体重は一定のラインを保っている。今いま更さらダイエットをする必要もない訳なのだが、静香はそんな孝太郎にもダイエットを課すつもりのようだった。

　―――まあ、いいか。みんなで何かを目指すってのも、面おも白しろそうだし………。

　しかし孝太郎にも異存はなかった。確かに一人だけ蚊か帳やの外というのもつまらない。ここは一緒に楽しむのが正解だろうと思っていた。

　そんな時だった。

『聞こえているか、青騎士よ』

　孝太郎の耳に低い男性の声が届いた。同時に手の甲こうにぼんやりと紋もん章しようが浮かび上あがる。一〇六号室ではあまり男性の声はしないので一度は驚いた孝太郎だったが、手の甲の紋章に気付いてすぐに事情を察した。

『アルゥナイア殿どの、目を覚ましたんですね』

　話はなし掛かけて来ていたのは、先日孝太郎が召しよう喚かんしたドラゴン、火か竜りゆう帝ていアルゥナイア。アルゥナイアはあの時の戦いでエネルギーを使い切ってしまい、しばらく休眠状態にあった。しかし今日になって、話が出来るぐらいまでは回復、孝太郎に呼よび掛けてきたのだ。

『心配をかけたようだな。済まなかった』

『いいえ、お助けいただいた訳ですし』

　孝太郎とアルゥナイアは心の中で言葉を交わす。孝太郎の手の甲の紋章が、それを可能にしていた。だからこの会話は誰にも聞こえていない。アルゥナイアが宿っている静香にも、秘密で行われている会話だった。

『それで、もう大だい丈じよう夫ぶなのですか？』

『うむ、お前に話し掛けたのは、それについてなのだ』

『どうかなさいましたか？』

　孝太郎は軽く不安を覚える。アルゥナイアには何か大きな問題があって、話し掛けて来たのではないかと思ったのだ。

『何も心配はいらない。儂わし自身には何も問題ない。マリー………ではなかったな、儂が宿っている少女………確かシズカと言ったか。彼かの女じよにも危険はない。しばらくすれば全すべて元通りになるだろう』

『そうでしたか………』

　孝太郎は安堵する。

　魔ま力りよくを使い切ったアルゥナイアは大丈夫なのか。身体の中にアルゥナイアがいて、静香に健康上の問題はないのか。孝太郎の心配はそこに尽つきた。しかし幸い、その心配はないようだった。

『しかし一つ、ちょっとした問題があってな』

『それは？』

『実はな、シズカがやろうとしている体重管理………ダイエットといったか………これは絶対に失敗する』

「ええぇえぇぇぇぇぇぇっ!?」

　アルゥナイアに告げられた思わぬ言葉に驚き、孝太郎は思わず声をあげてしまった。すると部屋中の視線が孝太郎に集まってくる。全員が孝太郎は一体どうしたのかと、不思議そうだった。

「どうしたの、里見君？」

　ダイエットの話を主導していた静香が、代表して孝太郎に事情を尋たずねる。

「い、いえ、なんでもないです。話の邪魔をして済みませんでした」

「そう？　ならいいけど。それでさっきの続きだけど―――」

　孝太郎はろくな説明をしなかったが、ダイエットは女の子にとって非常に興味のある話題だったので、少女達の注意はすぐに孝太郎から離れていった。

「………やれやれ………」

　少女達の興味が離れていった事で、孝太郎は大きく安堵する。すると再びアルゥナイアの声が聞こえて来た。

『驚かせて済まない』

『いえ、思わぬ話だったもので………それで、大家さんのダイエットが失敗するっていうのは、本当なんですか？』

『うむ。実はな、シズカの体重が増えているのは、儂のせいなのだ』

　孝太郎の求めに応じ、アルゥナイアは事情を説明し始めた。

　アルゥナイアは強力な力を持っているので、何もしていなくても周囲の空間に様々な影えい響きようを与あたえる。それではまずいので、普ふ通つうは魔力を使ってその影響を中和している。おかげで長い間、静香の中にアルゥナイアがいる事に誰も気付かなかった。

　しかし今のアルゥナイアは、先日の戦いで魔力の大半を使い切っていた。おかげで周囲の空間への影響を完全には中和できなくなってしまっていた。

『………という訳なのだ』

『つまり実際には大家さんの体重が増えたのではなく、周りの空間がおかしいと？』

『そういう事だ。シズカの周囲にある空間の歪ゆがみを補正できないせいで、体重が増えたかのように見えているのだ』

『じゃあ、ダイエットで体重を減らすなんてのは………』

『不可能だ。儂の力の回復を待つ以外に、体重を減らす方法はない』

　静香は太っていない。なのに空間が歪み、体重は増えている。身体自体の重量を減らしたところで、歪みがそのままでは意味がない。アルゥナイアがダイエットは失敗すると言ったのは、それが理由だった。

『このまま放置すれば、遠からずシズカは身体の異常に気付く。再び体重計に乗った時が最後だろう。どうする、青騎士？』

『まっ、まずいっ！　なんとかしないと！』

　孝太郎がアルゥナイアを召喚した事で、厳密には無関係の静香を戦いに巻き込んでしまった。孝太郎は、静香に可能な限りこれまで通りの生活を送らせるのは、自分に課せられた義務だと考えている。

　だから孝太郎は、静香にアルゥナイアの存在を伝えていない。それは身体の中に別の生き物がいると知れば、誰だれだっていい気分はしないからだ。静香の生活を守る為には、どうしてもその秘密を守る必要があるのだった。










　孝太郎の最初の難関は、静香が体重計に乗るのを阻そ止しする事だった。だがこれはクランの協力を得た事でどうにか解決した。どうせならクランの宇宙船で正確なデータを取ろうと提案したのだ。おかげで静香は新しい体重計の購こう入にゆうを見送った。そして測定した体重は偽にせのデータ―――正確には彼女本来の体重を推定したデータ―――と差さし替かえた。静香は今、その数字を元にダイエットの計画を練っている。とりあえずの危機は回かい避ひされた格好だった。

「すまんな、いつも手間を取らせて」

『本当ですわ。大方、困った時にだけ、わたくしを思い出すのでしょう？』

　残った問題は、通信機の向こう側で、クランが拗すねている事ぐらい。クランは最近、自分が便利屋扱いなのが気に入らない。彼女は軽く頬ほおを膨らませて、恨うらみがましい視線を孝太郎に向けていた。

「かといってだな、クラリオーサ皇女殿下を気軽に、カブトムシ捕りに行こうぜ―――と誘う訳にもいかんだろう。ゆりかじゃないんだぞ？」

　クランは銀河規模の国のお姫様。一応は気を遣つかっていた孝太郎だった。

『そこが大きな間ま違ちがいですわ。わたくしはあなたを伝説上の人物として扱うつもりはありませんわよ？』

「じゃあ、誘ったら来てくれるのか？」

『当然でしょう？　わたくしはあなたの相棒のクランですわ。今更クラリオーサ皇女として付き合うつもりは毛頭ございませんわ』

「お前、スゲーいいやつなんだな！」

　ここ最近は賢けん治じが一緒に行ってくれないので、一緒にカブトムシを捕りに行ってくれる人間は、孝太郎にとって重大な意味を持つ。それが女の子であれば、女め神がみにも等しい。孝太郎はその瞳ひとみを輝かがやかせ、拝むようにしてクランを見つめていた。

『そこに、もっと早く気付きなさいな。もぉ………』

「すまんすまん。………ともかく、七月と八月は週末空けておけよ？　夏はずーっと行くぞ？」

『わかりましたわ。昆こん虫ちゆう採集用の仕し掛かけを考えておきますわね』

　クランの顔に笑え顔がおが戻もどる。

　―――そういえば、久しぶりですわね、こういうの………。

　クランは孝太郎と二人で旅をしていた頃の事を思い出して、すっかり上じよう機き嫌げんになっていた。多くの友人に囲まれた今の生活はクランも大好きなのだが、孝太郎と二人だけで野山を歩くのも捨てがたい。かつては一人で研究室にこもりっぱなしだった彼女からは、想像もつかないような心境の変化と言えるだろう。

「助かる。でも結局、手間は取らせてしまうんだな」

『こういうのは手間とは申しませんわ。それにこの星の虫を見せてやれば「青騎士」にいる子供達もきっと喜びますもの』

「クラン………おまえ………」

　子供達も喜ぶ。クランが何気なく口にしたその一言に、孝太郎は胸の奥おくをぎゅっと掴まれたような気持ちになる。辛つらい状況にいる国民達を常に忘れない姿勢は、かつての彼女にはなかったもの。皇女として相応ふさわしい資質を発揮し始めた今のクランは、孝太郎にはティアと同じぐらい立派な皇族に見えていた。

『どうしましたの、変な顔をして？』

「なんでもない。今日の皇女殿下はいつになく素す敵てきだから、思わず見み惚とれてたんだ」

『ばっ、ばかぁっ！』

　からかわれたと思い、クランは顔を赤くして、通信を切ってしまう。

「………本気なんだがな………」

　正直なところ、孝太郎は困っていた。今はティアの家臣となった孝太郎だが、クランの力にもなってやりたかった。二人の主君を持つ事は出来ないから、これは実に困った問題だった。

「だが………そうだな。今年は絶対に、でかいカブトムシを捕るぞ」

　主君の問題はすぐには解決しないだろう。

　だが孝太郎は、子供達たちとクランが喜ぶ顔が見たいから、一番大きなカブトムシは彼女達に譲ゆずる事に決めたのだった。










　クランが虫捕りの道具を持っている筈はずもなく、誘った手前、彼女だけ道具なしというのも問題だった。そこで孝太郎は網あみやカゴを買う為に、商店街にやってきていた。

「………クランなら自分の発明で何とかしちまいそうな気もするが………やっぱり虫捕りにはある程度情じよう緒ちよって必要だよな」

　孝太郎が思うに、クランが本気を出せば、彼女の発明品で山中のカブトムシを根こそぎ捕ほ獲かくなんて事も可能だろう。しかしやはり、彼女自身が網を振ふり回したり、じかに手て掴づかみしたりして、カブトムシを捕つかまえて貰もらいたい。その方がきっと子供達にも尊敬されると思うのだ。

「………クランは身体が小さいし、体力がない………こっちの子供用のやつがいいかな。でも子供用ってバレたら怒おこるだろうな………渡わたす前にラベルを剥はがすのを忘れないようにしないと………」

　孝太郎はクランの事を考えながら、おもちゃ屋の店内で虫捕り網を物色する。クランはとても良い子なのだが、ティアと同じくプライドは馬鹿みたいに高い。虫捕り網の選定にも、細やかな気配りが必要だった。

「お？」

　そんな時だった。何気なく入り口の方を見た孝太郎の目に、見覚えのある少女の横顔が映った。彼女はおもちゃ屋の中にいる孝太郎には気付かず、そのまま店先を通り過ぎていく。なんとなくその横顔が気になった孝太郎は、手にしていた網を棚に戻すと、彼女の後を追いかけた。

「大家さん！」

「えっ？　………ああ、里見君」

　孝太郎の呼び掛けに振り返かえったのは静香だった。しかしその表情には元気がない。微笑ほほえんではいたが、どこか寂さびしげで。日ひ頃ごろの前向きで明るい笑顔はそこにはなかった。

　―――あまり好きではないな、こういう顔は………。

　孝太郎の周りにいる者達が、こういう顔をしている時は、大たい抵てい何かの問題を抱かかえている時だった。最近ではティアがそうだったし、印象深いのはやはりアライアのそれだろう。だからこそ見み逃のがせず、孝太郎は静香を追ってきたのだった。

「何かあったんですか？」

「ううん、何もないわ」

　静香は微笑んだまま首を横に振る。しかし孝太郎には納得は出来なかった。

「とてもそういう風には見えませんが」

「確かに、そう見えるのかもしれないわね。でも今は本当に何も起きていないのよ。あったのは、もう何年も前の事だから………」

　ガサッ

　静香は両手で抱えているものを孝太郎に向かって差し出した。

　―――そういう………事か………。

　静香が抱えていたのは、大きな花束だった。そして今ではなく、何年も前に何かがあったという言葉。そこから想像される事は、そう多くはないのだった。










　笠置家代々乃墓。墓石にはそう刻まれていた。その墓石の下には、静香の先祖が眠ねむっている。花束を抱えた静香の目的地は、この場所だった。そして彼女は花束と線せん香こうを供えた後、墓石に向かって手を合わせた。彼女に同行していた孝太郎もそれに倣ならう。他人事とは思えず、また放っておく事もできず、孝太郎はこの場所まで一緒にやってきていた。

「………ありがとう、里見君」

　孝太郎がお参りを終えると、静香は深々と頭を下げて礼を述べた。

「いいえ。大家さんにはいつもお世話になっていますし、ころな荘そうは綺き麗れいで住みやすくて助かっていますから………だから………」

「本当にありがとう。きっと………父さんも母さんも、喜んでいると思うわ」

　静香は顔を上げると笑顔を作る。しかしその笑顔はどこか寂しげで、目元には涙がにじんでいた。

　この墓には、その名が示すように、静香の家の人間が眠っている。そこには数年前に亡なくなった、静香の両親も含ふくまれている。そして今日は、その両親の命日だった。










　手を合わせた後も、静香はしばらくの間、墓石と向かい合っていた。両親とは積もる話もあるだろうと思い、孝太郎は静香から離れ、墓地の外に据すえ付つけられたベンチに座すわって彼女が両親との話を終えるのを待っていた。

　―――ここからは、ころな荘が見えるんだな………。

　この墓地は高台にあり、ベンチはその端はしにある。おかげでここからは町の様子が一望できた。そしてその視界の丁度真ん中辺りに、ころな荘が見える。だから孝太郎は思う。静香の両親はきっと、並んでこのベンチに座り、静香の事を見守っているのだろう、と。

　―――でも………やっぱり、寂しいんだろうな………。

　見守られていると思っていても、寂しくない筈はない。孝太郎にも覚えがある。家族を亡くす事は、簡単な事ではない。それが両親共にであれば、尚なお更さらだろう。

「すきあり」

　ぽこん

　孝太郎がそんな事を考えていた時だった。何者かが孝太郎に忍しのび寄より、背後から手刀を振り下おろした。手刀は孝太郎の後頭部に命中。しかし全く力が入っていなかったので、手刀は孝太郎の頭に軽い衝しよう撃げきを与えただけに留とどまった。

「いてて」

「ふふふ、これは本気で行けば、里見君をやっつけられたかな？」

　手刀の持ち主は静香だった。彼女は十分ほどで両親との対話を終え、孝太郎のところへやってきた。そして隙すきだらけの孝太郎の背中を見付けて、悪戯いたずらに及んだのだった。

「はははははっ、本気は勘かん弁べんして下さい、大家さん」

「安心して。里見君には本気なんか出さないから」

　トサッ

　静香は軽い足取りでベンチを回り込むと、孝太郎の横に座った。孝太郎がそちらに目を向けると、静香は楽しそうに微笑んでいた。

「どうしてですか？」

「里見君にあの部屋から出て行かれたら困るもの。金銭的に」

「えらく打算的な理由ですね？」

「そうよ。今の時代、女子高校生大家が生き抜く為ためには、打算も必要なんだから」

　墓参りを終えた事で気持ちの整理がつき、静香は幾いくらか元気を取とり戻していた。しかしその笑顔には、まだ普段の輝きは戻っていない。だから孝太郎は、彼女がそれを取り戻す手伝いをする事が、自分の役目だろうと考えていた。

「ははは、少しショックです」

「えっ？」

「大家さんとは、お金とは違ちがう繋つながりがあると思ってましたから」

「それがあると認めちゃうとさ、お金が取りにくくなるでしょう？」

　本当は静香も、一〇六号室の住人達とは大家と店たな子こ以上の繋がりがあると感じている。そして、そうあって欲ほしかった。しかし生きていく上で、そういう相手からもお金を取らなければならない。それは静香の感覚からすると奇き妙みような事なので、建前上は大家と店子以外の繋がりを認めない。あくまで建前上は、だが。

「なるほど………大家さんっていうのも、なかなか大変な職業ですね？」

　この静香の微び妙みような感覚は、孝太郎にもきちんと伝わっていた。だから孝太郎はさして気を悪くした風もなく、静香に笑い掛けた。

「そうかしら？　伝説の英えい雄ゆうよりは楽な職業だと思うけど？」

「本人は普通の男の子のつもりなんですけど」

「そりゃそうよ。里見君の職業は、自じ称しようするものでも、自分からなるものでもないわ」

「それは大家さんもそうです。本当は、普通の女子高校生をやっていていい時期です」

「そうかも………しれないわね………」

　静香は笑顔を消し、墓地の方を振り返る。もし両親が健在であれば、静香はただの女子高校生をやっていた筈だった。

「………大家さんは、どうして大家さんに？」

　静香の両親は何故死んだのか。

　質問するにあたり、孝太郎はその直接的な表現を避さけた。本当は、この質問自体を避けたかった。しかしそれではいつまで経たっても、本当の意味で静香の力になってやる事が出来ない。無神経であっても、一度だけ、どうしても必要な行こう為いだった。

「………家族で出で掛かけた旅行、その宿しゆく泊はく先さきのホテルで、ボイラーの爆ばく発はつ事故があったの。それで起こった火事に巻き込まれてしまって………」

　静香はこれまで、自分の過去はあまり他人には話さずにきた。憐あわれみを受けたい訳ではなかったから。しかし今の静香は、孝太郎に尋ねられるまま、ごく自然に自身の過去を口にしていた。それは金銭以上の繋がりが芽生え、孝太郎の過去を知ったからだろう。静香は孝太郎なら誤解なく、変に憐れむ事なく、理解してくれると信じたのだ。

「………父さんと母さんは命がけで私を守ってくれた。父さんは大おお火傷やけどで、母さんは煙けむりを沢たく山さん吸って………『あまり大きく息をするんじゃない』『私達が絶対に守るから』………それが、私が覚えている、二人の最後の言葉よ………」

　孝太郎を信じていても、この話が悲しくなくなる訳ではない。感情が昂たかぶり、静香の言葉からは次第に秩ちつ序じよが失われ始めていた。

「………小さかった私には、何も出来なかった………ただ濡ぬれた毛布にくるまれて、父さんと母さんに運んで貰っただけ。道場に通って鍛きたえた身体は、何の役にも立たなかった。わたしはただ守って貰うだけの、無力な子供だったのよ………」

　きゅっ

　静香は力なくそう呟くと、右手を固く握にぎり締しめる。何も出来ずに両親を見送った無力感は、今日まで一いつ瞬しゆんたりとも忘れた事はなかった。

「だから………強くなる事にしたの。守って貰うだけなんてまっぴらよ。そして守るの。父さんと母さんが、守る筈だったものを………」

　だから静香は、両親の遺のこしたころな荘を守る。大家としてきちんと管理し、事故も、火災も、決して起こさない。身体を鍛え、他ほかの事件からも守る。住人達たちを、絶対に自分のような悲しい目には遭あわせない。つまり静香は最初から、金銭以上の情熱を、住人達に注ぎ続けていたのだ。

「………道理で勝てない訳だ」

　孝太郎はそう呟くと苦く笑しようした。笑わずにはいられなかった。

「えっ？」

「俺おれ達たちが一〇六号室にやってきた時の事です。俺達は大家さんに惨ざん敗ぱいしたでしょう？」

「ああ………そんな事も、あったわね………」

「ただただ部屋の取り合いをしていた俺達とは違って、大家さんにはあの部屋を守る正当な理由があった。それでは勝てる訳がないんだ」

　孝太郎は思わず納なつ得とくしていた。静香が強いのは当たり前だった。彼女には、最初からきちんとした戦う理由があった。そんな彼女に、自分の為だけで戦っていた孝太郎達が、敵う筈もなかった。

「でも不思議ね。今はそんなみんなを守ろうって、そう思っているの」

　静香は小さく苦笑しながら、自分の両手の平を見つめる。不思議だった。最初、彼女が拳こぶしを向けた相手は、いつの間にか全員がその手の中に入り込んできていたのだ。

「それは俺にも、分かる気がします」

「そういえば里見君って、私と同じような境きよう遇ぐうなのよね」

　互たがいに家族を失い、自分の居場所を守るべく外敵と戦い、今はその外敵を守ろうとしている。孝太郎と静香は、似た者同士だった。

「そういう事を言い出すと、みんなもそうかもしれませんけど」

「そうね………みんな、自分の居場所が欲しかったのよね………」

　誰もが違う理由で一〇六号室を目指した。しかし誰もがそこで求めるものを得た。やってきた理由は違っていても、その根源にあるものは誰もが同じ。ぬくもりを求め、居場所を求め、誰もがもがいていたのだ。

「だったら、今の俺達があるのは、大家さんのおかげですね」

「私？」

「ええ。大家さんがころな荘を守ってきたから、みんなが仲良くなれたんです」

「私が………みんなを………」

　静香はそんな風に考えた事はなかった。彼女は自身の胸に手を当て、目を丸くして驚おどろいていた。

「きっと、御ご両りよう親しんもお喜びだと思いますよ」

「本当に、そう思ってくれてるかな？　父さんと母さん………」

「はい。俺は………そうだと思います」

「………ありがとう、里見君。私も………とっても嬉しいわ………」

　家族を失った日から、静香はずっともがき続けて来た。そしてこの一年ほどの間に、彼女もまた居場所を見み出いだした。かつて失い、求め続けてきたものは、今では静香の周りにある。手を伸のばせば届く。だから―――




　静香の瞳から溢あふれ出した涙なみだは、長い間、止まらなかった。










　静香が泣なき止やんだのは、太陽が傾かたむき、町の風景が夕ゆう陽ひの鮮あざやかなオレンジ色に包まれてからの事だった。

「ごめんなさいね、里見君。長いあいだ待たせてしまって………」

　普ふ段だんの調子を取り戻した静香は、慌あわてて自身の涙を拭ぬぐった。しかしそれだけでは完全には拭えていなかったので、孝太郎はそっと手を伸ばし、静香の頬に残る涙を拭う。

「いいんですよ、そんな事。御両親の墓参りの時ぐらい、泣いていいと思いますよ？」

「あっ………」

　頬に孝太郎の手のぬくもりを感じて、静香は驚いた。しかし拒きよ絶ぜつしようとは思わない。そのまま孝太郎の為なすに任せる。そのぬくもりも、静香が求めているものの一つであったから。

「それに泣いたままの大家さんを連れて帰ったら、何事だって大おお騒さわぎになります」

「それ、も………そう、ね………」

　だが静香は、その手のぬくもりから、これまでとは違う不思議な何かを感じていた。

　これまで静香は、運動や格かく闘とう技ぎの練習などで、幾いく度どとなく孝太郎と触ふれ合あってきた。孝太郎を信しん頼らいしているから、彼女はその事に別段何かを感じるような事はなかった。

　―――おかしいな、なんだか、変………。

　しかし今はそうではない。頬に触れているぬくもりからは、かつて触れ合った時には感じなかった、充じゆう足そく感や安心感が広がっていく。この感覚に身を任せてしまえば、きっと幸せになれる。静香には、そんな風に感じられていた。

　―――何かが変わったって訳じゃ、ない筈なのに………。

　確かに見た目上は何も変わっていない。静香も、孝太郎も、これまで通りだった。だが静香の心の深いところで、これまで漠ばく然ぜんと感じていた事が、確信へと変わった。

　孝太郎は、静香が大切にしているものを理解してくれる。一いつ緒しよに大切にしてくれる。

　静香は今、それを信じられるようになった。その変化はごく僅わずかで、しかもきっかけはちょっとしたお喋しやべり。静香自身が自覚できないのも、当たり前かもしれない。しかしその僅かな変化が、静香の感じ方を一変させた。

　幸せになれそうな予感、未来への期待。高鳴る鼓こ動どう、落ち着かない気持ち。

　これまでの静香の人生にはなかった何かが、彼女の中で芽生え、少しずつ大きくなり始めている。それが何なのかは、彼女も薄うす々うす気付いている。ゴシップ好きな彼女なので、それに気付かない程ほど鈍どん感かんではない。しかし彼女はそれを簡単には認められない。彼女も孝太郎と同様に、自分の事となると、途と端たんに臆おく病びようになってしまうのだ。

「そっ、そうだ里見君、さっきの話で、一つお願いがあるんだけど」

　殆ほとんど残されていない意地を総動員して、静香は普段の自分を装よそおう。幸いこれには成功して、静香はいつものように孝太郎に話し掛ける事が出来た。もちろん、本当に幸いかどうかは、議論が分かれるところかもしれないのだが。

「いいですよ。なんですか？」

　孝太郎は迷わず首を縦に振った。また、静香の様子が妙みようだとも思わない。墓参りの直後では、少しぐらい様子がおかしくて当たり前だったから。

「えと………実はその、藍華さんに少し気を遣ってあげて欲しいんだけど」

「藍華さんですか？　そうですね………確かに彼女はまだ、今の生活に慣れていないでしょうし」

「それだけじゃなくて………」

　静香は首を横に振る。この時にはもう、静香は普段の自分を取り戻していた。苦くるし紛まぎれに持ち出だした話題ではあったが、本当に心配な事だったから。

「里見君、この間藍華さんが、呪のろいをかけてくれって言った事を覚えてる？」

「はい。敵の目を欺あざむく為とはいえ、あれにはびっくりしました」

　以前、真希は孝太郎に、彼女の自由を奪うばうように求めた。確かにそうすればダークネスレインボゥは不ふ審しんには思わないだろう。しかし彼女が提示した手段があまりに危険だった為に、別の方法で誤ご魔ま化かす事に決まったのだ。

「実はね、あれには藍華さんの隠かくれたもう一つの狙ねらいがあったの」

「もう一つの狙い？　それは？」

「藍華さんは元々孤こ児じで………ダークネスレインボゥだけが、彼女の居場所だった。そこを離はなれて私達のところへ身を寄せるようになったけど、まだはっきりと気持ちの整理がついた訳じゃないの」

　真希は今、静香の二〇六号室で寝ね起おきを共にしている。二人は互いの境遇に共感する部分が多く、また真希が静香にだけ話した事も多かった。だから静香には真希の気持ちが誰よりもよく分かっていた。

「だから藍華さんは、誰が見ても明らかにそれと分かるような、他人との繋がりが欲しかったのよ」

「それで俺に呪いをかけろって!?　なんて乱暴なっ!?」

　孝太郎は驚きに目を剥むいた。静香の言う通りなら、真希はあの時、身を削けずって繋がりを作ろうとしたのだ。それはあまりに乱暴な手段だった。

「どうしようもないぐらい孤こ独どくだから、どんな繋がりだって欲しいのよ」

　真希は孤独だった。孝太郎のもとに身を寄せるようになったとはいえ、まだまだ日が浅い。孝太郎達の事を信じてはいても、ふとした拍ひよう子しに不安を感じる事も多かった。

　自分はここにいても良いんだろうか。自分は必要とされているんだろうか。疎うとまれているのではないだろうか。

　彼女の抱えている不安は多い。だから真希は、そうした不安を否定できる何かが欲しかった。たとえそれが、銃じゆうを向けられて生きるような、危険な状態であったとしても。銃じゆう口こうが向けられていれば、自分がそこにいる根こん拠きよになる。自分の存在を肯こう定ていできる。そうやって真希は自分の自由を放ほう棄きする事で、他人との繋がりを感じていたかったのだ。

「里見君にも、覚えはあるんじゃない？　………私には、あるわ………」

「………はい………俺にも、あります………」

　孝太郎にも覚えはあった。母親を失い、父親との関係が破は綻たんした頃ころ。孝太郎は喧けん嘩かに明け暮れていた。自分を傷付ける事で、その存在を肯定していたのだ。やっている事は、今の真希と同じだった。

「藍華さんには、そこから救い出してくれる人が必要なの。受け入れてあげるだけじゃ、足りないのよ」

「………俺には、それが野球とマッケンジーでした………」

　そしてそこから救い出してくれたのが、少年野球のチームと、そこで出会った賢治。孝太郎は仲間を得て、共に目標を目指すうちに、自分の存在を肯定する事が出来るようになった。それと同じ事を、今まさに、真希が必要としている。静香の話は、孝太郎にもよく分かる話だった。

「もしかしたら………藍華さんが何かと里見君からお金を取りたがるのも、同じような理由かもしれないわね。お金という分かり易やすい繋がりで、安心したいのよ」

「藍華さん………」

　静香に指し摘てきされた事で、孝太郎は真希と契けい約やくを結んでいた時の事を思い出した。真希の本質は、冷たい地ち下か牢ろうで震ふるえている孤独な少女。そして孝太郎がそうであったように、真希は直接は他人を求めない。たとえ、本当はそれを望んでいても。

「だからね、里見君。藍華さんの気持ちがもう少し落ち着くまで、フォローしてあげて欲しいの」

「………誰もが居場所を求める、か………」

　孝太郎は真希を一〇六号室に連れて来ただけで、彼女を救った気になっていた。しかしそれだけではまだ不足だった。このまま真希を放置すれば、彼女は長い間不安と共に生きていく事になる。それはとても辛い日々だろう。放っておいてもいずれは解消する問題かもしれないが、分かっていて放っておく訳にはいかなかった。

「お願い、里見君。藍華さんだけじゃなく、私達みんなの居場所を守らなきゃ………」

「みんなの………そうか、そういう事でも、あるんだよな………」

　そして真希の居場所を作り、不安を解消する事は、全員が気持ちよく笑えるようになるという事。それは全員の居場所を、より良く守るという事。真希一人の為ではない。これは誰にとっても必要な事だった。

「分かりました………何か考えてみます」

　孝太郎は静香の求めに応じる事にした。どうしたらいいのかはまだ分からなかったが、日頃から心に留めておきたい。そうすればいずれ解決策も見出せるかもしれないから。

「ありがとう、里見君」

　孝太郎が理解を示してくれた事で、静香の瞳には再び涙がにじむ。望んだ事を、そのまま示して貰えた。そうなると喜びの感情を抑おさえ込むのは難しい。

　―――困ったな………この感情を、誤魔化そうと思っていたのに………。

　話題を変える為に持ち出した話は、最終的に同じ場所へ行きついた。静香の目もく論ろ見みは外れた格好だった。だがもしかしたら、何を話しても同じだったかもしれない。未来への期待、高鳴る鼓動。静香はもう、孝太郎と一緒なら幸せになれると、確信してしまっていたから。

「………ちょっと、肩かたを借りても、いい？」

「ええ」

　静香はそこで、自らの感情に逆らうのを止めた。逆らっても結果は同じだった。だったら素す直なおに受け入れる方がいい。そして孝太郎なら、そういう自分を受け入れてくれると、信じていたから。
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「大家さん、また………泣いてるんですね」

　静香の頬を伝う涙を、大きな手が拭う。

　―――そういえば父さんの手って、こんな感じだったっけ………。

　その手から伝わってくる、充足感、安心感。静香はそれらを素直に受け入れた。

「………ふふふふ………父さん、母さん、藍華さん。それにみんなの事も………これでも悩なやみは色々あるのよ、いろいろ、ね………」

　静香は胸の中に広がるあたたかな感情と、流れゆく時間に、その身を任せる。すると静香が今日まで心の奥に溜ため込んできた、冷たく凍こおり付いた感情が、ゆっくりと溶とけ出し、いずこかへと押おし流ながされていく。いつしか静香は、両親と共にあった頃の、無む邪じや気きで穏おだやかな心を取り戻していた。

　―――父さん、母さん………安心して。私には里見君が、みんながいる。もう大だい丈じよう夫ぶ。私は今、幸せだから………。

　静香はもう理解している。誰と共に生きれば、幸せになれるのかを。自分の居場所がどこにあるのかを。それは静香が両親を失った日から、ずっと探し求めていたものだった。

「大家さん」

「ん………なぁに………？」

　ようやく見出した幸せに身を任せながら、静香は夢見るような瞳で孝太郎を見上げる。最初はただの住人の一人であった筈の少年。彼かれはいつの間にか、静香の大切なものの中心に、位置するようになっていた。

「もしもの話なんですけど………もし、俺達が何十年分か家賃を先さき払ばらいしたら、大家さんは普ふ通つうの女の子に戻って、笑えるようになりますか？」

「………さとみ、くん………」

　そしてその少年は、静香自身をその中心へ導こうとしている。見守るだけでいる必要はないと、言ってくれていた。

　―――そっか………これはそういうことなのね………。

　静香はこれまで、ずっと不思議に思っていた。どうして誰もが、孝太郎を好きになってしまうのだろうかと。でも今なら分かる。孝太郎は静香の孤独を埋うめてくれる。そして静香は孝太郎の孤独を埋めてあげられる。互いを必要としていると信じられるから、誰もが想おもいを寄せる。つまりはそう、誰もが居場所を欲ほつしているのだ。

「ふふっ、里見君、良い事を教えてあげましょうか？」

「えっ？」

「先払いをするぐらいならね、より簡単で安上がりな、もっといい方法があるわ」

「それは？」

「だぁめっ。その方法までは、教えてあげられない。それは自分で気付いてくれないと、意味がない方法だから………ふふふ………」

　そう言って微笑むと、静香は再び孝太郎の肩に身体を預ける。

　静香にも意地がある。

　その方法は、あくまで孝太郎自身に、見付けさせるつもりだった。










　夏を目前に控ひかえ、日の入りは遅おそい。日にち没ぼつを最後まで眺ながめていたら、一〇六号室へ帰り着くのが遅くなってしまう。だから孝太郎と静香は、ほどほどのところで切り上げ、家路についた。

「そういえば里見君、どうして商店街なんかにいたの？」

「実は新しい虫むし捕とり網やなんかを買いに行ったんです」

　静香の表情はすっかり普段の明るさを取り戻していた。けれど静香は以前よりも少しだけ饒じよう舌ぜつで、しばしば孝太郎に対して甘あまえるような態度を取る。孝太郎はそれを、両親の墓参りをしたせいで、寂しがっているのだろうと考えていた。

「じゃあ、マクシミリアン壊こわれちゃったんだ？　ゆりかちゃんの仕し業わざか何か？」

「そうじゃなくって、クランも一緒にカブトムシを捕りに行く事になったんで、あいつの分を用意してやろうかと」

「ふぅん。随ずい分ぶんクランさんの事は大事にしてるのねぇ、里見君は」

　静香は意地悪い笑顔を作ると、肘ひじでつんつんと孝太郎をつつく。

「別にそういうつもりでは………」

「ないの？」

「ない事はないですけど………そういう意味なら、みんなが大事です」

「じゃあ、私も一緒に行く事になったら、網とか用意してくれるんだ？」

「そりゃまあ………しますけど」

　クランには用意して、静香には用意しないのでは、何かがおかしい。静香が行くなら、彼かの女じよの分も用意して然しかるべきだった。

「んふふ～、里見君は、私にお願いがある筈だよねっ？」

　静香は後ろ向きで弾はずむような調子で歩きながら、孝太郎に笑顔を向ける。からかうような雰ふん囲い気きのその笑顔は、両親に悪戯をする子供のようだった。

「………大家さんも一緒に、カブトムシを捕りに行きませんか？」

　静香の気持ちを想像した孝太郎は、素直に彼女の期待に応こたえた。家族へ向けるべき感情が、今は手近な孝太郎に向いている。そういう風に思っていたので、孝太郎には拒絶の言葉は思おもい浮うかばなかった。

「もちろん、藍華さんも一緒だよね？」

「はい、仰おおせの通りです、お嬢じよう様さま。多少強ごう引いんにでも、連れて行こうと思っています」

「だったら一緒に行ってあげる。うふふふっ」

　もしこの時、静香の本音を孝太郎が知ったら、びっくりした事だろう。

　静香は確かに両親に甘えられない事を寂しいと思っていたが、孝太郎に両親の代役を求めてはいなかった。彼女はあくまで、孝太郎自身に甘えたいと思っていたのだ。

　そんな静香の意図に気付かないまま、孝太郎は彼女の言葉から感じられる、強さに注目していた。

　―――やっぱり、強い人だよな、大家さんは………。これだけ強い人なら、大家さんの場合は、変に隠さない方が良いのかもしれないな………。

　両親の墓参りの直後であるにも拘かかわらず、真希への配はい慮りよを忘れない静香。そんな静香の姿からは心の強さが感じられ、孝太郎は彼女にはアルゥナイアの事を隠し続ける必要はないのではという気がし始めていた。

　静香ならば、きっとアルゥナイアの事も受け止められる。また、ティアに過去の世界での出来事を秘密にした時とは状じよう況きようが違う。静香に秘密を明かしても、政治的な影えい響きようを招く恐おそれはなかった。だから孝太郎の心は、秘密を打ち明ける方に傾き始めていた。

　―――しかし、どういう風に伝えるかは問題だな。ショックはショックだろうし。その辺はクランと相談だな………。

　打ち明けるにしても、無造作に打ち明ける訳にもいかない。しかし幸い、静香は孝太郎やクランと一緒に、カブトムシを捕りに行く事になっている。孝太郎はクランと相談した上で、可能であればその時に、秘密を明かすつもりでいた。

「どうしたの里見君、難しい顔して。あっ、もしかして、生活苦しかった!?」

　不意に黙だまり込んだ孝太郎を見て、静香は自分が無む茶ちやなおねだりをしたのではないかと考えた。それは本意ではなかったから、静香の笑え顔がおは一気にしぼんでしまった。

「ごめんね、無理を言って。私達の分の網とかはいらないから、ただ藍華さんを連れて行きましょう？」

「いえ、そういうことではなくてですね………」

　孝太郎は慌ててそれらしい理由を探す。

　黙り込んでいたのは確かだが、本当の理由はまだ言えないし、金銭的に問題がある訳でもない。静香に要いらぬ心配をさせたくなかった。

　ちなみに現在の孝太郎は、金銭的には余よ裕ゆうがある。主従関係になった事をいたく喜んだティアが、孝太郎に給料を払はらいたがったのだ。これに限らず、ティアは主従関係が感じられる行為が大好きだった。

「………夏の間、結構頻ひん繁ぱんに行く予定だから、大家さん達たちは大丈夫かなって」

「それはむしろ好都合じゃないかしら？　藍華さんには繰くり返し行われる目的があった方が良いと思うの」

「大家さん………」

　黙り込んだ理由を誤魔化す為に口にした話題だったが、それは結果的に静香の懐ふところの深さを際きわ立だたせる結果となった。

　―――本当に大した人だよな………これはやっぱり、早々に本当の事を伝えた方が良さそうだ………。

　今日一日だけで、孝太郎は静香の印象が大きく変わっていた。おかげで孝太郎は、この時点で彼女に全すべてを明かす決心を固めていた。

　そうやって孝太郎が決心を固めた頃。不意に静香が足を止めた。

「何かしら………あれ………」

　立ち止まった静香は、そのままじっと正面を見つめていた。

「どうしました？」

　孝太郎は静香が止まった事に気付き、自らも足を止めた。すると静香は前方やや右手を指し示した。

「里見君、あそこを見て。煙が見えない？」

「見えますね。誰だれかが焚たき火びでもやってるのかな？」

　静香が示した場所には、煙が立ち上っていた。それを見た孝太郎が最初に考えたのは、誰かが焚き火でもしているんだろうという事だった。しかし今は夏の前だから落ち葉は殆どなく、焚き火をするような時季ではない。また、立ち上っている煙は真っ黒。焚き火で生じる煙とは、明らかに雰囲気が異なっていた。

「いや、焚き火じゃないっ!!　この辺りは住宅地のど真ん中!!　焚き火なんてする筈はずがない!!」

「火事っ!?」

　その言葉を口にした時には、静香はもう走り出していた。煙に気を取られていた孝太郎は、その事に気付くのが僅かに遅おくれた。だから孝太郎には、走り出した静香を止める事が出来なかった。










　火事の現場は、孝太郎達がいた場所から目と鼻の先にあった。現場は三階建ての古い民家で、出火直後だというのに、既すでに強い炎ほのおに包まれていた。夕方になって風が出て来ていた事と、木造建築だったおかげで、あっという間に火が回ってしまったのだ。

「里見君っ、消防署に連れん絡らくしてっ！」

「分かりましたっ！」

　孝太郎達が現場に辿たどり着ついた時、そこにはまだ消防車はやってきておらず、消火活動は始まっていなかった。野や次じ馬うまも集まり始めた段階で、通報されているかどうかも怪あやしかった。そこで孝太郎達が最初にやった事が、携けい帯たい電話で消防へ通報する事だった。

「もしもし消防署ですかっ!?　火事ですっ!!　火事の通報ですっ!!」

「里見君、誰か出て来たわ!!　ここはお願い!!」

「大家さんっ!?　ああっと、すみません、ここの住所は―――」

　燃える民家の玄げん関かんから、二人の人間が姿を現した。二人は老ろう夫ふう婦ふで、互いの身体を支え合うようにしてふらふらと歩いてくる。静香は二人を助けようと、通報を孝太郎に任せ、燃え盛る民家に近付いていった。

　炎の勢いは強く、近付いただけで身体があぶられるような感覚があった。

　―――父さん、母さん………。

　静香にはその感覚に覚えがあった。両親を共に失った火事。その時に感じた熱と、そっくり同じものだった。そのおかげもあり、静香には玄関から姿を現した老夫婦の姿に、亡くした両親の姿が重なって見えていた。

「大だい丈じよう夫ぶですかっ!?」

　駆かけ寄った静香は、二人に手を貸して、安全な場所まで移動させる。

　―――父さんと母さんも、こんな風だったのかしら………私を抱だき抱かかえて………。

　そうしながら静香は、二人の姿に心奪われていた。煤すすけて汗あせにまみれ、疲つかれ切きったその姿。静香には無視できない姿だった。

「まっ、孫まご娘むすめがまだ中にっ!!」

「消防の人に伝えて下さいっ、お願いしますっ!!」

「えっ………」

　しかし老夫婦が口にした言葉で、静香は我に返った。そしてその直後、微かすかな声が耳に飛び込んでくる。

「………パパー！　ママー！　おじいちゃーん、おばあちゃーん！」

　聞こえてきた声を頼たよりに顔を上げた静香の目に、その姿が映る。炎が迫せまる三階の窓。そこに、恐きよう怖ふと心細さで涙を流しながら、両手で必死に窓を叩たたき続ける、幼い少女の姿があった。

「優ゆう香かっ！」

「ゆうちゃんっ！　大丈夫よっ、消防士さんが助けに来てくれるからっ！」

　同じ声に気付いたのか、老夫婦が悲鳴にも似た声を上げる。

　―――このままじゃ間に合わないっ！

　火の強さからすると、消防車の到とう着ちやくを待っていては、あの少女は助からない。それは素人しろうと目めにも明らかだった。

「いけないっ、待つんだお嬢じようさんっ！」

「あなたまで危険な目に遭う事はないのよっ！」

　慌てる老夫婦の声。その声に嫌いやな予感がして、消防署への連絡を終えたばかりの孝太郎が、燃え続ける建物に目を向ける。

「駄だ目めだ大家さんっ、待ってくれっ!!」

　その時、孝太郎の目に映ったもの。

　それは炎に包まれた玄関に飛び込んでいく、静香の後ろ姿だった。










　静香もこれが非常に愚おろかな行為である事は承知していた。普段の彼女なら、こんな方法は選ばなかったかもしれない。しかし今日、この時というタイミングが、静香を燃える建物へ踏ふみ込ませた。

　―――父さん、母さん………今の私は、何も出来ない子供じゃないわ！

　老夫婦と少女の姿は、静香にかつての自分達の姿を思い出させた。静香の両親は、静香を助ける為に炎の中へ身を投じた。そして静香を助けて死んでいった。もしあの時、静香が自ら行動する事が出来たなら、何かもっと違う結末があったのではないか。静香は常々そう思っていた。だからこそ身体を鍛え、ころな荘そうを守り続けて来た。しかし本当にそうであったかは、確かめようがなかった。だからその考えは、時折記き憶おくの中から浮かび上がっては、静香を迷わせてきた。

　しかし今、静香の眼前には、かつての火事を思わせる光景が広がっていた。それが静香には、違ちがう結末の存在を確かめる機会に思えた。もし炎の中にいる少女を助ける事が出来たなら、自分が無力な少女のままではないと確かめる事が出来る。今なら、かつて得られなかった結末を、導ける筈だった。

　だから静香は、これが愚かしい行為だと知りつつも、炎の中に足を踏み入いれた。また消防車が到着するまで待てないという事情も、静香の背中を押していた。これは純じゆん粋すいな善意ではない。静香は失った過去を、取り返そうとしていたのだ。

　―――三階、三階へ上がらなくちゃ！

　玄関から飛び込んだ静香は、すぐに上の階へ通じる階段を探した。少女が取り残されているのは三階なので、それが一番の早道だった。

　―――凄すごい煙………それに凄い熱さ………。

　しかし静香はすぐに、それが簡単ではない事に気付かされる。視界は黒い煙と燃え盛る炎に阻はばまれて非常に悪い。特に煙は上の方に溜まる性質があるので、上へ向かう階段を隠してしまう。また周囲を炎に取り巻かれているから、精神的に追おい詰つめられてしまう。勝手の分からない他人の家である事もあり、この状況では階段の場所を見付けるのも一苦労だった。

　―――落ち着くのよ、静香。家なんだから、適当に作ってる筈はないわ。階段は相応ふさわしい場所にある筈よ！

　静香は自分自身に落ち着くように言い聞かせながら、一歩一歩慎しん重ちように廊ろう下かを進んでいった。小さな家なら、入ってすぐに階段がある場合が多い。しかしこの家は大きいので、お客がやってきた時の事を考えて、階段は玄関から見えない位置にある。とはいえ使い勝手の問題で、廊下に面した場所に階段があるのは間ま違ちがいなかった。下手にどこかの部屋に入ってしまわなければ、すぐに階段は見つかる筈。そうやって静香は焦あせりを押し殺ころしながら、階段を探し続けた。

　―――あった！

　その努力は報むくわれ、玄関から真まっ直すぐ続いていた廊下を曲がったところで、静香は無事に階段を発見した。煙が階段に流れ込んでいるので、上の階の様子はよく分からない。静香は一気に駆け上あがりたい気持ちを抑え、慎重に階段を上がっていく。すると階段の中ほどのあたりに、数冊の本が転がっていた。焦って駆け上がっていたら、途と中ちゆうでその本を踏んでしまい、危なかっただろう。

　―――煙って、こんなに熱いんだ………。

　大量の煙けむりが流れ込んできているおかげで、視界が殆ど利かない。煙が目に染しみて涙が出てくる。静香は足元に注意しながら、何とか二階へ這はい上がった。

「ごほっ、ごほっ」

　階段を上がる時に少し煙を吸ってしまった静香は、二階へ着くなり激しく咳せき込んだ。それでまた煙を吸ってしまい、悪あく循じゆん環かんに陥おちいる。二階は一階と比べて更さらに煙が濃こい。階段の傍そばは特にそうだった。

　―――し、姿勢を下げないと………。

　息が苦しくてパニックになりかけた静香だが、ぎりぎりのところで冷静さを保つ事が出来た。避ひ難なん訓練の時に得た知識を活かし、姿勢を下げる。煙は天てん井じように溜まるので、そこでは何とか普通に呼吸をする事が出来た。

　―――早く三階へ上がらないと………。

　何度か呼吸を繰り返かえし、呼吸そのものと気持ちを落ち着ける。すると静香にも周囲の様子が分かってきた。二階は一階よりも更に炎が激しかった。炎も煙同様に上へ向かう性質があるから、自然とこうなってしまうのだ。となると当然、三階はより危険だ。まだ燃え広がっていなければいいが、時間の問題なのは明らか。少女を救う為ためには、急がなければならなかった。

　―――身体は………火傷やけどはあるけど、他ほかは大丈夫！　ちゃんと動ける！

　ここへ来るまでに、静香は幾いくつか火傷を負っていた。火災の真っ只ただ中なかなので、気を付けていても無事ではいられない。しかし動けなくなるほど重大な傷はない。自身の無事を確かく認にんすると、静香は三階へ続く階段に足をかけた。幸い階段は一階から三階まで続いているタイプで、改めて階段を探す必要はなかった。だが、そこで静香の足が止まった。

　―――階段が、燃えてる！

　二階から三階へ続く階段には、既に火が回っていた。三階へ上がる為には、この火を通とおり抜ぬけなければならない。燃えている範はん囲いはそれほど広くはないので、素す早ばやく動けば不可能ではないかもしれない。

　―――そっか、これであの御ご夫ふう婦ふは………。

　しかし年ねん齢れいで体力が衰おとろえている老夫婦では、ここを強引に突とつ破ぱするのは難しい。彼らが自身の手による孫娘の救助を断念せざるを得なかったのは、これが原因だったのだ。

　―――でも今の私ならやれる！

　静香は瞳ひとみに決意を漲みなぎらせ、一度階段を離れた。そして姿勢を下げて大きく呼吸を繰り返す。息を止めて、一気に三階まで駆け上がるつもりだった。

　静香は身のこなしに自信がある。そこらの男性よりもよっぽど動ける筈だった。肺活量もそう。両親が死んだ時の、無力な子供とは違う。静香は今の自分ならやれる筈だと信じていた。

　―――行くわよっ!!

　呼吸を止め、階段を駆け上がる。火に包まれている範囲は数十センチといったところ。十分に加速して、一気に通り抜ける事が出来れば問題はない。ライオンの火の輪くぐりの要領だった。

　ダダダッ

　静香の足取りは軽い。静香のイメージ通りのリズムで階段を蹴けり、イメージ通りのスピードで階段を上る。そして燃えている部分の直前で踏み切り、一気にジャンプ。

　―――うぅっ！

　一いつ瞬しゆんとはいえ、大きな炎に身体をあぶられ、静香は苦痛に表情を歪ゆがませる。しかし歪んだのは表情だけだった。静香はバランスを崩くずす事無く綺き麗れいに着地すると、残りの階段を駆け上がる。こうして静香は何とか三階へと辿り着いていた。

「………ハァ、ハァ、ハァ………ス、スカートってのも、考えどころね………」

　三階に辿り着いた静香は、うずくまるようにして呼吸を繰り返す。ほんの数秒だったとはいえ、一気に激しい運動を行ったので、身体は酸素を欲していたのだ。

　―――でも、これであの子を助けられる………。

　息は苦しいし、炎に焼かれた火傷は痛む。けれど静香は三階に辿り着いた。目的地は目前。もうすぐ静香は少女を助ける事が出来るだろう。

　―――父さん、母さん、見てる？　私も強くなったでしょう………？

　だが静香が助けようとしていたのは、厳密には少女ではなかった。静香は両親を亡なくした日の無力な自分を、救い出そうとしていたのだ。

　―――行くわよ、静香………あともうひと頑がん張ばり!!

　静香は両りよう腕うでに力を込め、身体を起こした。続いて脚あしに力を入れて、身体を持ち上げようとする。少女のいる部屋は覚えている。立ち上がりさえすれば、何秒もかからない距きよ離り。ゴールは目前だった。

　―――あ、れっ………。

　しかし静香は立ち上がる事が出来なかった。視界が一気に失われ、下半身から力が抜ける。静香は立ち上がりかけた状態から、前のめりに倒たおれ込む。腕うでを動かして身体を支えようとしたが、それもできない。静香はそのまま床ゆかに叩き付つけられた。

　―――なん、で………まだやれる………はずなのに………。

　静香の意識が薄うすれ始める。それは床に叩き付けられた衝しよう撃げきゆえではない。静香は酸欠状態に陥っていたのだ。

　元々火災現場の空気には酸素が少ない。また、二酸化炭素や一酸化炭素といった、呼吸を阻そ害がいする物質も多く含ふくまれている。三階は特にそうだ。しかし静香はきちんとそれを予想していて、ずっと慎重に行動していた。姿勢を下げて浅く呼吸し、ゆっくり行動して心しん拍ぱく数すうを抑え、興奮しないように心こころ掛がけ。これにより酸素の消費量が抑えられ、もうしばらくは大丈夫な筈だった。

　だが、一つだけ静香には誤算があった。それは二階と三階を繋つなぐ階段、そこで燃えていた炎。静香はそこを通り抜ける事に集中するあまり、そこまで気を付けていた事を忘れてしまった。階段を一気に駆け上がる為には、多くの酸素を必要とする。それで体内の酸素を使い切ってしまえば、多くを取り入れる必要がある。しかし三階の空気は悪い。酸素は少なく、有害な物質が多く含まれている。その結果、静香は使い切ってしまった酸素を補給する事が出来ず、酸欠状態に陥ってしまった。

　静香は確かに成長した。身体は頑がん強きようで、頭も働く。今の静香は、数年前のような何も出来ない子供ではない。しかし彼女がただの人間であるという点だけは、どうする事も出来なかった。

　―――からだが………うごかない………わたし………また、なにもできなかった………このまま………なにもできず………死んでしまう、の………？

　静香は薄れゆく意識の中で、無力感に苛さいなまれていた。今日まで頑張ってきたつもりだった。しかし結局、何も出来なかった。別の運命など、存在していなかった。

　―――こんな、はずじゃ………なかった………いやだ………こんなのいやだ………。

　静香は懸けん命めいに身体を動かそうとする。しかし完全に酸欠状態の身体は、ぴくりとも動いてくれない。今の静香は、繰り返し打ち寄せる運命という波に押し流される、小こ舟ぶねも同然だった。

　―――どうして………わたしはこんなによわいの………？　わたしにもっとちからがあれば………せめてだいすきなひとたちをまもれるぐらいの、ちからがあれば………。

　悔くやしくて、切なくて。静香の瞳から涙なみだが溢あふれる。身体は動かないのに、流れて欲ほしくない涙だけは、どんどん溢れていく。そしてその涙が床ゆか板いたに零こぼれ落おちた、まさにその時。

『少女よ、聞こえているか？』

　静香の耳に、何者かの声が届いた。だがそれは音として伝わった声ではない。その時の静香にはもう、周囲の音など聞こえていなかったから。

　―――だれ………？

　この状態で声が聞こえる事の奇き妙みようさを理解する事なく、静香は声の呼よび掛かけに応える。すると声の主は力強く、しかし落ち着いた声で話し始めた。

『聞くがいい、少女よ。今から二千年程ほど前、ある国に偉い大だいな皇女がいた。彼女の国は危機に瀕ひんしたが、彼女は己おのれの身に備わった才覚―――力だけで、その危機を乗り切った』

　―――つよい、ひとなのね………。

　静香は素直に称しよう賛さんする。一つの国を守れる人間は、それだけ強いという事になる。静香にとっては憧あこがれの対象だった。

『その通りだ。目に見える力ではないが、強い力を持った少女だった』

　力というものは、物理的な現象として現れるものばかりではない。人の心を見通す知ち恵えであったり、お金を持っているかどうかや、医学の知識であったりする。ここで語られている少女の力は、多くの人を惹ひき付け、未来へと導く、王者の力だった。

『だが、それが彼女の不幸でもあった』

　―――ふこう………？　ちからがあるのに………？

『そうだ。力があるという事は、一人で何でもできるという事。助けを必要としないという事。彼女は偉大な皇女でありすぎた。だから彼女は国を救うことは出来たが、愛する男と結ばれる事は出来ず、ひっそりと孤独な生しよう涯がいを終えたのだ』

　―――ずっとひとりだなんて………かわいそうに………。

『強い力というものは、人を孤こ独どくにする。少女よ、お前も例外ではない。今より強くなろうとすれば、お前は人の枠わくを超こえてしまう。その力は、お前を孤独にするだろう。それが力の代だい償しようなのだ』

　―――こどく………ちからの、だいしょう………。

　大きな力を持てば、その分だけ不幸を呼び寄せる。お金という力が良い例だ。大金を手にした途と端たん、周囲には友達や親しん戚せきを名乗る者が増える。すると他人を疑わなければならなくなる。やがては真の友人にも、疑いの目を向けるようになる。それは酷ひどく、孤独な人生だろう。

『お前が望めば、儂わしはお前に力を与あたえてやる事が出来る。お前が望む、大好きな人達を守る力を。どんな不幸でも押し退のける、大きな力を』

　―――ほしいわ。あたりまえじゃない。

『だがそれはお前を不幸にする。お前は普通の少女の人生を手放す事になるだろう。愛する者と結ばれ、子を産み、育てる………そんな当たり前の人生に、背を向ける事になる。それでもお前は力を望むのか？』

　声の主が持っている力は、敵を打うち倒す力。破は壊かいと暴力。静香がそれを手にすれば、望むと望まざるとに拘かかわらず、戦いの中に身を投じる事になる。それは普通の女子高校生の人生とは違うもの。声の主はそれを、不幸な人生だと考えていた。

　―――ええ。こうつごうだもの。

　しかし静香の考えは正反対だった。普通の人生を送れなくなる事を好都合だと、幸せな事だと考えていたのだ。

『好都合だと？』

　その意外な答えに、声の主は戸と惑まどっていた。そして静香は戸惑う声の主に、楽しそうに笑い掛けた。

　―――そうよ。わたしのだいすきなひとたちは、みんなつよいちからをもっているの。そしてあなたのいうとおり、こどくなひとたちよ。いちばんはさとみくん。いちばんつよいけど、いちばんさびしいひとなの。あのひとをささえてあげるには、おなじぐらいつよくなって、よこにならばないといけない。だからこどくにでもなんでも、なってやるわ。このよにはね、そうならないとささえられないひとだって、いるんだから………。

『………よく分かった。その心の有り様が、儂を引き寄せたのだな………』

　声の主が静香に語り掛けたのは決して偶ぐう然ぜんではない。自身の力を預けるに相応しい心の持ち主を選んだ。声の主は今の静香の言葉を聞いて、彼女がどうしてそういう心を持っているのかを知った。そして自分の目に狂くるいが無かった事を喜んだ。

　―――えっ？　どういうこと？

　しかし静香にはそうした事情は分からないから、首を傾かしげるばかりだった。

『なんでもない。ただ………件くだんの皇女も、お前のような考え方が出来れば、幸せな人生を送れたのかもしれんと思ってな』

　―――しあわせなんて、じょうきょうときぶんしだいじゃない？

　確かに強い力を持って、普通の人達の中で生きようとすれば不幸にもなるだろう。しかし力を持っている人達の中で生きるなら、必ずしもそうではない。力そのものは幸せかどうかを決めたりはしない。静香はそんな風に思っていた。

『よく言った。やはりお前は………力の申し子だ』

　―――それ、ほめてる？

『褒ほめている。儂の最上級の褒め言こと葉ばだ』

　―――だったらいいけど………。

　どうやら褒め言葉らしいが、静香にはどうも褒められている気がしなかった。もしかしたら女の子向けの褒め言葉ではないのかも―――静香にはそんな風に感じられ、小さな疑ぎ惑わくと不満とが、消えてくれなかった。

　―――あなたにとっては―――

　静香はもう少しその辺を訊ききたくて、声の主に呼び掛ける。その途中で静香は、大事な事に気が付いた。

　―――そうだ、まだなまえをきいてなかったわね。わたしはしずか。あなたはだれ？

　静香はまだ、話している相手の名前を知らなかった。だから何気なくその名を尋たずねた。だが返ってきたのは、静香が全く予想していなかった答えだった。

『儂の名はアルゥナイアという』

　―――ええっ!?　それってティアちゃんのくにのでんせつにでてくる!?

　静香の驚おどろきは深い。あまりに驚いたので、酸欠でぼんやりとしていた意識が、一瞬だけはっきりしたほどだった。

『そのとおりだ。儂は爆炎と竜りゆう達たちの王、火竜帝アルゥナイア。シズカよ、儂の力をお前に託たくす。そして強大になったお前の力で、守りたいものを守るがいい。では参る！』

　―――あー、ちょ、ちょっと待って!!　まだ色々と訊きたいことがっ!!

　内側に隠かくれていた膨ぼう大だいな力が、静香を包つつみ込む。その力は周囲を圧して膨ふくれ上がり、静香の辿る運命を大きく書かき換かえていった。静香の運命に書き加えられたのは、大切なものを守る力。あるいは、孤独な誰かと寄より添そう為の力。それは純粋な力というよりも、静香の希望そのものだったかもしれない。結局、誰もが居場所を求めているのだから。




　こうして静香は、伝説の巨きよ竜りゆうとの共存を、選んだのだった。










　鎧よろいを身にまとった孝太郎が三階に駆け上がった時、そこは完全に火の海だった。

「大家さんはどこだ!?　捜さがしてくれ!!」

　孝太郎は時間の経過に焦りながら、鎧の人工知能に命じる。

　孝太郎の鎧は宇宙戦せん艦かんの装備なので、宇宙服としての機能を備えている。だから火災現場の中でも、長時間でなければ問題なく活動できる。しかし静香と、この場所に取り残されている少女は、そういう訳にはいかない。二人が死んでしまう前に、何とか見つけ出ださねばならなかった。

『人間の生命反応感知。数は二、十時方向、距離四メートル』

「でかした！　すぐに―――」

『反応が接近。警告、衝しよう撃げき波はの生成を確認。歪わい曲きよく場緊きん急きゆう展開』

　ボンッ

「うわっ!?」

　だが孝太郎が見付けるよりも早く、静香は自ら姿を現した。孝太郎の目の前で、炎に包まれた木製のドアが枠ごと吹ふき飛とぶ。するとその向こう側に、問題の少女を抱き抱えた静香の姿があった。

「大家さんっ!?」

「ごめん里見君、ちょっと力加減に失敗しちゃった。大丈夫だった？」

「鎧が守ってくれたから平気です」

　静香は意識のない少女を抱えて両手が塞ふさがっていたので、進路を塞いでいたドアを口から吐はき出した衝撃波で吹き飛ばした。その向こう側には孝太郎がいたが、幸い鎧が咄とつ嗟さにバリアーを張ったので被ひ害がいはなかった。そうでなければ、ドアやその周辺の壁かべと一いつ緒しよに吹き飛ばされていたに違いない。

「でも大家さん、その姿は!?」

「ああ、これ？　アルゥおじ様が助けてくれたの。でも細かい話は後回しよ！　すぐに出ましょう！」

「分かりました！」

　孝太郎は静香の様子に驚いたが、素す直なおに彼女の指示に従った。静香の身に何が起きたのかは、孝太郎にはおおよその想像がついていた。静香の瞳は赤く輝かがやき、額には角、背中には大きな翼つばさ、腰こしの後ろには長い尾おが生えている。それは以前にも見た事がある姿だった。彼女の身体に、アルゥナイアの力が働いているのは明らかだった。










　無事に合流を果たした孝太郎と静香は、少女を老夫婦に届けると、早々に火災現場を後にした。少女を助け出したとはいえ、消防の到着を待たずに勝手に火災現場に入ったのは大きな問題となる。そこで二人は面めん倒どうな事になる前に家路についたのだ。

「………勘かん弁べんして下さいよ、大家さん。貴女あなたらしくもない」

　そして孝太郎は、一〇六号室に着くまでの時間を使って、静香にお説教を始めた。

　孝太郎が止める暇ひまもなく、炎の中へ飛び込んでいった静香。日ひ頃ごろからしっかり者として知られている静香なので、孝太郎の驚きは大きかった。その分だけ自然と言葉は厳しくなる。本来は静香が、こういう事をした人間に説教をする立場だったから。

「アルゥナイア殿どののおかげで結果的には無事で済みましたが………そうでなかったらどうなっていたか………」

「ごめんなさい、里見君。墓参りをしたすぐ後だったから、父さんと母さんの事を思い出して、頭に血が上のぼってしまっていたの」

　静香も自らの失敗をよく分かっていた。墓参りの直後というタイミングを踏まえても、褒められた事ではない。だから静香は先さき程ほどからずっと、しおらしく反省していた。その姿は、まるで両親に失敗を詫わびる、子供のようでもあった。

「馬ば鹿かな事をしたと思ってるわ。心配をかけて、本当にごめんなさい。これからはこういう事がないように気を付けるわ」

「ふぅ………今回だけですからね？」

　孝太郎は早々に静香を許す事にした。

　静香は自分の過あやまちを理解していたし、深く反省している。それに孝太郎にも気持ちはよく分かった。もし孝太郎が母親の墓参りをした直後に、彼かの女じよを亡くした事故と似たような事故現場に遭そう遇ぐうしたなら、後先を考えずに救いに行ったのではないか。孝太郎はそんな風に思うのだ。だから孝太郎には、これ以上彼女を責める事が出来なかった。

「それと今後は大家さんを止められる人は居ません。だから本当に気を付けて下さい」

「………うん」

　静香は恐る恐る瞳を上げ、孝太郎が怒おこっていないか確認する。その後、こくりと頷うなずき、緊きん張ちよう気味だった表情を緩ゆるめた。

「でもまあ、ともかく、みんな無事でよかったです」

　孝太郎は静香に笑い掛ける。静香の無茶な独走はあったものの、結果から見ればよかったと言うべきだろう。取り残された少女は救い出され、静香も無事だった。消防の到着を待っていては少女は助からなかったかもしれないから、静香の問題とはまた別に、その事自体は歓かん迎げいすべきだった。

「ええ………」

　しかし静香はまだ浮うかない顔だった。目を伏ふせて小さな溜ため息いきをつく。

「まだ気にしているんですか？」

　孝太郎はそれを、無茶をやった後こう悔かいだと思った。まだ反省しているのだと。しかし静香は、少し違う事を考えていた。

「ううん、反省はしているけど、これはそうじゃなくて………結局、私は父さんと母さんが死んだ時と同じで、誰も助けられなかった。だから全く成長していなかった事が、悲しいやら、悔しいやらで………」

　静香が落ち込んでいたのは、自分が数年前から何一つ成長していないように感じられたからだった。かつては父母に救われ、今回はアルゥナイアに救われた。静香自身は火災の中、何も出来なかった。それが静香にはショックだったのだ。

　そして今後も大好きな人達の中に居続ける為には、大きな力が必要となる。その力も自分の力では足りない。自分自身の力の限界を感じ、静香はしばらく立ち直れそうもない気分だった。

「里見君みたいに、もっと上う手まくやれると思ってたのにな………」

　そう言って静香は、盛大な溜め息を吐いた。

「伝説の英えい雄ゆうさんに、その秘ひ訣けつを教えて貰もらいたいものだわ」

　静香は孝太郎と自分とに大きな差を感じていた。その分だけ言葉と感情が、空くう虚きよで投げやりになってしまう。静香の胸の中で、複雑な感情が暴れ回り、上手くコントロールできなくなっていた。

「大家さん、俺おれにはあなたに教えられる事なんてありませんよ」

「私って、そんなに才能ないかな？」

　静香は苦く笑しようする。それは酷く自じ虐ぎやく的てきな笑え顔がおだった。

「そうじゃなくて………」

　今度は孝太郎が苦笑をする番だった。

「大家さんの考え方で言うと、俺はこれまで、自分の力だけで誰かを助けた事は、一度もないんです」

　この言葉は、自分は無能だと認めるもの。孝太郎は苦笑せずにはいられなかった。だがもちろん静香には認められない。静香はその場に立ち止まり、語気を強めて反論した。

「嘘うそよそんなの！　里見君はいつもあんなに鮮あざやかに―――」

「鮮やかに、みんなから借りた力で戦います」

　孝太郎も足を止め、静香と向かい合う。しかしその口から出てくる言葉は、静香とは対照的にとても穏おだやかだった。

「俺の力は、ちょっとばかり剣けんが扱あつかえるぐらい。実のところ、俺は大家さんよりずっと弱いんです。だから教えられる事なんて、何もありはしないんです」

　剣、鎧、霊れい能のう力りよく、霊れい力りよく兵器、魔ま法ほう。孝太郎が戦う時に扱う力は全て、誰かから与えられたもの。孝太郎自身の力は、過去の世界で鍛きたえられた剣けん術じゆつぐらいだった。しかしそれにしても、格かく闘とう技ぎの達人である静香には遠く及およばない。そんな静香が自身を無能と呼ぶのなら、果たして孝太郎は何者なのか―――孝太郎には、笑うしかない状じよう況きようだった。

「そうだ、今度何かトラブルがあったら、全部大家さんに貸しましょうか？　そうすれば大家さんは、きっと普ふ段だんの俺以上に大だい活かつ躍やくできる筈ですよ」

「里見、君………」

　静香は孝太郎の瞳の奥おくに、自分と同じ無力感がこびりついている事に気が付いた。

　―――そうよ………里見君はそういう人だって、分かっていた筈はずなのに………。

　似たような経験を経へて、育ってきた静香と孝太郎。だとしたら静香が感じている無力感は、孝太郎も感じている筈のもの。孝太郎に問とい掛けても、その解決策など返って来る筈はなかった。それに気付いた静香は、自分の狭きよう量りようさが恥はずかしくなっていた。不幸なのは自分だけではない。そしてそう思うから、孝太郎の横に並びたいと思ったのではないか。力を追い求めるあまり、静香はとても大切な事を見落としていたのだ。

「………ごめん、里見君」

　静香が口にした詫びの言葉は、たったの一言。しかしその一言には、語りつくせない程に、様々な感情が込められていた。

「大家さん………いえ、いいんですよ、そんな事」

　孝太郎には、そんな静香の気持ちがきちんと伝わっていた。孝太郎の方も、静香の気持ちはよく分かる。そしてだからこそ、孝太郎には一つだけ、静香にアドバイスしてあげられる事があると気付いた。

「大家さん、一つだけ教えてあげられる事がありましたよ」

　孝太郎は微笑ほほえむ。苦笑ではない。その笑顔は、孝太郎と同じ事に悩なやむ静香への、エールだった。

「それは？」

「今のあなたに必要なのは、素直に他人に甘あまえる事だと思います」

「他人に、甘える………？」

「はい。俺も大家さんと同じように、何も出来ない自分が許せませんでした。全すべてが借り物の自分が、情けなく思えて………」

　六ろく畳じよう間まの少女達を。過去の世界で出会った人々を。孝太郎は自分の力だけでは守ってやれなかった。人々を守ったのは、全て借り物の力。だから彼女らに感謝の気持ちを向けられる度に、孝太郎は申し訳ない気持ちでいっぱいだった。

「でも………俺にはどんな手を使ってでも守りたい人達がいます。その人達を守る為には力が必要です。それが誰だれの力だろうが構いません。俺には手段を選んでいる余よ裕ゆうはないんです」

　自分が無力だと嘆なげいているだけでは、誰も守れない。たとえ借りものだろうが何だろうが、身に備わった力で最善を尽つくすしかない。孝太郎は自分のプライドよりも、守りたいものがあるのだ。

「大家さんはどうですか？　大家さんは、何を守りたいですか？」

　孝太郎はこの言葉を口にしながら、少し意地悪な事を訊いているかもしれないと思っていた。家族を失った後悔から、力を求めていた静香。だから彼女にとって、力そのものは目的ではなく手段なのだ。だとしたら、答えは最初から一つしかない。

「………みんなを守りたいわ。そしてずっと、一緒に過ごしたいの………」

「そうですか………」

　孝太郎は頷く。孝太郎は満足だった。やはり静香にも、プライドよりずっと大切なものがあった。静香はそこから目を逸らさず、きちんと分かってくれたのだ。

「俺から大家さんに教えられるのは、これぐらいです」

「さとみくん………」

　静香の瞳からぽろぽろと涙が零れる。静香はこの時、孝太郎がどうして強いのかが分かった気がした。それは力の大小ではない。孝太郎は、自分の弱さを知っているから強いのだ。そしてもう一つ。静香には分かった事があった。

「ねぇ、さとみくん………」

　静香はそれを孝太郎に伝えたかった。分かって欲しかった。だから静香は涙を拭ぬぐう事も忘れて、懸命に訴うつたえた。

「あなたはさっき、誰も助けた事がないって、言っていたわよね？」

「はい。確かにそう言いましたが………」

「でも………でもね、そんな事はないのよ」

「えっ？」

　孝太郎は戸惑いの声を漏もらす。静香は孝太郎を見ていたが、その表情は分からない。溢れる涙で、孝太郎の姿は見えていなかった。

「あなたはたった今、私を救ってくれたわ。誰の力も借りずに、あなた自身の力で、私を救ってくれたの」

「大家さん………」

「あなたが、無力だなんて事はないわ。自信を持って。あなたは人を救える人よ」

　静香は孝太郎の手を取り、固く握にぎり締しめる。すると彼女の涙が、孝太郎の手の甲こうに零れ落ちた。

　―――あったかい、な………。

　静香の手も、その涙も。孝太郎は感じていた。そのあたたかさ故に、静香の言葉は真実なのだろうと。だから孝太郎は彼女の手を握り返した。同じぐらい強く。そして同じぐらいぬくもりが伝わるように。

「だとしたら大家さん、あなたもそうです。あなたも今、俺を救ってくれました」

「………さとみくんっ!!」

　その瞬しゆん間かん、静香は孝太郎の手を解放した。代わりに彼女は、両腕でしっかりと孝太郎を抱だき締める。いきなりこんな事をしたら、孝太郎を驚かせるだろう事は静香にも分かっていた。しかし静香には、自分の気持ちが抑おさえられなかった。自分の居場所はここしかないと、確信してしまっていたから。

「大家さん………？」

「忘れないで。あなたが強くても、弱くても………私は、あなたが大好きよ」

　けれど静香には自信があった。こんな風にしても、孝太郎は自分を拒きよ絶ぜつしないと。

「………ありがとうございます、大家さん。俺も、あなたが大好きです………」

　何な故ぜなら孝太郎は言ったのだ。




　静香には、素直に他人に甘える事が必要なのだ、と。










　一〇六号室に戻もどった孝太郎と静香は、この日あった事を少女達に説明し、アルゥナイアの事を紹しよう介かいした。すると六畳間の少女達は一様に驚いた様子だったが、その反面、納なつ得とくしてもいた。

「………なるほどのう………道理でシズカは強い筈じゃ………アルゥナイア殿の力が、漏れ出しておったのだな………」

『そうなる。一応、青あお騎き士しに召しよう喚かんされるまでは力を抑え込んでいたのだが、それでも霊力のレベルで多少力が漏れ出して、シズカの身体を強化していたようだ』

「そういえばさ、ドラゴンなんたらの鉄てつ拳けんって映画があったよね」

「早苗ちゃん、それはちょっと違ちがう気がするんですけどぉ………」

　かつて少女達が一〇六号室を侵しん略りやくしようとした時、静香はその戦せん闘とう能力で少女達を圧あつ倒とうし、騒そう動どうを鎮ちん圧あつした。冷静に考えれば、これは奇妙な話だった。普ふ通つうの女子高校生が、幽ゆう霊れいや異星人、地底人と互ご角かくに戦える筈がない。だからずっと前からアルゥナイアがその身体の中に潜ひそんでいたと知らされると、誰もが納得した。これまでなんとなく腑ふに落ちなかった事が、今になって解決したのだ。

『ともかく、これからよろしく頼たのむ』

　アルゥナイアは今、孝太郎の右手の紋もん章しようから魔ま力りよくを放射して、自身の顔を模した小さな立体映像を作り、少女達と向かい合っている。

　そのアルゥナイアは、非常に楽しげだった。元々が孝太郎に会う為と、物見遊ゆ山さんでやってきたので、正体を隠す必要がなくなった事は彼かれにとって大きなプラスだった。これで自由に動き回る事が出来るようになる。いずれ孝太郎と静香に頼んで、地球見物に出かける予定だった。

「ところでアルゥおじさま、いつまで地球にご滞たい在ざいですか？」

　静香はアルゥナイアの顔に向かって話しかける。実は静香はアルゥナイアと言葉を交かわさずとも話が出来る。だがそれでは周囲の者達に話の内容が伝わらず不便なので、今はこうして言葉を交わしていた。

『それなのだがな、シズカ』

　そんな静香に、アルゥナイアは上じよう機き嫌げんで応こたえる。彼は元々社交的な性格をしている上、好こう奇き心しんが強い。また静香と同じくらいの年齢の姪めいっ子こがいるので、静香や他の少女達には姪っ子に向けるのと同じような感情を向けていた。

『基本的に青あお騎き士し達たちの安全が十分に確保されるまではいるつもりだ。心配だからな』

　アルゥナイアにとって、孝太郎は大切な友人だった。だから孝太郎やその仲間達が危険なうちは帰れない。状況が安定するまでは、協力するつもりだった。

「その後は？」

『儂がこの星に飽あきるか、シズカ、お前が儂を必要としなくなるまではいるつもりだ』

　アルゥナイアはそう答えながらも、周囲をきょろきょろと見回している。彼にとって、地球は見た事もない異い邦ほうの地。目に入るもの全てが興味の対象だった。

「………って事は、私がアルゥおじさまを嫌きらいにならない限り、ずっといらっしゃるって事ですよね？」

『うむ。この星の見所を、百年やそこらで見て回れるとも思えんしな』

　強大な魔力をその身に宿す真しん竜りゆうの寿じゆ命みようは、人間よりも遥はるかに長い。その為ため、地球で百年過ごす事は彼にとってそう長い時間ではない。人間の感覚に置おき換えると、数年から十数年と言ったところだろう。それに地球へ来ているのは、アルゥナイアの魂たましいのコピーと魔力だけだ。いずれ時間を遡さかのぼり、本体に合流する訳なので、地球での時間経過はあまり問題ではないのだった。

「よかった」

　アルゥナイアの今後を確認すると、静香は嬉うれしそうに目を細める。するとこれまで辺りを見回していたアルゥナイアが、静香の表情に目を留とめた。

『儂を歓迎してくれるのか？　怖こわくはないのか？』

「びっくりはしましたけど、おじさまは里見君のお友達だから怖くはないです。それにずっと見守ってくれる人がいるのって、嬉しいなって思って………新しく家族が出来た気がするんです」

『儂もだ。姪っ子が増えた』

「あははっ！　でもアルゥおじさま、見ちゃいけないところは見ないで下さいね？」

『大だい丈じよう夫ぶだ。それで以前、姪っ子ともめた事があるのでな。心配する事はない。着き替がえや「といれ」や「ふろ」なんかでは、きちんと目を瞑つぶろう』

　アルゥナイアはそう言うと、牙きばを剥むき出しにしてニヤリと笑う。そして静香だけに伝わるように、心の言葉で一言付け加える。

『………特にお前が青騎士と家庭を築いた時には念入りに………そうだな、半年ほど眠ねむっていよう………』

「アルゥおじさまぁっ!!」

　静香は真っ赤になって抗こう議ぎする。しかしアルゥナイアは意に介かいさず、楽しそうに静香を見つめている。それは確かに、姪っ子を見守る伯お父じの眼まな差ざしだった。

『すまんすまん。だが、見ていた方が良かったか？』

「そんな訳ないでしょうっ、もぉ………」

　そして静香の怒り顔がおは、姪っ子を思い出させる。おかげでアルゥナイアは、これから楽しい地球生活が送れそうだと感じていた。

『さて、シズカが怒っているし、儂は一いつ旦たん眠ねむる事にしよう』

「あれ？　怪かい獣じゆうのおじちゃんもう帰っちゃうの？」

　アルゥナイアが帰ると言い出すと、早苗が残念そうな表情を覗のぞかせる。早苗はせっかく怪獣と友達になれたので、根ね掘ほり葉は掘ほりいろいろ聞き出すつもりでいたのだ。

「もうちょっといればいいのに」

『ふふ、儂もそうしたいのだが、少し無理が祟たたってな』

「そうなんだ。残念。また遊びに来てね？」

『うむ』

「アルゥおじさま、大丈夫なんですか？」

『シズカ、これに関して、先に一つ詫びておかねばならないのだが』

「なんですか？　本当に大丈夫ですか、おじさま？」

『儂は大丈夫なのだが………実はな、先程の変身で、なけなしの魔力を使い切った』

「という事は？」

『体重の管理が更さらに甘くなって―――』

　バキバキバキッ、ドスンッ

　静香は一〇六号室の畳と床板を突つき破やぶり、地面にめり込んだ。

『………あー、大だい丈じよう夫ぶか、シズカ？』

「だっ、だいじょうぶじゃ、ないです………」

　こうして静香のダイエットは、始める前の段階で、失敗に終わったのだった。







Episode2　ゆりかの〝スタンド・バイ・ミー〟







　孝こう太た郎ろうと男女観が噛かみ合あわない理由を、賢けん治じはよく理解している。孝太郎の生おい立たちを考えると、当たり前だと思っていた。

　孝太郎は母親の死と、それに伴ともなう家族の崩ほう壊かいを経験しているから、恋こい人びとを作る事に慎しん重ちようになってしまう。恋人が母親の運命をなぞるようでは困るし、父親と経験した家庭の崩壊のように、恋人関係の崩壊が起こっても困る。だから責任を取れる相手を。間ま違ちがいのない相手を。そう考えてしまうのは仕方のない事だろう。

　しかし賢治は違う考えを持っていた。孝太郎の気持ちは賢治にもよく分かる。だからこそ、後あと戻もどりができるぐらいの範はん囲いで軽く付き合ってみて、責任が取れる相手かどうか、ずっと一緒にやって行けるかどうかを確かめる必要があると考えていたのだ。同じ問題を解く上で、賢治は多少、孝太郎より現実的な解き方をしたのだ。

　だから孝太郎と賢治の考えは、心の深い部分では一致している。孝太郎は自身の経験がそうさせ、賢治は孝太郎を眺ながめてきた経験がそうさせる。すれ違っているのは表面だけなのだ。おかげでこの問題でどれだけ衝しよう突とつしようと、二人の関係は壊こわれない。お互たがいにそれが表面だけのものであると知っているのだ。

　とはいえ、賢治としてもそろそろ心配になってきている。高校二年生になった今、孝太郎も恋れん愛あいの一つぐらいは経験した方が良いと思うのだ。先日のバレンタインデーには、孝太郎は幾いくつかチョコレートを貰っていた。その顔かお触ぶれの中から恋人を作るのは、決して不可能ではないように思える。だから賢治は、今こそ孝太郎は勇気を出して、一歩を踏ふみ出す時であると思うのだ。

「なぁ、コウ。お前、いつも俺が不ふ埒らちだの不ふ謹きん慎しんだの言うけれどさ」

「その通りだろ？　先月まで付き合ってた子は今いま頃ごろ泣いてるんじゃないか？」

「俺の事は良いんだよ。まあ、俺が不謹慎だっていうのは、百歩譲ゆずって認めよう。だが、お前も問題なんだぞ？」

「俺が？」

「ああ。人を不幸にするのは、不謹慎さだけじゃない。お前みたいに真ま面じ目め過ぎても、周囲の人間は不幸になるんだ」

「そんな訳ないだろ。人間、真面目が一番だ。それが日本男児というものだろうが？」

「はぁ………まったく、お前という奴やつは………本当に筋金入りだなぁ………」

　やはり話は噛み合わなかった。そこで賢治は、これまで孝太郎には黙だまっていた事を教える事にした。

「なぁ、コウ。今まで黙ってたがな、お前のせいで、俺は何度も失しつ恋れんしてるんだぞ？」

　賢治はこれまで、この事を孝太郎に教える事は避さけて来た。賢治にもプライドがあったから。しかし賢治は今、プライドを抑え込んで孝太郎に教えた。それだけ本気で、孝太郎の事を心配していたのだ。

「俺のせいにするなって。お前の不謹慎さに気付かれただけだろ？」

「そうじゃない。これまで俺が告白した女の子の中に、コウの事が好きだから付き合えないっていう子が、結構な人数いたんだ」

「言い訳に使われただけだろう」

「お前を言い訳に使う子が、そうそう何人もいてたまるか！　どんな偶然だよ！　そのうちの何人かは、間違いなくお前を本気で好きだった筈だっ！」

　ゴンッ

　興奮した賢治の拳こぶしが、教室の机を叩たたく。するとその音に驚いたクラス中の瞳ひとみが賢治に集まったが、すぐに離はなれていく。賢治と孝太郎が騒そう々ぞうしいのは、今に始まった事ではなかった。

「そうかもしれないが、俺には関係ない話だ」

「あるって。考えてもみろよ。お前は今まで誰とも付き合った事がない。つまりな、お前の事が好きだった子達は、みんな自分から身を引いて諦あきらめたんだ」

　そこまで言うと、賢治は声のトーンを落とした。そして孝太郎にだけ聞こえるように、囁ささやきかける。

「………彼かの女じよ達たちはな、お前の笑顔の裏にあるものに、気付いていたんだよ。だから諦めた。分かるだろう？　お前はな、何もしない事で、彼女達を不幸にしたんだ………」

「………マッケンジー………」

　賢治の声は小さかったが、それが真面目な言葉である事は孝太郎にはよく分かった。その言葉を口にした時の賢治の目は、とても真しん剣けんだったのだ。

「そういう子達だって、お前に恋人がいれば最初から不幸な恋こいをしなくて済むんだ。それでどうなんだ？　本当に、気になる子は居ないのか？」

　気になる子がいるのなら、明確な態度を示さないのは、誰にとっても不幸。賢治はそんな風に考えていた。

「………うーん………」

　普段ならバッサリ切り捨てる話題だった。だが孝太郎にも、賢治が真面目に心配してくれているのが伝わっていた。だから孝太郎は、少し考えてみる事にした。

「例えばだが………うちの琴理ことりなんかはどうだ？　お前を慕したっているし、兄馬鹿かもしれないが、あれで可愛かわいい方だと思うんだが」

「キンちゃんかぁ………」

　松まつ平だいら琴理。愛あい称しようはマッキンリー。賢治が目の中に入れても痛くない程ほど、大事にしている妹だった。琴理は甘えん坊ぼうで、昔から孝太郎と賢治の後をずっとついて回っていた。そして一人になると寂さびしがって泣き出してしまう。孝太郎の記き憶おくには、必死に後を追ってくる琴理の姿が印象に残っていた。

　そんな性格の事もあり、賢治が琴理の恋人に要求する水準は高い。そして孝太郎はその水準を満たしている数少ない人間のうちの一人だった。また反対に、琴理になら孝太郎を任せられるという思いもある。賢治としては孝太郎と琴理がくっついてしまえば、二つの心配事が同時に片付いて、大助かりだった。

「いい子だとは思うけど、最近会ってないから、いまいちピンとこないな」

「正月に会ったのが最後だっけ？」

「確かその筈だ」

　賢治としては半年ほど前の感覚だが、孝太郎の場合は少し事情が違う。過去の世界に行っていた時期が挟はさまるので、厳密には一年は会っていない計算になる。琴理の事は良い子だと思うが、一年前の記憶しかないから、孝太郎には何とも言えなかった。それに琴理の方の気持ちの問題もあった。

「会ってない相手は仕方ないか。じゃあとりあえず、琴理の事は置いておくとしてだな、あの辺とかはどうなんだ？」

「あの辺？」

「惚とぼけるなって。あそこにいる子達の事だよ」

「ああ………」

　孝太郎は賢治が指し示す方向に顔を向ける。するとそこには六畳間の少女達が集まっていた。今は昼休み。彼女達は食後のお喋しやべりに花を咲さかせていた。ただ一番近い席にいるゆりかだけは例外で、満腹になって眠くなり、昼ひる寝ねの最中だった。

「お前、最近あの子達と仲が良いじゃないか。演劇のおかげか？」

「あー、まあ、そんなところだ」

　孝太郎が何気なく少女達を眺めていると、早さ苗なえが孝太郎の視線に気付いて振ふり返かえる。そして早苗が楽しそうに孝太郎に向かって手を振ると、他ほかの少女達も孝太郎の視線に気付いて笑顔を覗かせる。それが済むと、少女達は自然と元の会話に戻っていった。

「あの感じなら、みんなそれなりに可能性はあると思うが」

「どうだろうな。みんな気のいい連中だから」

「お前には客観性が足りないんだよ。試ためしに採点してみろって。一番点数が高い子が、いわゆるピンとくる子だろうさ」

「採点ったって、どうやればいいんだ？」

「性格とか、見た目とかが基本の得点だな。そこから印象深い出来事やなんかで、足したり引いたりする。五十点で友達、七十五点が恋人にしたい、百点で結けつ婚こんしたい、というぐらいの目安かな」

「ああ………まあ、なんとなくわかった」

「やってみろよ。手始めに、そこで寝ねてる虹にじ野のさんなんかはどうだ？」

「ゆりかか？　よし、ちょっと待て」

　賢治は一番近い席で寝ているゆりかを示す。孝太郎はその姿を見ながら、頭の中でゆりかの採点を始めた。

　―――ゆりかも見た目は悪くないんだよな。いや、むしろ可愛い方かな？　でも性格は目も当てられないな。ぐうたらで根こん性じようないし………。

　孝太郎の主観では、ゆりかは見た目の高得点を性格で大きく損そこなっていた。おかげでこの二つだけで採点すると、友達のラインを下回ってしまう。

　―――これに、印象深い出来事で足したり引いたりする訳か………。

　見た目と性格が基準になるので、加点や減点の判断はそう難しくはない。孝太郎はゆりかと出会ってから今日までの出来事を思い返しながら、順番にその数字をはじき出だしていった。

　―――最初の頃ころは酷いな………でも冷静に見直すと、こっちの勘かん違ちがいも多いのか………そして最近は………プラスが多いと………。

　ゆりかは意志も押おしも弱いので、当初は非常に印象が悪かった。しかし時間の経過と共に、ゆりか自身が成長した事と、孝太郎の勘違いが修正されたおかげで、その印象は大きくプラスに傾かたむいていく。そして最近のゆりかには、マイナス要素は殆ほとんど見当たらない。日頃ぐうたらで根性なしなのは相変わらずだが、本当に必要な時には信用していい子だと分かっていたから。

「………よし」

「何点だ？」

「ちょっと待て、今合計してる」

　個々の出来事の採点が済むと、孝太郎は順番にその点を足し引きしていく。

　―――あ、あれっ………？　ちょ、ちょっと待て、これってもしかして………？

　そこで孝太郎は動どう揺ようし始めた。

　序じよ盤ばんで大きく減点されたものの、それ以降、ゆりかは点数を伸のばしていった。最初に演劇をやった頃に友達ラインの五十点を突とつ破ぱ。二度目の演劇の辺りからは急激に点が伸び始め、あっけなく七十五点と百点のラインを通過。そしてその後も、高得点での加点が続いた。

　―――お、おい、待てって………これはおかしいだろう………？

　孝太郎は愕がく然ぜんとしながら、最後の得点を加える。それはテストの成績が良かったご褒ほう美びに、一いつ緒しよにたこ焼きを食べに行った時の二点だった。そうしてゆりかの得点が弾はじき出された。しかしその得点は、孝太郎には納得の出来る数字ではなかった。だから何度も何度も計算に間違いがないかを確かめた。しかしそれでも、結果は変わらなかった。

「まさか………そんな事が………」

「どうだった？」

「お、思ったような点数じゃ、なかった………」

　孝太郎は努めて冷静に答える。だが、その胸の内は動揺して荒あれ狂くるっていた。

　ゆりかの得点は、三百二十二点。何度計算してもそうなった。

　それは確かに、孝太郎が思っていたような得点ではなかった。孝太郎もまさか、ゆりかの得点が三回結婚してお釣つりがくるほど高いとは、思っていなかったから。しかもその得点は、今も刻々と上じよう昇しようし続けているのだ。

「そうか。それは残念だな」

「あ、ああ………そうだな………」

「じゃあ、他の子達はどうだ？」

「他の子達だって………？」

　だが、孝太郎を更に激しく動揺させる現実があった。




　六畳間の少女達は、ゆりかの他に八人いる。




　孝太郎には彼女達の得点が、ゆりかと大きな差があるとは、到とう底てい思えなかった。










　そうやって孝太郎が新たな難問に悩んでいた頃。眠り続けるゆりかは、繰くり返される悪夢に悩まされていた。その悪夢というのは、どこか暗い場所を歩いているゆりかが、アクシデントに見み舞まわれて死を迎むかえるというもの。それも一回ではなく、全部で三回。まずは食料が尽きて飢うえ死じに。次は何かの獣けものに襲おそわれて力ちから尽つき。最後は爆ばく弾だん。

「どうしてわたしばっかりぃいいぃぃぃぃぃぃっ!!」

　目の前に真っ赤な炎ほのおが広がったところで―――ゆりかは目を覚ました。

「って、あれ………？」

「どうしたの、ゆりか」

「まっ、真ま希きちゃんっ!?」

　近くにいた真希が、目を丸くしてゆりかを見つめていた。突とつ然ぜん奇き声せいを上げて飛び起きたゆりかに驚おどろいたのだ。驚いていたのは真希だけではない。近くにいた少女達は全員驚いていた。

「じっ、実はそのぉっ、怖い夢を見たんですぅ」

　特に隠かくすような事ではなかったので、ゆりかは素す直なおに訊きかれた事に答えた。

「この騒々しい空間で短時間に、夢を見る程の熟じゆく睡すいとは………大物だな、虹野ゆりか」

　キリハは楽しそうに笑う。実にゆりからしい事情だった。

「こういうのは大物じゃなくて、あんぽんたんって言うのよ」

「サナエ様、それはあんまりでは………」

　早苗は完全に呆あきれていた。ルースはフォローを試みていたが、その顔は苦笑気味。やはりルースも幾らか呆れていた。

「それでゆりかちゃん、怖い夢って、どんなのだったの？」

　適切な範はん囲い内ないである限りは、騒動好きな静しず香かは、野や次じ馬うま根こん性じようで瞳を輝かがやかせる。一体どんな夢を見たのか、気になって仕方がなかった。

「それがですねぇ、わたしが暗い場所を歩いていたらぁ、酷い目に遭あって死んでしまうんですぅ。それも三回もですぅ………」

「酷い目………食あたりかなんか？」

　早苗が真っ先に想像した死因は食あたり。日ひ頃ごろのゆりかの様子からして、それしか思い付かなかった。

「ちがいますよぅっ！　飢え死にと、食い殺されるのと、大だい爆ばく発はつですぅっ！」

「似たようなもんじゃない」

「全然違いますよぅっ!!」

　ゆりかは顔を赤くして抗議する。以前のゆりかなら、ただ馬ば鹿かにされたと怒おこるだけだったが、今の彼かの女じよは違う。大好きな男の子に誤解されたくないという気持ちが、強い羞しゆう恥ち心しんを生み出している。だからゆりかは勘違いの訂てい正せいに必死だった。

「そういえば、そんなゲームもあったのう………」

　ここで一同とは少し違う反応を示したのがティアだった。ティアは懐なつかしそうに目を細め、何度も繰り返し頷うなずいた。

「ゲーム？　何の事ですかぁ？」

　ティアの言葉は、不思議とゆりかの心に引ひっ掛かかった。だからゆりかは一いつ旦たん羞恥心を忘れて、ティアに説明を求めた。

「ホレ、以前わらわが孝太郎と一緒に遊んでおった、洞どう窟くつを探検するゲームじゃ」

「ああ！」

　ゆりかにも記憶が蘇よみがえってくる。

　しばらく前の事だが、ティアと孝太郎はああでもないこうでもないと言いながら、ゲーム機の中に存在する広大な迷めい宮きゆうを探検していた時期があった。

「実はあのゲームの中で、今そなたが口にした悪夢と似たような事があったのじゃ」

「本当ですかぁ？」

「うむ。『ゆりか』は確か回復アイテムが足りなくて、放っておいたら死んだ。『ゆりかＡ』は怪かい物ぶつに殺されたのではなかったかな？　そして『ゆりかＢ』は―――」

「あたしも思い出したっ！」

　ぱちんっ

　早苗が笑え顔がおで両手を打ち鳴らす。

「確か『ゆりかＢ』はティアが適当に操作して、罠わなにかかって爆ばく死しした！」

「はっ!?」

　その瞬間、ゆりかの脳のう裏りに当時の事がはっきりと思い出された。

　問題のゲームは難易度が高く、多くのキャラクターを作って、何度となく迷宮に挑いどむ必要があった。しかしティアは途と中ちゆうから名前を考えるのが面めん倒どうになり、一〇六号室の関係者の名前を使い始めた。そしてティアが魔ま法ほう使つかいのキャラクターに使っていた名前が『ゆりか』だった。しかしティアのプレイスタイルは魔法使いに厳しく、死んでいく事が多かった。その度にキャラクターが新規で作られ『ゆりかＡ』『ゆりかＢ』と、合計三人のゆりかが生み出されたのだ。

　ゆりかは覚えている。

　三人のゆりかは、全て非ひ業ごうの死を遂とげた。だがティアは面倒くさがって、その死体を回収して復活させる事はなかった。一度ゆりかが回収に挑んだが、上う手まくいかなかった。そのままゲームはエンディングを迎え、以降誰も触ふれることなく放置されている。

　だから三人のゆりかは、世界が平和を取とり戻した今もなお、暗く冷たい迷宮の中で孤こ独どくに屍しかばねを晒さらしているのだった。










　夕食後。ゆりかはテレビの前に陣じん取どり、緊きん張ちようした面おも持もちでゲーム機のコントローラーを握り締めていた。その隣となりには、早苗もいる。これから二人で問題のゲームに挑む事になっていた。

「どぉ？」

「あっ、まだデータ残ってましたぁっ!!」

　ゆりかはテレビの画面を指さしながら、大きな笑顔を作った。

　そのゲームは古いものだったので、何なんヶか月げつも前にティアが遊んでいた時のデータが残っている保証はなかった。だが幸いな事にデータ保持用のバッテリーは今も健在で、データはそのまま残されていた。

「よかったじゃん。でもゆりかさぁ、なんでわざわざやるの？　データ消してさ、なかった事にすればいいじゃん」

「だって早苗ちゃぁん、自分の死体がぁ、地下迷宮に三つも転がってるなんてぇ、凄すごく怖いじゃないですかぁ」

「………なんで？」

　ゆりかの力説に対し、早苗は何度も瞬まばたきをして首を傾かしげる。最近まで幽霊だった早苗には、いまいちピンと来ない話だった。

「なんだか縁えん起ぎが悪い気がするんですよぉ。だからデータ消すならぁ、生き返らせるかぁ、きちんと埋まい葬そうしてからがいいんですぅ」

「んー、なんとなく、言わんとしてる事は分かった。頑がん張ばれ、ゆりか」

「はいですぅ」

　ゆりかは今も地下迷宮に取り残されている、自分自身の死体の回収に乗り出した。それがいくらゲームであろうとも、自分の死体が三つ転がっているところを想像すると、いい気分はしない。特にゆりかは怖がりなので、そういうゲームソフトが自分の寝ね床どこの真下に―――つまりは押おし入いれの下の段に―――しまい込まれているかと思うと、安心して眠れない。だんだん暗い押入れの中が地下迷宮の一部のように思えてきて、生きた心ここ地ちがしないのだ。かといって安易にデータを消すと、それで不安が解消されなかった場合に、取り返しがつかない。そこでゆりかはなんとか死体を見付け出し、蘇そ生せいなり埋葬なり、適切な処置を施ほどこそうと考えていたのだった。










「そういえば、わらわも随ずい分ぶん苦労させられたっけ………」

　ゲームを始めたゆりかの背中を眺めながら、ティアはしみじみとそう呟つぶやく。かつてティアもプレーしていたゲームなので、思い入れは深い。

「確か、最後の親玉は倒たおしたんだったよな？」

　孝太郎も一緒になってゆりかの背中を眺める。

「うむ。敵が攻せめてきているのに、部下とお茶を飲んでいる嫌いやみな奴じゃった」

　ティアがゲームをする時は、孝太郎が知ち恵えを貸していた。その為、地下迷宮の大半を一緒に旅した二人だった。丁度、今のゆりかと早苗のような状態と言えるだろう。
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「しかし、結局レアモンスターには会えず終じまいじゃった」

「あれはもう運だからな。仕方ないだろう」

　無事にゲームを最後まで終えたティアだったが、一つだけ心残りがあった。それは地下迷宮でごく稀まれに遭そう遇ぐうできる、隠しモンスターの討とう伐ばつが出来なかった事だった。

　そのモンスターは遭遇できる確率が極きよく端たんに低く、討伐には長い時間を必要とする。またその頃、色々と忙いそがしい時期でもあった。おかげでティアは、意図せずにゲームから遠ざかり、そのまま現在に至っていた。

「お前も忙しい身だ。ゲームに費やす時間は減るさ」

　最近のティアは特に忙しい。今は国を追われ、連れて来た国民の心配もしなければならない。呑のん気きにゲームをしている余よ裕ゆうはない。家臣になった事もあり、孝太郎はその事をよく分かっていた。

「確かにそれもあるがのう」

　しかしそのティアは苦労を感じさせない、明るい笑顔を覗かせていた。

「実のところ、以前はそなたと仲良くしたくてゲームをやっていた部分もあった。今はその必要もなかろう？」

「みんなと仲良くなれたからな」

「うむ」

　孝太郎は覚えている。ゲーム機の前に一人ポツンと座すわっているティアの後ろ姿を。放っておけなくて、その隣に座った事は多かった。しかし今のティアは違う。多くの人間と共に、笑顔でちゃぶ台を囲んでいる。つまりはそういう事なのだ。

「ティアミリスさん、私にもその気持ち分かります」

　すると同じくちゃぶ台を囲んでいた晴はる海みが、孝太郎とティアの会話に加わった。

「私の場合、演劇がそうでした」

　晴海は自身の胸に手を当て、にっこりと微笑ほほえむ。

　晴海が演劇を頑張ったのは、初めは孝太郎の為だった。孝太郎に頼まれた事、そしてその気を惹ひきたかったのが始まりだった。だが演劇に打ち込むうち、周囲の人間との仲間意識が芽生え、その期待に応えたい、一緒に頑張りたいと思うようになった。

　そうして芽生えた感情に導かれ、晴海はここでちゃぶ台を囲んでいる。全体の流れは、ほぼティアと同じと言って良いだろう。

「そうか。役に立てて嬉しい」

「はい。ありがとうございます」

　お茶を飲みながら笑顔を交わす、ティアと晴海。初めて出会った頃とは、大きく変わった二人だった。

「………そういう話になると、しばらく前まで敵であったわたくしには、立つ瀬せがありませんわね」

　今度は壁かべに寝ね転ころんで本を読んでいたクランが話に加わる。クランは昔の自分を思うと恥はずかしくて仕方がない。顔を赤らめ、苦く笑しようせざるを得なかった。

「何を仰おつしやいますか、クラン殿でん下か。ここにいる者は、元々は大半が敵同士だったのです。クラン殿下だけが敵であった訳ではありません」

　肩かたを落とすクランを、ルースが慰なぐさめる。静香と晴海を除けば、他は全すべて利害関係の対立する敵同士だった。タイミングの問題でクランは全員と敵対したが、ルースはクランだけが気に病やむ必要はないと考えていた。

「ルースの言う通りだ。それに結果からすると、我は最初から汝なんじの味方であった訳だしな」

　クランの味方はルースだけではない。キリハもそうだった。

　キリハにとって、子供の頃に出会った眼鏡のお姉ちゃんは大事な友達だった。予期せぬすれ違いが起きて、お互いが気付くまでに時間がかかったが、大きく見れば最初からキリハはクランの味方だったのだ。

　だからこの時のキリハは言葉こそ普ふ段だん通り冷静であったが、その瞳に宿る光は、幼い頃の彼女と同じものだった。

「ありがとう、パルドムシーハ………それにキィも………」

　おかげでクランは笑顔を取り戻していた。そして再び本を開き、読書を再開する。笑顔とにじんだ涙なみだを隠す為には、どうしても本が必要だった。

「厳密にその辺の話をすると、私がみんなの共通の敵だったんじゃない？」

「かもしれんのう。シズカ、そなたを倒そうと、皆みなで悪事を画策した覚えがある」

「それは本当なのっ、ティアちゃんっ!?」

「うむ。その後の騒そう動どうで立ち消えになったのだが………」

「あらまあ………」

　敵同士の少女達を団結させたのは、良くも悪くも静香の存在があればこそだった。団結して静香と対たい峙じする必要があった事が、その後の彼女達の関係を決定付けたのだ。そして最終的にはその静香をも取り込む形で人間関係が広がっている。たった六ろく畳じようの部屋から始まった人間関係は、今や銀河規模まで拡大していた。

「………」

　そんな和気あいあいとした空気の中、一人だけ話に加われずにいる少女がいた。藍あい華か真希。彼女は元・悪の魔ま法ほう少女。真希はこの部屋の人間とは一番付き合いが浅い。ゆりかとは比ひ較かく的てき長いが、ずっと命を奪うばい合う相手だったから、知っているというだけで付き合いはないに等しかった。

　他の少女達同士に比べ、真希と少女達の関係はどうしても希き薄はくになる。日が浅いので当然だろう。そして彼女は、その事に悩なやんでいた。いずれ時間が解決する問題なのだが、ふとした瞬しゆん間かんにその希薄さが目につき、自分はここにいていいのかと不安に駆かられる。今もそうだった。少女達の強い絆きずなを感じ、真希は自分の居場所はここでいいのかと、大きな不安に駆られていた。

　むしろ捕ほ虜りよとして捕とらえられていた方が、この種の不安はなかったかもしれない。自分の意思で居場所を決めていいという事自体が、彼女を苦しめていた。生き方を変えたばかりの真希は、まだ自分が何者であるかが分からない。そして他人を大切に思う事は出来ても、大切にする方法が分からない。だからこそ自由を放ほう棄きすべく、孝太郎に呪のろいをかけてくれと願った。

　孝太郎の捕虜、道具、所有物。

　その明確な定義は、真希に居場所と振る舞まい方を提供してくれる筈はずだったから。

　―――やっぱり、大家さんの言う通りみたいだな………何とかしないと………。

　そんな真希の迷いに、孝太郎は気付いていた。とはいっても、孝太郎が自分で気付いた訳ではない。先日、静香に教えて貰もらったおかげだった。黙って俯うつむいている真希を眺めながら、孝太郎はどうしたらいいのかを考える。

　―――短期的には、何かやる事があるといいんだろうな………。よし。

　根本的な解決策は見み出いだせなかったが、対たい症しよう療りよう法ほう的なやり方なら思い付いた。孝太郎は早さつ速そくそれを実行に移す事にする。

「藍華さん、ちょっといいかい？」

「はいっ、なんですかっ？」

　孝太郎が呼ぶと真希はすぐに顔を上げ、ろくに話もしないうちに孝太郎の傍そばまでやってきた。孝太郎にはその姿が、主人の命令を待まち侘わびていた子犬のように見えた。

　―――やっぱりよくないよな、こういうの………。

　孝太郎はそこから真希の不安を感じ取り、改めて何とかしてやりたいと思った。

「藍華さん、体重いくつ？」

「ええと多分、四十二か三だと思いますけど」

「四十五はないんだな？」

「ええ。それがどうしたんですか？」

「今度虫むし捕とりに行くだろう？　その時に藍華さんをロープで宙ちゆう吊づりにしてだな、上の方に行って貰おうと思って」

　孝太郎は新聞に挟まっていたチラシの裏に、簡単な絵を書き込んでいく。それは滑かつ車しやとロープで宙吊りになる真希の姿だった。

「こんな感じで、藍華さんは上の方担当。四十三キロなら、五十キロ用の滑車とロープで大だい丈じよう夫ぶだろう」

「分かりましたけど………里さと見み君、これって私ですか？」

「ああ」

「ふふふ、私ってこんなに可愛い感じじゃないですよ？」

　初めは困こん惑わく気味だった真希も、孝太郎の事情が伝わるにつれて、普段の表情を取り戻していく。おかげで今はもう、先さき程ほどまでの暗さはなくなっていた。

　―――藍華さん………。

　そしてその事が逆に、孝太郎の気持ちを締しめ付つける。たったこれだけの事で調子を取り戻すなら、さっきまでの彼女はどれだけの不安と孤独を感じていたのだろう。その事を思うと、孝太郎は笑顔を保つ為ために多大な努力を払はらわねばならなかった。

「言ってもいいぞ、絵が下手だって」

「下手です」

「ほっとけよ」

「もぉ………言えって言ったの里見君じゃないですか。それに里見君、私は魔法が使えるからこういうのは無くて大丈夫ですよ」

「馬ば鹿か者もの」

　ゴンッ

「いたぁっ!?」

　孝太郎が額を一いち撃げきすると、真希は悲鳴を上げて額を押さえる。だがその悲鳴と仕草に反して、瞳にはどこか嬉うれしそうな光が宿っていた。

「虫捕りの間は、魔法は一いつ切さい禁止だからな」

「何でですか？　その方が便利じゃありませんか。あっ、お金も取りませんよ？」

「そういう問題じゃない」

「………じゃあ、どういう問題なんですか？」

「虫捕りはな、子供の知恵と勇気だけでやるから、意味があるんだ」

「子供………分かりました。ふふふ、子供って………うふふふふっ」

　真希は軽く目を細め、さも楽しそうに笑い続ける。そんな彼女の姿を見て、孝太郎はようやく胸を撫なで下おろした。

　―――この子は、幸せにならなきゃいけないよな………。

　ようやく笑顔を取り戻した真希を見ていると、孝太郎はそんな気にさせられる。

　―――でも、幸せにならなきゃいけないのは、藍華さんだけじゃないか………。

　笑顔は真希の向こう側にも並んでいる。真希と合わせると、笑顔は全部で九つ。最近になってようやく、その大切さを理解し始めた孝太郎だった。

　だがどの笑顔にも、その裏側に様々な事情が潜ひそんでいる。そうした事情が表に出てくると、その度に笑顔は掻かき曇くもる。孝太郎はそんな事は望んでいない。何しろ全員、得点が三百点を超こえていたのだから。

　―――今いま更さら気付く問題でもないだろうにな………。

　孝太郎には、九人の少女達全員に対して、命を懸かける理由がある。どの少女の代わりにだって、死んでやる事が出来るだろう。得点が三百点を超えているという事は、そういう事なのだ。だから孝太郎は、どんな形でも構わないから、彼女達全員が幸せな人生を歩むのを見届けたかった。彼女達は全員、それだけの事を孝太郎にしてくれた。孝太郎が自分の幸せを追うのは最後で構わない。そんな風に考えられる程に。

　―――大家さん？

　順番に少女達の顔を眺ながめていた孝太郎は、最後に見た静香と目が合った。静香もまた、孝太郎を見つめていたのだ。すると彼女は、一いつ瞬しゆんだけ真希を見た後、そっと目を細める。その仕草だけで、孝太郎には静香が何を思っているかが伝わった。

　―――やっぱり、みんな不幸になっちゃいけないよな………。

　今はたまたま静香が真希を思いやっていたが、これはこの二人に限った事ではない。少女達はいつも、互たがいの事を気に掛けている。そういう人間達を不幸にしてはいけない。孝太郎は今、そんな思いを強くしていた。

　そんな時だった。

「孝太郎孝太郎、大変大変!!」

　視界いっぱいに広がる早苗の顔。その深刻そうな表情に、孝太郎は血相を変える。

「どうしたっ!?」

「ゆりかがまた死んだのっ!!」

「なんだってぇっ!?」

　少女達の事を真面目に心配していたところだったので、孝太郎はゆりかが本当に死んだのかと思った。しかし、すぐにそれは勘違いだと分かる。

「うっ、うううっ、げーむなんてぇっ、げーむなんてぇっ！」

　問題のゆりかはテレビの前にうずくまって号ごう泣きゆうしていた。そして彼女は繰り返し畳を叩き続けている。

「だいっきらいですうぅうぅぅぅぅぅっ!!」

　理由は明らか。ゆりかの冒ぼう険けんは、無残な結果に終わったのだった。










　最近のゲームとは違って、昔のゲームは厳しい作りになっているものが多い。だからほんの少しの判断ミスで、しばしば取り返しのつかない結末を生む。ゆりかがやっていたゲームも、そうしたもののうちの一つだった。

　ゆりかは地下迷宮の探検を始めて幾いくらもしないうちに、早々に探検隊を全ぜん滅めつさせてしまった。道に迷い、罠にはまり、敵に襲われ。絵に描かいたような遭そう難なん劇だった。

「うん、まあ………予想された結末ではあったな」

「さとみさぁんっ、分かってたなら意地悪しないで手伝って下さいよぉっ!!」

「そりゃあ、お前が自分でやるって意気込んでたから」

「変な時だけ信用しないで下さいっ!!」

　ゆりかは呑気で迂う闊かつで油断が多い。生まれつき平和的な性格ゆえに、こうしたゲームには向いていない。しかし最近ゆりかはだらしない生活を改めつつあったので、孝太郎はこうしたゲームも何とかなるかもと思っていた。しかしやはり、勉強と同じくいきなりで何とかなるようなものではなかった。

「分かった分かった、ティア」

「うむ」

　孝太郎に呼ばれ、ティアがずるずると這はい寄よってくる。かつてこのゲームで遊んでいたティアが、死体の回収には適任だった。また、死体を放置した張本人でもある。

「俺おれとティアで手伝ってやるから、もう一回がんばれ」

「任せるがよい」

「本当ですかぁ!?　出会った時から良い人達だと思ってましたぁっ!!」

　ゆりかは孝太郎とティアの手を取り、ぶんぶんと上下に振る。

　―――あっ………。

　しかし自分が孝太郎の手を握にぎり締めている事に気付くと、思わず動きが止まる。

「現金な奴やつめ………って、どうした？」

「なっ、なんでもないですぅっ！　すぐに始めましょう！」

　追つい及きゆうされては困るので、ゆりかは慌あわてて孝太郎の手を解放すると、代わりにゲーム機のコントローラーを握り締めた。










　ゆりかは孝太郎とティアをアドバイザーに、早苗を応おう援えん役にして、ゲームを再開した。しかし状じよう況きようは惨さん憺たんたるものだった。

「随分派手に死んだな」

「うむ。キャラクターの作成枠わくが限界に近い」

「孝太郎、限界になるとどうなるの？」

「限界になると、新しいキャラクターを作るには、前に作ったキャラクターを削さく除じよしなくちゃいけなくなるんだ」

「でもさ、前に作ったキャラクターは、ダンジョンで死んでるんだよね？」

「ああ。だからこれ以上死ぬと、死んでいるキャラを削除しなくちゃいけなくなる」

「それじゃ困るんですよぉ！　削除したくないから頑張ってるんですからぁ！」

「落ち着くがよい。まだ最後のチャンスは残されておる」

　無計画に冒険した挙げ句、多くの冒ぼう険けん者しやを葬ほうむったゆりか。彼女に残されたチャンスは一度きり。崖がけっぷちに追い込まれていた。

「とりあえず、最後のパーティを作るとしよう。コントローラーを貸すがよい」

「最後のって表現止めて下さいぃ！」

「大丈夫だから、落ち着けって」

「落ち着けませんよぉっ！」

　ゆりかからコントローラーを受け取ると、ティアは新しいキャラクターを作り始めた。キャラクターの作成にはコツがいる。そこから説明していると時間がかかり過ぎるので、ティアが代わりにやってやる必要があった。

「あっ、俺の名前を!?」

「ふふん、サトミ騎き士し団を結成するのじゃっ」

　ティアが嬉き々きとして作ったキャラクターは全部で五人。戦士のこーたろーとてぃあ、盗賊のるーす、僧侶のさなえ、魔法使いはゆりかＣ。ゆりかＣ以外は、何度もキャラクターを作り直した精鋭部隊だった。

「どうして私だけ手て抜ぬきなんですかぁっ!?」

「情熱が湧かなかった。なんでじゃろうな？」

「それを私に訊かないで下さいよぉっ!!」

　キャラクターを作り終わると、武器や防具を買い揃え、地下迷宮の入口へ向かう。この先はしばらくキャラクターを鍛きたえる時間だった。そこでティアはゆりかにコントローラーを返して、ちゃぶ台に戻ってきた。

「ゆりか、あまり急に奥おくまで行くでないぞ」

「分かってますぅ。それで何度も痛い目に遭いましたからぁ」

「ゆりか、地図を見てあげるから、リーダーであるあたしの言う通りに歩くのよ」

「お願いしますぅ」

　キャラクターがある程度強くなるまでは、やれる事は殆どない。それまではゆりかに任せて待っていなければならなかった。

「ご苦労様です、殿下」

「ありがとう、ルース」

　ルースがお茶の入った湯ゆ呑のみをティアの前に置いた。ルースはそのまま順番に、全員にお茶を配っていく。そして最後に彼女は、孝太郎の前にお茶を置いた。

「………どうぞ、おやかたさま」

「ありがとうございます」

　するとルースは空になったお盆を胸に抱いて、ゲームが映し出だされているテレビの画面を眺め始めた。ルースがゲームを気にしているのは珍しい事だった。

「ルースさんもあのゲームに興味があるんですか？」

「それが………さっき殿下が言っていた事が、気になっていまして」

「わらわが？」

「はい」

　ルースはティアに頷くと、孝太郎と向き合うように座り直した。そして大真ま面じ目めな顔で切り出した。

「実はおやかたさまに、一つお願いがあるのですが」

「お願い？　ええ、構いませんけれど」

　孝太郎にはルースのお願いを拒む理由はない。いつも世話になっている相手なのだ。

「それで、なんですか？」

「えっと………」

　するとルースは何な故ぜか口ごもった。いつも明瞭な受け答えをするルースなので、これは珍しい事だった。それにその頬ほおも赤い。ルースはそうやってしばらく逡巡した後、孝太郎の顔色を窺うように上うわ目め遣づかいの眼まな差ざしをしながら、お願いを口にした。

「………そのぅ、おやかたさまに、騎士団を設立なさっては、頂けないものかなぁと、思いまして………」

　ルースは基本的に、誰だれかにおねだりをするような性格ではない。だからそれ自体を、はしたないと思っていたし、しかもおねだりしたものは騎士団という突とつ飛ぴなもの。これは相手が孝太郎だからこそ飛び出した甘えなのだが、それが恥ずかしくないという事にはならない。ルースは穴があったら入りたい気分だった。

「騎士団って………さっきの？」

　孝太郎はテレビの画面を指さした。先程ティアがサトミ騎士団と称してキャラクターを作っていたので、自然とその事を思い浮うかべた。しかしルースは首を横に振ふった。

「そうではなく、現実の騎士団です」

「現実の？　どういう事ですか？」

「おやかたさまはティア殿下により直接任命された騎士でありますから、フォルトーゼにおける正騎士、簡単に言うと上級の貴族に当たります」

「貴族………里見君って、いつの間にかそんなに偉くなったんですね？」

　傍で話を聞いていた晴海が目を丸くする。晴海にとって孝太郎は孝太郎。いきなり貴族と言われても、あまり実感が湧かなかった。

「俺もそんなに偉くなったつもりはありませんよ―――ってごめん、ルースさん、続きを頼たのむよ」

「はい」

　ルースは小さく頷くと説明を続けた。

「おやかたさま、正騎士には領地の他ほかに、騎士団の所有が認められています。こちらの表現に直すと、サトミ家の私設軍隊という事になるでしょうか。わたくしは、それを設立して頂きたいのです」

「ぐっ、ぐんたい？」

　孝太郎は目を丸くする。

「このへやに、ぐんたいをおくって？」

　たった六畳の部屋に、既すでに十人の人間がいる。そこに軍隊を駐留させるのはどう考えても不可能だ。ミニチュアの兵士を並べるぐらいで精一杯だろう。ルースが言う言葉にしては余りに無む茶ちやな言葉だった。

「本気ですかっ!?」

「そういうことではなくてっ、ただ騎士団という組織を作って頂きたいのですっ！　騎士団には必ずしも兵力は必要ありません！　平和主義ゆえに、ごく少数の兵力しか持たない家の例もあるんです！」

　ルースは顔を真っ赤にしたまま、慌てて首を横に振る。彼女が欲ほつしていたのは、孝太郎が所有する騎士団という組織構造。兵力を入れる事など最初から考えていなかった。

「そっ、そして………わたくしをその一翼に加えて頂けたらと………」

　ルース自身も正騎士なので、自身の騎士団を所有できる。

　だが孝太郎はアライアが定めた最上位の指揮権を持つので、ルースを騎士団員として迎むかえる事が出来る。

　つまりルースは、孝太郎の騎士団員という肩書きが―――たとえそれが公表できないものだとしても―――欲ほしかったのだ。また青騎士が初めて設立した騎士団という、大きな歴史的な意味もある。騎士として生まれたからには、そしてフォルトーゼの乙女おとめとしては、里見家の騎士団に所属するのは大きな夢なのだった。

「ホゥ………面おも白しろい事を考えたな、ルース」

　そこで、これまで黙だまって聞いていたティアの目がきらりと光る。

「じゃが、ずるいぞそなただけ！」

　しかしティアは僅わずかに頬を膨ふくらませていた。彼女は皇女なので、騎士団には所属できない。彼女はそれが不満だった。

「殿下は騎士団を動かす側です。出来れば代わって頂きたいくらいです」

「………それもそうか。よし、わらわは賛成じゃっ！　………じゃが、代わらんぞ？」

「はい、殿下。おやかたさまと共に、ずっとお仕え致いたします」

「うむ。そういう事じゃから、コータロー、さっさと騎士団の設立を宣言するがよい。わらわが今すぐ承認してやる」

「こら待て！　勝手に話を進めるな！」

「何が不満なのじゃ？」

「不満以前の問題だ！　状況が分からん！」

「ルースはそなたの騎士団に入りたいと言っているのじゃ。そなたも騎士なら、意味は分かろう？」

「そりゃあ、分かるけどさ………」

　騎士にとって、騎士団選びは一生の問題だった。嫁入りにも匹敵する重大な決断を孕んでいる。それは孝太郎にもよく分かっていた。

「それとも、責任を持つのが怖こわいのか？」

「………」

　実のところ、孝太郎が危惧していたのはそこだった。孝太郎の騎士団に入るという事は、ルースの一生に責任を持たなければならない。それは簡単な事ではない。それこそルースを嫁に貰うに等しい行こう為いなのだ。

「心配ない。これまでと何も変わらぬ。そなたはわらわと約束したであろう？　皆の幸せを見届けてから死ぬと………」

「そうかもしれないな………」

　孝太郎は以前、ティアと約束した。少女達の幸せを見届けると。そしてその約束がなくても、少女達の幸せを見届けたいと思うようになっていた。だとしたら、騎士団員がルースであれば、状況は少しも変わらない。確かにティアの言う通りだった。

「それに………おやかたさまは以前、わたくしの言う事を一つだけ、何でも聞いて下さると仰いました。ですから、これをお願いしたいのです。どうか、お願いします」

「そんな事もありましたね」

　また、前回の戦いの時に、ルースとも約束した。生きて帰れば、何でも一つだけ願いを叶えると。それを破る訳にはいかなかった。たとえそれが、騎士団の設立という風変わりな願いであっても。

　そして孝太郎の背中を押す、もう一つの理由があった。

　―――もしかしたらこれで………あの問題が解決できるかもしれない………。

　それは今、楽しそうにカブトムシ捕りの為の金勘定をしている真希の事だった。もしかしたら騎士団という組織は、真希の精神的な拠より所どころに成り得るのではないか―――孝太郎はそんな風に思ったのだ。

「どうじゃ、コータロー」

「ちょっと待ってくれ、ティア。………藍華さん」

「んっ？　どうしたの里見君？」

　真希は計算の手を休め、手にしているペンをくるくると回しながら孝太郎の方を見る。機嫌がよく、どこか楽しげな真希の顔。そこには先程のような暗い印象はなかった。

　―――この笑え顔がおが、彼かの女じよに目的があるからだとしたら………。

　孝太郎はそこで決断した。

「藍華さんは金に汚いだろう？」

「女の子に向かって、いきなり何を言うんですか。………まあ確かに、多少お金には厳しいですけれど」

「そんな藍華さんに相談なんだが」

「なんですか？」

「どうやら俺は自分の騎士団を作る事になりそうなんだが、良かったらそこで働いてくれないか？」

「はたらく？　どういう事ですか？」

　真希は不思議そうに瞬きを繰くり返かえす。

「騎士団なんで、一応従騎士として就職という事なんだが、主な仕事は会計係だな」

「会計係？」

「一応は宮仕えだから、資金の出入りはちゃんとしたいんだ。でも俺は、そういうのは苦手だからさ」

「おやかたさま、資金管理なら―――むぐぅっ!?」

　資金管理ならわたくしがやりますが。

　ルースはそう言おうとした。そして、その仕事には自信があった。だが孝太郎はそれを最後まで言わせなかった。孝太郎はルースを強ごう引いんに捕つかまえて引き寄せると、両りよう腕うでで身体を拘こう束そくしながら、口を塞ふさいでしまう。そんな孝太郎の突とつ然ぜんの行動に驚おどろき、ルースは身を竦ませた。同時に近過ぎる距きよ離りに慌て始める。

　―――おっ、おやかたさまは、いったい何をっ!?

　孝太郎の力は強く、ルースが暴れたぐらいではびくともしない。仕方なくルースは抵抗を諦め、成り行きを見守る事にした。そして同時に、乙女な想像を膨らませていく。

「地味な仕事だし、嫌なら断ってくれてもいい。………それでどうだろう？」

「やります！」

　真希は笑顔で即答した。同時にその両目から、大おお粒つぶの涙が零れ落ちていく。

「そうか。じゃあ決まりだ」

「はいっ！」

　真希はぽろぽろと涙を零しながら、酷く嬉しそうに頷うなずく。まるで遭難した人が、助け上げられたかのように。この時の孝太郎と真希のやり取りの意味を正確に理解していたのは静香ぐらいだろう。ルースもまた状況を理解できず、孝太郎の行動と真希の涙の意味に首を傾かしげる。すると孝太郎はルースを解放し、耳元で事情を囁いた。

「………仕事を奪って済みません。でも今の藍華さんには目的が必要なんです………」

「えっ………」







[image: ]







　その瞬間、ルースの瞳ひとみからも涙が溢あふれた。

　―――おやかたさま………あなたは………。

　ルースの期待したような答えではなかったが、別の意味においては期待以上の答えだった。孝太郎はルースとティアの求めに応じ、騎士団を作るつもりになっていた。そしてそこに加わる者の人生に、責任を持とうとしている。ルースは形だけでいいから、孝太郎の騎士団に所属したかった。彼女が期待したのはそこまで。しかし孝太郎はその期待を超えて、大きな決断を下した。だからルースは、既に解放されたというのに、そのまましばらく身動きが取れなかった。










　ゆりかが修業を積ませていたキャラクター達がそれなりの強さまで成長した頃ころ。六畳間はゲームとは全く関係ない話題で盛り上がっていた。

「わっ、わっ、いいなぁ、真希ぃっ、魔女っ子騎士だ！」

「騎士とは名ばかりの、会計係ですけど」

「孝太郎！　あたしも騎士団に入る！　雑用係で！」

「まだ駄だ目めだ。お前までティアの味方になっちゃまずいんだよ。もうしばらくこの部屋の乗っ取りを狙ってくれ」

「ぶぅ、いいじゃん、味方になってからの下剋上でもっ」

「東ひがし本ほん願がんさん、もう少しして皆さんの問題が落ち着いたら、その時に騎士団に入れて貰いましょう」

「晴海も入る？　役職は何をやりたい？」

「ええと………里見君の秘書かな？」

「よし、あたし・真希・晴海でちょうど三人。魔女っ子騎士チーム旗揚げだ！」

「ゆりかは入れてあげないんですか？」

「ちっちっち。真希、魔法少女のチームはね、昔から二人組、三人組、五人組って決まってるの」

「そうだったの………魔ま法ほう使つかいだけど、それは知らなかったわ………」

「キリハさんなんかは、普ふ通つうに軍師とかで入れて貰えそうだよね」

「そういう汝も、その格かく闘とう技ぎの技があれば、普通に騎士で入れるだろう」

「殿下、どうやら入団希望者は多いようですよ」

「大いに結構！　わらわも鼻が高い！」

「ベルトリオン、科学顧問は当然わたくしですわよね？」

　ゲームの進行状況を報告すべく、コントローラーを置いて振り返ったゆりかだったが、その状況に戸と惑まどった。

　―――えーとぉ、いろんな意味でぇ、忘れられてませんかねぇ？

　ゆりかはうるうると瞳を潤ませる。ゲームの中の死体が怖くて落ち着けないのは問題だったが、孝太郎達たちに忘れられてしまうのはもっと大きな問題だった。

「おっ、ゆりか、レベル上げ終わったか？」

「どんな感じじゃ？」

　しかしそれはゆりかの杞憂だった。孝太郎とティアはゆりかの様子に気付くと、すぐにテレビの前に戻ってくる。するとゆりかは再び戸惑う。

　―――やっぱり、なんだかぁ………前とは違うなぁ………。

　ゆりかはぼんやりとそんな事を思いながら、やってきた孝太郎とティアを見上げる。そして孝太郎が隣となりに座すわって顔が近付いた時、先日ゆりかが孝太郎を抱き締めた時の事が脳のう裏りに蘇る。今のように座っている孝太郎を、背後から抱き締めた時。ゆりかは感じたのだ。自分と孝太郎は、互いを必要としていると。するとゆりかの胸は高鳴り、急に恥ずかしくなってくる。

「とっ、とりあえず言われたところまではレベルが上がりましたっ！」

　ゆりかは両手でごしごしと涙を拭ぬぐう。勘かん違ちがいで浮かべた涙は見せられなかったし、その動作で赤くなった頬を隠かくしたかった。

「うむ、無事にレベル八になっておる。これなら進められそうじゃ」

「いいぞゆりか、これからが本番だ」

「は、はいっ」

　幸い、二人はその事には気付かなかった。ゆりかはホッとしながら、大きく頷いた。










　ゲーム内で死んでいるゆりかの死体は全部で三つ。そのうちの一つ、『ゆりか』の死体がある場所は、ティアが覚えていた。

「この先じゃ」

「確かか？」

「うむ。あの時は回復アイテムが不足していてのう。魔法使いの『ゆりか』は魔ま力りよくが尽つきておったから、他のキャラクターを優先した。それで死んでしもうたのじゃ」

「ティアちゃぁんっ!!」

「じゃから回復アイテムを大量に持った別のキャラクターをここに向かわせて―――」

「死んだ『ゆりか』と入れ替えた、と」

「そういう事じゃ」

「ちょっとおぉおぉぉぉぉっ!!」

「すっ、すまぬ！　しかし『ゆりか』の尊い犠牲があったればこそ、中ボスを撃破できたのじゃ！　喜ぶがよい！」

「死んだままじゃ喜べませんようっ！」

「分かった分かった、わらわが悪かったから、先へ進むのじゃ。なっ？」

「うぅっ、なんだか釈然としないものがっ」

　ティアは自分で書いた迷めい宮きゆうの地図を頼たよりに、ゆりかに道案内をしていた。ゲームの迷宮はワイヤーフレームで描かれたシンプルなものなので、何処も同じ風景。ティアの道案内がなければ、捜索は難航しただろう。

「確かここの筈じゃ」

「ほんとですかぁ!?」

　ゆりかの操るキャラクター達たちは、無事にティアの指定する地点へと辿たどり着ついた。するとゆりかは早速コントローラーを操作して、キャラクター達に周囲の探索を命じる。

〝ゆりか　の　したい　を　はっけん　しました！〟

「ありましたぁ！」

　ゆりかは画面を指さして表情を輝かがやかせる。ゆりかは『ゆりか』の死体を発見し、大喜びだった。

「………孝太郎、なんだかシュールな光景だよね？」

「………しっ、ゆりかに聞こえるだろ」

　多少周囲との温度差はあったが、ゆりかは最初の目的を達した事で、士気が上がっていた。

「よぉしっ、あと二人ですぅ！　次はどこですかぁっ？」

「その前に『ゆりか』の持ち物を確かく認にんじゃ。何か使える物を持っているかもしれん」

「分かりましたぁ………あれ？　何も持っていませんよ？」

「………ほったらかしにしていた間に、魔物に食い散らかされたようじゃな………」

「えええぇええぇぇぇぇっ!?」

　ゆりかは心の中に『ゆりか』の状態を思い描き、顔が真っ青になる。おかげで死体を見付けた時の喜びは、どこかへ行ってしまっていた。

「泣いておらんで、次へ行くぞゆりか！　『ゆりかＡ』と『ゆりかＢ』が気掛かりじゃっ！」

「うぐっ、うぐぅっ、きっと二人とも、ぐすっ、食い散らかされてるんだぁ………」

　ゆりかは泣きながらゲームを再開する。

　だが、彼女の受難はまだ始まったばかりだった。










　ティアは一人目の『ゆりか』の事は、大きな戦いの直前であったおかげで記き憶おくに残っていたのだが、『ゆりかＡ』についての記憶は乏しかった。通常の探索中に起こった出来事なので、他の記憶に埋もれてしまっていたのだ。

「うーむ、この辺りの筈はずなんじゃがのう………？」

　ティアは地図を見ながら首を傾げる。地図に残された走り書きから『ゆりかＡ』の近くまでやってきている事は確かなのだが、その正確な位置が分からなかった。

「捜索の魔ま法ほうはどうだった？」

「まだ範はん囲い外じゃった。この辺りで何度か試してみる必要がありそうじゃ」

「手間がかかりそうだな。覚悟を決めろ、ゆりか」

「う、うぅううぅぅぅ、分かりましたぁ………」

　普ふ段だんなら泣き言を言うような状況だが『ゆりかＡ』と『ゆりかＢ』の事が気掛かりで、ゆりかは退くに退けない状況に追い込まれていた。だがここで、そんなゆりかに救いの手が差し伸べられる。

「ベルトリオン、一つよろしいかしら？」

　その手の持ち主は意外にもクランだった。クランは読んでいた本を閉じると、床ゆかとして使っている壁かべにごろりと身体を横たえ、孝太郎達を見下ろした。

「なんだ？」

「わたくしがゲームのデータを解析して場所を割り出すのはやり過ぎだとしても、サナエがゲームを霊視するぐらいは、させても宜しいんじゃありません？」

「なるほど。それはまだ早苗の才能の範疇だもんな」

　ゆりかがゲームに挑いどむにあたり、自然と他の道具を使うようなズルは無しにしようという雰ふん囲い気きになっていた。だからコンピューターでデータを読み出して解析したりという手法は除外された。しかし早苗の霊れい力りよくは、視力や聴力、思考力などと同じく、彼女自身の能力だ。孝太郎の感覚では、ぎりぎりセーフのような気がしていた。

「早苗、できるか？」

「前にこっちのゲームでやってみた事があるんだけどさ」

　早苗はテレビの脇に積まれていたゲームソフトの中から、連続殺人を扱った推理サスペンスのソフトを引っ張り出し、孝太郎に見せた。

「犯人のヤスダじゃなくて、数字とおじさん達しか見えなかったよ」

　早苗は孝太郎と一いつ緒しよにこのゲームで遊んでいたのだが、犯人が気になってズルをしようとした。しかし霊視では犯人は見えず、結局孝太郎と二人で謎解きを最後までしなければならなかった。

「どういうことだ？　ゲームには霊視が利かないって事か？」

「多分こういう事だろう」

　首を傾げる孝太郎に、キリハが自身の推理を伝えた。

「人間はゲームをしている時にはテレビからの情報に集中する。従って霊れい的てきな痕こん跡せきはゲームソフトではなくテレビに集中する。だからソフト自体には製造関係者の感情しかこもらなかったのだろう」

「じゃあ、テレビを霊視すれば良いって事か？」

「それも違う。テレビを霊視しても、他の霊的な情報が多過ぎて、問題のゲームの情報を見付けるだけでも大きな苦労をさせられるだろう」

　この部屋のテレビで遊ばれたゲームソフトは一つではない。また、多くのテレビ番組を視聴している。その膨ぼう大だいな霊的情報の中から、ゆりかがやっているゲームの情報を見付け出し、そこから更さらに『ゆりかＡ』や『ゆりかＢ』が死んだ時の情報を見付け出すのは、不可能に近い。

「手て詰づまりか………いい方法だと思ったんだが………」

「そうとも限らない。霊視すべきものは他にある」

　孝太郎は肩かたを落としたが、対するキリハは自信満々だった。










　霊視を始めると、早苗はすぐに大きな笑顔を作った。

「あっ、これなら分かる！　多分この辺！」

　そして地図の一点を指さす。自信があるようで、その笑顔は輝いていた。

「確かか？」

「うん。孝太郎への愚痴がいっぱい見えるんだけど、その中に微かに冒険に失敗してガッカリしてるティアが見えるの」

「よく分かった。そなたの霊視は正しい」

「でもさ、ティア」

「ん？」

「キスしたいならすればいいのに」

「わあああぁあぁぁぁっ!!　要いらん事まで霊視せんでいいっ!!」

　早苗が霊視したのは、ティアの手描きの地図だった。

　地図を描いた時の感情を読み取れば、そこで起こった出来事が読み取れる。その結果、ティアの感情には余計なものが多く含ふくまれていたものの、冒険を失敗した場所を見付け出す事が出来た。

「ゆりか、その角を曲がって、突き当たりを右だ」

「はいはいぃ～」

　孝太郎の指示に従い、ゆりかは目的地へ向かう。程ほどなくゆりかは『ゆりかＡ』の死体を発見し、第二の目的を達したのだった。










　無事に『ゆりかＡ』の死体を発見したゆりかだったが、再びその表情は真っ青になっていた。『ゆりかＡ』の死体が、奇き妙みような場所で見付かったからだった。

「………さ、さっきのほうが、マシだった………」

　死んだ場所は地下水が溜まって出来た地底湖の傍そば。しかし時間の経過と共に魔物に水の中に引き込まれたようで、『ゆりかＡ』の死体は水の底から発見された。なお悪い事に、この湖の水は腐り、毒性の強い空気を周囲にまき散らしている。そんなものに長期にわたって浸かっていた死体がいったいどうなるのか。それを想像した多くの少女達が、自分でなくてよかったと胸を撫なで下おろしていた。

「さ、さあ、ユリカ、気を取り直して最後の死体を捜そうぞ！」

　これには流石のティアにもかけられる言葉がなく、早々に次の場所へ向かってお茶を濁そうとしていた。

「………あのー、ティアちゃん、あのぅ、あのね………？」

　ゆりかは滝のように涙なみだを流しつつ、ゾンビのようにティアに迫せまる。

「すっ、すまぬユリカっ、まさか水没しているとは思わなんだ!!　わらわが悪かった、悪かったから!!」

　その異様な迫力に負けて、ティアは懸けん命めいに詫わびる。

「ゲームじゃユリカ！　これはゲームじゃ！　落ち着くのじゃ！」

「………そりゃあ、ティアちゃんにとっては、たかがゲーム、でしょうけどね………」

　なおも迫るゆりかだったが、気力が途と中ちゆうで尽き、その手がティアにかかる前に動きが止まった。だがそれでも、涙は流れ続けた。

「つ、次じゃ！　サナエ、次を霊視してくれぬか！」

　九死に一生を得たティアは、一刻も早く悲劇の現場から離はなれるべく、自らコントローラーを握にぎった。そしておぼろげに記憶がある、次の現場を目指す。

「んー、それなんだけどさ………なーんかおかしいんだよね………」

　するとナビゲーション担当の早苗が、不思議そうに首を傾げる。

「お、おかしい？　どういう事じゃ？」

　次もトラブルがあっては困るので、ティアは早苗の言葉に動どう揺ようした。

「それがね、ゆりかの死んだ場所がよく分からないの。ねえ、ティア、本当にこの場所であってるの？」

「その地図には何階と書いてあるかの？」

「地下八階」

「爆ばく弾だんのマークが沢たく山さん描かいてあるか？」

「あるよ。フロア中、殆ほとんど爆弾マーク」

「間違いない。場所は合っておる」

　ティアの記憶では、残された『ゆりかＢ』はこの階で死んでいる筈だった。しかし早苗はなおも首を傾げる。

「でもさ、おかしいんだよ。ゆりかの居場所がね、なんというか、霧みたいに全体に広がっているの」

「キリハ、どういう事じゃろう？」

「ふむ。それはゆりかに―――というより、キャラクターにあまり集中せずに、この階を探索したのではないか？　だから明確なイメージが地図に焼き付かず、ぼんやりと全体に広がった。汝なんじはこの階で何をやったのだ？」

「ええとあれは確か―――はっ!?」

　ティアの顔が再び真っ青になる。どうして地図を描いた自分にはキャラクターに対する明確なイメージがなかったのか、その理由に心当たりがあったのだ。

「さ、さあな。よく覚えておらぬ。あの頃は忙いそがしかったのかもしれぬ」

　しかしティアはそれを口にせず、事実を闇に葬ろうとする。かつての悪行を封印し、立場の悪化を防がなければならなかった。しかし六ろく畳じよう間まには、ティアの立場を気にしない人間がいた。

「あたし知ってる。『ゆりかＢ』が死んだ時はね、ティアは鼻歌交じりに適当に動かしてた。あれは確か『ゆりかＢ』一人だったと思う。それで爆弾にはまって、ボカーンってなったの」

「あっ、コラッ!?」

「そ、それって、ま、まさか………」

　地下八階は地雷原。そこをゲームが得意なティアが、『ゆりかＢ』を一人きりで、適当に歩かせていた意味。ゲームが苦手なゆりかでも、その答えはすぐに思い付いた。

「わ、わたしを………『ゆりかＢ』を、地雷原に突っ込ませて、爆弾がどこにあるかを調べたんですかぁっ!?」

「ちっ、ちがうっ！　そんな事はないっ！」

　ティアは慌あわてて否定する。そんなティアにゆりかは更に詰つめ寄った。

「じゃあ、どうしてなんですかぁっ!?　なんでわたし一人でこんな危ない場所をお散歩させたんですかぁっ!?」

「そ、それは………」

　ティアは答えられない。真実は、ゆりかが指し摘てきした通りだったから。

　ティアは地下八階を探索するにあたり、地雷原の突とつ破ぱという難題にぶつかった。そこでティアは多くのキャラクターを作り、地雷原に突入させた。『ゆりかＢ』はそのうちの一人だった。彼かれらは死んでは生き返らされ、何度も繰り返し地雷原に突入し続けた。そのおかげで地雷の位置は全すべて特定され、地図は完成した。

　そんな状じよう況きようであったから、キャラクター一人一人に対する意識は薄かった。また、何度も繰り返し死んでいるので、死に対する印象も弱い。そしてそれは地下八階全域で繰り返された。だから『ゆりかＢ』の死に場所が全体に拡散して、早苗には霧のように感じられていたのだった。

「それは………」

「ティーアーちゃーんっ!!」

　この日、ゆりかは初めて、ティアとの格闘戦に勝利した。

　しかし勝利した筈のゆりかは、まるで惨ざん敗ぱいした敗者のように、号ごう泣きゆうしたのだった。










　ティアはしきりに頭を撫でながら地下迷宮の探索を続けていた。実はティアの頭には大きなこぶが出来ている。不名誉な傷だが、過去の自分が蒔いた種だったので、甘んじて受け入れる他はなかった。もちろん迷宮探索の続きも、ティアが買って出ていた。

「まったく………ティアちゃんってば、ちっとも人の気持ちを考えないでっ」

「昔のわらわは馬ば鹿かだったのじゃ。許しておくれ」

「もぉ………今度だけですからねぇ？」

「う、うむ。すまぬ」

　ゆりかはまだ怒おこっていた。しかしティアがこのゲームで遊んでいたのは、ちょうど一年ほど前の事。ティアはその頃と比べると、別人かというくらいに成長していた。だからゆりかはぎりぎりのところでティアを許した。ゆりかは今のティアを責め続けても何も良い事はないと、知っているのだった。

「それはともかく、どんな様子だ？」

　話が途切れたのを見計らい、孝太郎が助け舟を出だす。するとティアはホッとした様子で孝太郎に答えた。

「芳しくないな。調査範囲が広過ぎてのう。ちょっと調べては戻るの繰り返しじゃ」

「そうか………そいつは参ったな………」

　早苗の霊視が利かない以上、少しずつ調べていくしかない。問題の解決には時間が必要だった。

「ねえ、里見君」

「なんですか、先せん輩ぱい」

「ちょっと考えたんだけどね？」

　ここで晴海が話に加わる。晴海はゲームが苦手なので、これまでは黙っていたのだが、手詰まりの様子を感じ取り、思い切って話に加わった。手詰まりの今なら、ゲームが得意ではない晴海の意見も聞いている余よ裕ゆうがあるだろうから。

「この場所の地図は出来上がっているんですよね？」

「ええ………そうだよな、ティア」

「うむ。完成しているが………それがどうかしたのかの？」

　孝太郎とティアはすぐ話に乗ってくる。晴海は思った通り、孝太郎達は藁をも掴つかむような気分だった。

「えっとね、地図を作る為ために虹野さん達を地雷原に突っ込ませていたなら―――」

「うっうっうっ」

「―――完成するまでは虹野さん達は生きていた訳ですよね？」

「そうじゃ。何度も生き返らせて繰り返し使った」

「うっうっうっ」

「だったら地図の中で、一番最後に描いたあたりにいるんじゃないかしら、虹野さん達。そして地図が完成したから、生き返らせずに放置された」

「うっうっうっ」

「なるほど！　ティア！」

「うむっ、すぐに向かう！　なんとなく、そうしたような気がしてきた！」

　ティアは地下八階の入り口から出口へ向かう経路を中心に死体を捜していた。だが実は九階への出口が発見されたのは、八階探索の中盤での事。終盤では、未踏領域を埋めようと、別の場所を探索していたのだ。

　ティアは晴海の指摘を受けて、その場所へ向かう。ティアの感覚的にも、晴海の言葉は間違っていないような気がしていた。

「賢いっ！　流石晴海！　大和やまと撫なでし子こ！」

「そんな大おお袈げ裟さなものじゃ………」

　早苗に褒ほめられ、晴海は頬ほおを赤らめる。大袈裟に褒められるのは照れ臭くさかったが、孝太郎達の役に立てた事は嬉しかった。

「コータロー、捜索の魔法に反応あり！　晴海の読み通りじゃ！　『ゆりかＢ』はこの先におる！」

「よしっ！」

「………ようやく最後の一人………爆ばく死しだけど………」

　ティアの報告に、孝太郎は喜び、ゆりかは涙をにじませる。

　たかがゲームではあるのだが、自分の名前の付いたキャラクターに対する思い入れは深い。最後の一人の回収を目の前にして、ゆりかは様々な思いや苦労が脳裏をよぎる。その瞳に涙が浮うかぶのは、自然な成り行きだった。

　後ほんの数歩で目的地。そんな時、画面が突然切り替わった。地下八階を徘徊する魔物と遭そう遇ぐうしたのだ。

「早く倒せよ」

「分かっておる。どうせ雑魚じゃろう―――って、あれぇっ？」

　しかし表示されていたのは、これまでティアが見た事のない魔物の姿だった。ゾンビに似た姿だが、より大きく力強い。そして鳴っている音楽も普通ではない。迷宮の支配者との決戦で聞いたのと同じ曲だった。

「コータロー、こっ、これはまさかっ!?」

「おおおっ!?　出たっ、レアモンスター!!　このタイミングで出るかっ!!」

　それはティアがずっと探し求めていた希少な魔物。この魔物はゲームの制作者が学生時代に大だい嫌きらいだった人物を模した怪かい物ぶつで、倒せば記念品のメダルが手に入る。このメダルを持っているかどうかが、当時の子供達の最大の関心事だった。

　そしてこの魔物の登場は、ある一つの事実を示している。

「すまぬっ、ゆりかっ、ゆるせっ！　わらわの運が悪かった！」

「なっ、なんですかぁ、いきなりぃ………」

「ゆりか、落ち着いて聞くんだ。このモンスターからは逃げられない」

「じゃあ、早くやっつけましょうよぉ、里見さぁん」

「だがこのモンスターは強い。それも桁違いに。ラスボスよりも強いんだ」

「………と、いうことは？」

「『ゆりかＣ』は、ここで死ぬ」

「いやあああぁあああぁあああぁぁあぁぁぁぁぁぁっ!!」

　こうして一つの冒ぼう険けんは終わり、地下迷宮にはまた一つ、ゆりかの死体が増えたのだった。







Episode3　フォルトーゼの休日







　二千年前のフォルトーゼから現代の地球へ戻るにあたり、孝こう太た郎ろうとクランは一つの大きな問題を抱かかえていた。それはクランの宇宙船『揺り籠』が故障し、宇宙を飛べなくなってしまっている事だった。

　問題の故障個所は、ほんの小さな部品だった。その部品さえ手に入れば、修理は五分とかからずに終わる。だがその部品は二千年前の世界では手に入らない代しろ物もの。だから孝太郎達はそれが生産されるのをじっと待たなければならなかった。

　二千年の経過を待つのに必要なものは二つ。それは時間を止める技術と、二千年間誰だれもやってこない土地だ。前者は『揺り籠』に備わっていて、後者はクランに心当たりがあった。

　その場所は、ベルトリオン特別領。孝太郎とクランは、後に白銀の姫ひめアライアが不可侵領域と定めるその場所に『揺り籠』を隠した。そして船内の時間を凍結して、二千年の時が流れるのを待ったのだった。

「終わりましたわ」

「本当か？　特に何かが起こったようには思えないが………」

「そう感じて当たり前ですわ。船内の時間を止めたのですから」

　この時、孝太郎には二千年の時が流れた感覚はなかった。クランが『揺り籠』の操縦席で忙しくパネルを操作していたのを見ただけで、孝太郎が思っていたようなそれらしい出来事は起こらなかったのだ。

「もっと光ったり揺れたりするもんだと思ってた」

「それは起こっていたと思いますわよ。ただ、わたくし達は時間が止まっていたから、その事を知覚出来なかったのですわ」

「じゃあ、今はもう二十年前の世界って事か？」

「そうですわ。外へ出てみると分かりますわよ」

　クランの宇宙船『揺り籠』は、空間歪わい曲きよく航法の仕組みを利用して、船内と船外の時間の進み方をずらした。これにより船内でのほんの一呼吸程の時間が、船外では二千年という時間になった。孝太郎が期待したような光や揺れは、最初の頃に何秒間か続いていたものの、船内の時間に換算すると人間が知覚できるような長さにはならない。孝太郎の感じ方は正しかった。

「ただ、正確にはぴったり二十年前ではありませんけれど」

　クランは忙しくパネルを操作して時間移動の事後処理をしながら、孝太郎に説明を続ける。『揺り籠』の状態の確認など、彼かの女じよにはやるべき事が多かった。

「どういう事だ？」

「ぴったり二十年前だと、アライアさんの即位二千周年の記念式典に絡んで人が来てしまうかもしれないでしょう？　少し式典よりも早めにしておきましたわ」

「そういう事か」

　ベルトリオン特別領は、アライアの命により人為的な環境の変更を禁じられている不可侵領域なのだが、それは絶対に人が来ないという意味ではない。特別領の管理を任されているパルドムシーハ家の人間は巡回に来るし、歴史番組の取材などで環境を荒らさない範囲での撮影が行われる事もある。

　特に二十年前のフォルトーゼは、アライアの皇帝即位から二千年の節目の年に当たるので、どうしてもそうした人間の数は増える。だからクランは時間を調節して、なるべく誰かと鉢合わせしないようにしたのだった。

「それじゃ、俺おれはちょっと外の様子を見てくる。お前はそのままやっててくれ」

「頼みますわ」

　孝太郎はクランを残してコックピットを出ていく。クランには時間移動の事後処理という仕事があるので、孝太郎は周囲の安全確認を買って出たのだ。

『ただし、あまり遠くまで行かないで下さいまし』

　孝太郎がコックピットから居住区画に入ると、近くにクランの立体映像が現れる。クランの立体映像は、孝太郎に合わせて一緒に移動していく。

「分かってるって。お前、結構寂しがり屋だもんな」

『そういう意味じゃありませんわっ!!』

「心配するな。この俺が、愛してやまないクラリオーサ殿でん下かを置き去りにして、どこかへ行く訳ないだろ」

『………このっ………本当に、いつか殺しますわ………』

　クランの立体映像は、船外へ出る孝太郎をフォローする為のものだった。孝太郎が『揺り籠』から離れない限り、立体映像を介してコックピットのクランと話が出来るし、船内の装備を使って支援する事も出来る。クランがあまり遠くへ行くなと言ったのは、それが理由なのだ。

　しかし孝太郎はわざと意味を取り違えて、クランをからかった。彼女にはそれが腹立たしい。しかもクランがほんの少しだけ寂さびしいなと思ったところだったので、特にそうだった。おかげでクランの声と眼まな差ざしは、いつもより攻こう撃げき的てきだった。

『現代に戻ったら酷いですわよ。ボッコボコの、ぎったんぎったんにして差し上げますわっ！』

「いい機会だ。その時にフォルトーゼのスポーツやなんかを教えてくれよ」

『んもうっ、あなたのそういうところ、嫌いですわっ！』

　孝太郎はクランの怒声を聞きながら居住区画を抜ぬけ、足取りも軽くエアロック―――外への通用口―――へ向かう。すると孝太郎の目の前で次々とドアやハッチが開いていく。クランが手を回しているのだ。

「お前と戦うなんて、今いま更さらだろ」

『だったら挑発的な言動はおよしになって下さいまし！』

　クランの恨うらみがましい声と共に、孝太郎の目の前で最後のハッチが開く。すると『揺り籠』の外から暖かな空気が吹き込んでくる。

　―――ああ、確かに二千年経たったんだな………。

　アライア達と別れたのは冬。空気は冷たかった。その温度が変わっていた事で、孝太郎は時間の経過を実感した。

「ああ、俺が悪かった」

『まったく………それはそうと、二千年前のようなトラブルはごめんですわよ？　この時代では慎しん重ちように行動して下さいまし』

「そのつもりだったんだが………一つ、詫びたい事がある」

『なんですの？』

「もう、手遅れだ」

　ハッチを抜けた先、『揺り籠』の外。そこで一人の少女が尻しり餅もちをついていた。彼女は驚きよう愕がくで両目を見開き、呆ぼう然ぜんとした様子で孝太郎を見上げていた。

　―――ティア………？

　対する孝太郎も驚おどろいていた。少女がいきなり現れた事も驚きだったが、孝太郎を一番驚かせたのはその容姿だった。彼女は孝太郎の記憶の中にある少女とよく似ていた。しかし身体が一回り大きく、顔は大人び、髪はずっと長い。時代も違うから、別人なのは明らかだった。それでも驚かずにいられない程、その姿は孝太郎の記憶の中の少女とそっくりだった。










　少女がこの場所にいたのは、彼女が考古学者だからだった。

　彼女の研究テーマは、フォルトーゼの伝説的な英えい雄ゆう、青あお騎き士しについて。謎の多い青騎士の生しよう涯がいを解明するのが彼女の目的だった。

　青騎士の研究は、白銀の姫として名高いアライアが書き残した手記を軸にして行われる事が多い。とはいえアライアの手記にも全てが書かれている訳ではない。別の資料でその欠落部分を埋うめてやる必要があった。

　だがどれだけ資料を集めても、どうしても埋まらない大きな欠落部分が二つあった。

　青騎士はどこから来たのか。

　そして、どこへ消えたのか。

　青騎士の登場とその生き様は、目を見張るほど鮮やか。二千年経ってなお、その足跡はフォルトーゼの歴史と、国民の心に深く刻み込まれている。しかしその前と後で、青騎士の足跡はぱったりと途絶えてしまう。彼がどこからやってきて、どこへ去ったのか、その事に関する情報は驚くほど少ない。

　その為、考古学では多くの仮説が立てられた。出身に関しては、僻地出身者説、貴族隠かくし子説。その後に関しては、僻地帰還説、戦傷死説、暗殺説。そのバリエーションは非常に豊富だった。

　しかしどの仮説にもはっきりとした根こん拠きよや証拠がある訳ではない。一番信憑性が高いとされている仮説ですら、複数の資料から裏付けが取れた訳ではなかった。

　アライアの手記にその部分の記述があれば良かったのだが、あいにくどちらも書かれていない。まるでアライアが意図的に隠したかのようだ―――考古学者の少女は、そんな風に感じていた。

　そしてもし本当に、アライアが意図的に青騎士の出自とその後を隠したのだとしたら。アライアが不可侵領域と定めたベルトリオン特別領にこそ、その秘密が隠されているのではないか。考古学者の少女はそう考え、ベルトリオン特別領の調査を行いたいとの申請を出した。

　普ふ通つうならこの申請は通らない。ベルトリオン特別領は、アライアが青騎士の領地と定めた場所。同じくアライアが定めた青騎士の特権によって守られているので、皇族でも勝手な事は出来ないのだ。

　だが少女には勝算があった。

　フォルトーゼはもうすぐ、アライアの即位二千年という節目の年を迎むかえる。この記念すべき年には、多くの白銀の姫や青騎士に関するイベントが企画されている。新しい発見があればそこに花を添える事が出来るだろう。

　また、国民も大変な盛り上がりを見せていて、町を歩けば白と青の飾りで埋め尽くされている。映画も多数公開されていて、その中には考古学者の少女の研究成果も多く盛り込まれていた。

　この祝賀ムードに上う手まく便乗できれば、国民の理解が得られる筈だった。そうなれば議会も動かす事が出来るかも知れない。その為の政治的な根回しも、水面下で着々と進行していた。

　あとは何か一つ、既成事実があればいい。先行して『青騎士に関連した何か』を発見して大々的に発表してしまえば、国民から絶大な支持が得られる。そうなってしまえば、世論は大規模な調査をすべしという方向に傾くだろう。

　だから考古学者の少女は、内密にベルトリオン特別領へやってきた。しかし彼女がそこで目にしたものは、『青騎士に関連した何か』どころではなかった。










　そこはベルトリオン特別領内にある一番大きな洞どう窟くつだった。この洞窟は青騎士と白銀の姫が使っていた幾いくつかの拠点のうちの一つで、クーデター軍と戦う兵力を隠す為に使われていたとされている。その名残は多く、少し掘れば皿やカップといった、腐食に強い品が多く出土する。

　そして洞窟の一番奥おくには、アライアが戦後に建てたと言われる石碑が立っている。その石碑には、こんな言葉が刻まれていた。

『大空の彼方へ去った騎士に安らかな眠ねむりを。なんぴとたりとも、その眠りを妨げる事なかれ』

　戦争で死んだ兵達たちへの哀悼の意と、平和への祈りが込められた石碑だった。

　だからその向こう側にある土壁から、石碑を押おし退のけるようにして出現したものを見た時、考古学者の少女はそれを幻覚だと思った。直前に行った科学的な年代測定では、明らかに二千年前に作られた石碑だという事が分かっていたのだ。石碑や刻まれた文字の風化具合もそれを裏付けている。

「ありえないわ、こんなもの………」

　だから石碑の向こう側から出てくるものは、二千年より前に作られたものでなければならない。そうでなければ理屈に合わない。

「一体どういう事なの………？」

　石碑の向こうから現れたのは小型の宇宙船だった。正確には船体の横についている、エアロックのハッチの部分。そのハッチは、驚いて尻餅をついた彼女の目の前で、ゆっくりと開いていった。

「………わからない………でもきっと、これが答えなんだわ………」

　幾百万の刻と、幾千万の道程の彼方。

　その言葉が、少女の胸の中に木霊している。分からない事だらけだったが、彼女は確信していた。自分は今、フォルトーゼに隠された真実と、向かい合っているのだ、と。










　エアロックでばったり出会ってしまった事、そして彼女が科学的な年代測定のデータを持っていた事から、孝太郎が青騎士であるという事は早々にばれてしまっていた。二千年前に作られた石碑の向こうから現れた事自体が、二千年前にいた証拠になる。言い逃れは不可能だった。

「時間の移動………ではやはり、あなたがレイオス様でいらっしゃるんですねっ!?」

「違う違う、そうじゃない。俺は青騎士と白銀の姫の出会いを邪じや魔ましてしまったから、代役をやったんだ」

「でも、最初から最後まで全部やったというのなら、この世界においてはあなたがレイオス様である事は歴史的な事実です。………いやーんっ、本物の青騎士だわーっ!!」

　少女は歓喜に身悶えながら、孝太郎にカメラを向けて次々とシャッターを切る。その姿は考古学者には見えず、むしろ大好きなアイドルに出会ったファンのようだった。

「だから青騎士じゃないってのに………」

「そろそろ諦めて、認めてはどうですの、ベルトリオン」

「無責任な………だいたい、お前がベルトリオンって呼ぶからバレたんだろうが」

「うっ………そっ、それは………」

　孝太郎とクランは既すでに諦めムードだった。少女が考古学者である以上、誤魔化しは利かない。また、物証も取られている。どうにもならない状況だった。

　そうやって孝太郎とクランが肩を落としていると、カメラの撮影に満足した少女は、孝太郎とクランの傍へ戻ってきた。

「ふふ、みんな驚くだろうなぁ………レイオス様が異星人だったなんて………」

　少女はカメラを胸に抱いて笑った。まるで誕生日プレゼントを貰もらった子供のように。

「その事なんだが、公表はしばらく待ってくれないか？」

　彼女に正体を知られた事は諦めていたが、孝太郎達たちには一つだけ、どうしても諦められない事があった。それは彼女に事実を公表されては困るという事だった。

「どうしてですか、レイオス様？」

　少女は不思議そうに首を傾かしげる。その聡明な瞳ひとみには、嘘うそは通じそうにない。ここは正攻法で説得する必要があった。

「それは………ええと、クラン、頼たのむ」

　孝太郎はそれを自分で説明しようとしたが、途中で断念する。クランの方がきちんと説明してくれそうな気がしたのだ。

「もぉ………こんな時ばっかり、わたくしに頼たよりますのね」

　クランは多少腹立たしげに眼鏡の位置を直すと、少女に事情を説明し始めた。

「わたくし達が過去の世界で、歴史を守ろうとしたという事は話しましたわよね？」

「ええ………過去に行ったはいいが、レイオス様がいなかった。だから元の未来へ帰れるように、レイオス様の代わりをして歴史を守った、と」

「実はこの時代も、わたくし達にとっては過去の世界ですの」

「じゃあ、この時代でも歴史を変えたくないという事ですか？」

「そうですわ。わたくし達のいた未来の世界では、青騎士の正体が判明したという事実は知られていませんの」

「では、私が事実を公表すれば―――」

「歴史が変わってしまって、わたくし達が元の世界に戻れる可能性がなくなりますわ。というより、わたくし達自身がどうなるか………」

　少女が事実を公表すれば、二十年後の地球にいる里さと見み孝太郎が青騎士の正体だという事がフォルトーゼ中に知られる事になる。するとティアの侵しん略りやくが始まる可能性は殆どなく、孝太郎が青騎士になる事もなくなってしまう。もちろんクランも地球へは行かないだろうから、超時空反発弾で孝太郎と一緒に過去へ向かう事もない。

　そしてそうなった時、この場所にいる孝太郎とクランがどうなるのか。それは誰にも分からない。単に元の世界に帰れなくなるだけかもしれないし、もっと酷い事が起こるかもしれない。しかしそれが何であれ、歓かん迎げいしたい出来事ではなかった。

「少なくともわたくしとベルトリオンが過去の世界へ向かう時までは、公表を待って下さいませんこと？　お願い致いたしますわ」

「そんな………」

　考古学は少女の生き甲斐だった。特に青騎士に対する思い入れは深い。しかし青騎士に関する事実を明らかにする事自体が、青騎士の存在を危うくする。あちらを立てればこちらが立たず。少女には悩ましい問題だった。

「私に、敷かれたレールのままに走れというんですか？」

「残念ですけれど………わたくしとベルトリオンには、そうして下さいと頼む事しか出来ませんの。判断は、あなたにお任せ致しますわ」

　孝太郎達は二十年後へ向かわなければならないから、彼女をずっと監視している訳にもいかない。だから実際に少女がどうするかは、孝太郎達には分からない。頼む事しか出来ないのだった。










　孝太郎達はもう少しきちんと事情を説明する為に、少女を『揺り籠』の中へ招待した。そして今は二千年前の世界で手に入れた茶葉で、紅茶を淹いれているところだった。

「これってもしかして、絶滅したルブストリの紅茶!?」

「絶滅？」

「はいっ！　この紅茶の茶葉はルブストリの木から取れるのですが、八百年程ほど前に国外から入ってきた病気で原種が全ぜん滅めつしているんです。現代まで残っているのは、病気に耐えた亜種だけで………それを飲めるだなんて、感激ですっ、レイオス様っ！」

「………おいクラン、俺おれ達たちのお気に入りの紅茶は、絶滅したらしいぞ」

「問題ありませんわ。研究用に種を分けて貰ってきていますの」

「あるんですかっ!?　種がっ!?」

「ありますわよ。いくつか持っていきまして？」

「下さい下さいっ、お願いしますっ!!」

　考古学者の少女にとって『揺り籠』の居住区は宝の山だった。未来の驚異と過去の遺物が混在していて、どこを見ても驚きの連続。落ち着いている暇ひまもなかった。中でもお気に入りはやはりシグナルティンと孝太郎の鎧よろい。彼女はその傍そばから片時も離はなれようとはしなかった。今もそうで、鞘から引っ張り出したシグナルティンを肴に、絶滅種の紅茶を飲んでご満悦だった。

「………ベルトリオン、ちょっと」

　少女が居住区の品に気を取られているのを見計らって、クランが孝太郎を呼ぶ。内密に話したい事があったのだ。

「………どうした？」

　クランに近付いた孝太郎は、声を潜めて話を促す。クランの様子から、内密で話がしたいらしい事は分かっていた。二人で過ごした時間は、決して短くはない。

「………あの子の正体の事ですわ」

「………あの子、自分では考古学者のエルって言っていたが………違うのか？」

　孝太郎達に連れられて『揺り籠』の居住区へ入った時、彼女は自分の名前と職業を告げた。それがエルと考古学者。特に疑う理由もないので、孝太郎は素す直なおにそれを信じていた。

「………合っていますけれど、あの子、実はもう一つ別の肩かた書がきを持っていますの」

「………どういう事だ？」

「………その前に、ちょっと失礼致しますわね」

「ふぐっ」

　クランは答えを口にする前に、両手で孝太郎の口を塞ふさいだ。

「………あの子、ティアミリスさんの母親ですわよ」

「ふぐうううぅうぅうぅぅぅぅ!?」

　クランの読み通り、孝太郎は驚きの声を上げた。だがクランが先手を打って口を塞いだおかげで、その叫さけび声が少女―――皇女エルファリアに届く事はなかった。クランは叫び声が収まるのを待ち、孝太郎を解放する。

「………確かか？」

「………ええ。年恰好はぴったり。職業は考古学者、名前はエル。何よりあの顔立ちはティアミリスさんそっくりでしょう？　間ま違ちがいありませんわ」

「………まずいな」

　孝太郎にも事の深刻さが伝わった。

　エルがティアの母親であるなら、非常に厄介な状況だった。

「………ですから、発言には注意して下さいましね？」

「………分かった、気を付ける。クラン、お前も気を付けろよ。この件でさっきみたいにボロが出たら致命傷だぞ」

「………ええ。肝に銘じますわ」

　孝太郎やクランが口にした言葉のせいで、エルファリアの歩む人生が大きく変化してしまったら。下手をすれば、ティアは生まれて来ない。あるいは娘の名前がティアではなくなるかもしれない。そうした事で、元の世界への帰還が妨げられるかもしれないのだ。

　この出会いはティアの人生に直結している。結果的に、アライアとの出会い以上に、大きなリスクを孕んでいるのだった。

「レイオス様！　クランさん！　何のお話ですか!?」

　そんな時、エルファリアが笑え顔がおで二人のところへやってくる。シグナルティンや鎧以上に、彼女は孝太郎に興味がある。考古学者としても、年とし頃ごろの少女としても。

「それは………」

「この先どうしようかと話し合っていたところですのよ」

　突とつ然ぜん話はなし掛かけられて孝太郎は言い淀んだが、クランは何食わぬ顔で誤魔化した。完全な嘘でもないので、厳密には誤魔化しでもなかったのだが。

「この先………そういえば、レイオス様はどうしてこの時代でお目覚めに？」

「実はこの船は故障してるんだ。だから修理に必要な部品が発売されるのを待っていたんだ」

「部品を………」

「問題はその部品をどうやって手に入れるかですわ」

　クランは腕うで組ぐみをして眉を寄せる。この問題はクランがずっと頭を悩ませていた問題だったのだ。

「ん？　普通に買えないのか？」

「普通に買える部品ではありませんの」

「どういう事だ？　まさか非合法なモノ使ってるのか？」

「これは違いますわ！　ただ、宇宙船の専用規格の部品なので、通常の流通には乗っていませんの。この時代では身元がないわたくし達で、果たして手に入れられるかどうか」

「『これは違いますわ！』って事は、非合法なモノも使ってるんだな、お前」

「かっ、過去の過あやまちですわっ！　今はしませんわ、そんな事っ！」

　クランは必死に弁明する。かつての彼女は非合法の品を使う事に何のためらいもなかった。しかし今は違う。彼女は皇女として成長していた。

「分かってるって。怒おこるなよ。それでどうする？」

「そうですわね………信しん頼らいできる誰かに頼るか………最悪の場合、また違法行こう為いになりますわね………」

　クランは顔を赤らめる。非合法はしないと言ったばかりなので、仕方がないとはいえ少し恥ずかしいクランだった。

「心配ないさ、クラン。俺がお前に頼めば、違法行為にはならん。アライア陛下の特例を忘れたのか？」

「そ、そうでしたわね！」

　違法行為そのものよりも、孝太郎にどう思われるかが気になっていたので、クランはホッと胸を撫なで下おろした。そして彼女は笑顔を取とり戻した。

「レイオス様、そんな危ない橋を渡らなくても、もっといい方法がありますよ」

　そんな時だった。黙だまって話を聞いていたエルファリアが話に加わってきた。

「どういう事だ？」

「私がお手伝いします。これでもかなりのお嬢じよう様さまなので、宇宙船の部品ぐらい、何とかなると思いますよ」

　エルファリアの本名は、エルファリア・クーア・フォルトーゼ。まだ皇帝を示すダーナの称号はないが、それでもフォルトーゼ最古の皇家マスティル家の一人娘。エルファリアの言うように、銀河でも指折りの超お嬢様だった。










　孝太郎達はエルファリアの提案を受け入れた。そして詳細を相談し終えると、エルファリアは一いつ旦たん一人で町へ帰る事になった。問題の部品を扱っている店を探す必要があるし、宿舎にしている宿に戻らないと大変な騒さわぎになる。人手を繰り出だして、この辺りに捜しに来られても困るのだ。

「それじゃレイオス様、クラン様、また明日！」

「ああ、頼むよ」

「ごきげんよう、エルファリアさん」

　エルファリアは途と中ちゆうで何度も振ふり返かえって手を振りながら、洞窟の出口へ向かう。孝太郎とクランは『揺り籠』のエアロックのところで去っていく彼女を見送っていた。

「なあクラン、お嬢様ってのも、何かと大変なんだな」

「聞き捨てなりませんわね。わたくしだってあの子と同じぐらいのお嬢様ですわよ？」

「そうだったな。忘れてたよ」

　そんな孝太郎の言葉にクランは腹を立てたが、孝太郎の顔を見た段階でその怒りはしぼむ。孝太郎がクランをからかっていない事が分かったからだ。だからクランは怒声を飲み込むと、代わりに別の話を切り出した。

「………ところでベルトリオン、あんな事を約束して良かったんですの？」

「あんな事って？」

「協力の対価ですわ。あの子―――エルファリアさんに協力して貰う代わりに、あなたのデータを提供する。危険過ぎやしません？」

　エルファリアは、協力する代わりに孝太郎のデータの提供を求めた。過去の世界での記録をはじめ、鎧のスペックやその運用データ、シグナルティンの三次元映像など。エルファリアが要求したデータは多岐に及ぶ。未来を変えてしまいかねない情報は除外していい約束だが、クランはそれでも危険だと感じていた。

「頼りなく見えても、エルはティアの母親だ。信じたいんだよ」

　孝太郎はそう言って軽く肩を竦めると、クランに笑い掛ける。その笑顔を見て、クランは孝太郎の家庭環境を思い出した。これまでの付き合いのおかげで、孝太郎の家庭環境の事はぼんやりと想像がつくようになっていた。だから孝太郎がエルファリアを信じたい理由は、なんとなく理解できた。だからクランはそれ以上は何も言わなかった。

「わたくしも信じてみますわ」

「それがいい。………そうだクラン、そろそろ飯にしよう」

　孝太郎はクランに笑い掛けると、踵を返して『揺り籠』へ向かう。するとエアロックに手をかけたところで、近くで横よこ倒だおしになっている石碑が目に入った。

「………あれは………もしかして………」

　石碑には見覚えのある紋もん章しようが刻まれていた。孝太郎は石碑に近付くと、腰こしに下がっていた剣けんを鞘ごと外し、石碑の紋章の隣となりに置く。

「やっぱりそうだ。これはアライア陛下の紋章………」

　シグナルティンには、アライアが目覚めさせた時から、彼女の紋章が刻まれている。それは石碑に刻まれている紋章と同じものだった。

「どうしましたの、ベルトリオン」

　すると孝太郎の様子に気付き、クランが近寄ってくる。

「見てくれ、クラン。どうやら俺達は、陛下に助けて貰ったみたいだな」

　孝太郎はクランの為ために場所を空けてやる。すると彼女は孝太郎と並んで、石碑を見下ろした。そしてそこに刻まれた古代語の文章を読み上げていく。

「『大空の彼方へ去った騎士に安らかな眠りを。なんぴとたりとも、その眠りを妨げる事なかれ』か………」

「アライア陛下は、俺達がここに居るって知っていたんだな」

「きっとそうですわ。それでここを、不可侵領域に………」

「陛下………」

　孝太郎は不意に胸が熱くなり、その目には涙なみだが浮うかぶ。二千年前に置き去りにした筈はずの絆きずなが、今もなお孝太郎達を守ってくれていた。それがどれだけ素す晴ばらしい事か、どれだけありがたい事か。冷静なままでは、いられなかった。

「………ありがとうございます、アライア陛下………」

　孝太郎は石碑の傍にしゃがみ込むと、指先で刻まれた文字をなぞる。孝太郎は、そうやっているとアライアの気配が伝わってくるような気がした。きっとアライアもそうして文字をなぞっていたに違いないから。

「なぁ、クラン………」

「なんですの？」

　クランの声は不思議と優しかった。

「俺達には帰らなきゃいけない場所があったし、歴史を変える訳にもいかなかった。だからこれが………必要な事だったって事は、分かってるんだ………」

　孝太郎の涙の粒が、石碑に落ちる。その場所はアライアの紋章の上。

　涙の粒は、紋章に吸い込まれて消えていった。

「………それでもさ………やっぱり………やっぱり、寂しいよ………」

「そう………ですわね………ベルトリオン………わたくしも、そう思いますわ………」

　クランの眼鏡の奥で、涙が光る。クランは泣いている自分が不思議だった。かつての彼女は、他人の事などどうでもいいと思っていたから。そしてその事は、それだけ大きな絆が出来上がっていた事を証明している。だからクランはその感情に逆らわず、孝太郎と一緒に涙を流し続けたのだった。
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　エルファリアがその場面を目撃したのは、自身の失敗ゆえだった。せっかく貰ったお茶の木の種を『揺り籠』の机の上に置き忘れてきたのだ。エルファリアはすぐに引き返したが、ここで彼女は茶目っ気を出した。孝太郎達に忍しのび寄より、急に飛び出して二人を驚かそうとしたのだ。

「………レイオス様………あなたも………」

　しかし実際に飛び出す直前に、孝太郎とクランの会話が耳に入った。おかげでそれどころではなくなってしまっていた。

「………用意された運命のままに生きるしか………ないんですか………？」

　エルファリアは第一皇女。このままなら、いずれは皇帝になる運命だった。しかし彼女は、自分のその運命に納なつ得とくしていなかった。敷かれたレールを外れて、自由に生きたいと考えていたのだ。青騎士の研究に傾倒していたのも、その反動だった。そして目の前に孝太郎が現れた時、彼女は期待したのだ。孝太郎なら自分をレールから解き放ってくれるかもしれない、と。

「………レイオス様………」

　しかしその孝太郎もまた、敷かれたレールに悩なやむ者の一人だった。エルファリアの期待は外れたと言っていいだろう。彼女はその事に少なからず落胆した。だが同時に、彼女の胸に芽生えた感情があった。それは苦悩する孝太郎への共感。そして共感が生み出した、思慕の念だった。










　ベルトリオン特別領から皇都フォルノーンまでは、エルファリアの自家用機を使って移動した。その所要時間は一時間もかかっていない。孝太郎の感覚としては、その前の徒歩の移動の方が長くかかったような印象だった。

「あれだけ苦労した旅が、たった一時間とはな………」

　同じ行程を徒歩で旅した孝太郎にとっては、呆気なさすぎる印象が拭えない。マスティル関の手前から始まって、山を越え、関を越え、マスティル領を縦断。パルドムシーハ領との境界線を強行突とつ破ぱし、将来ベルトリオン特別領となる場所へ。その旅はほんの数すうヶか月げつ前の出来事なので、孝太郎の記き憶おくにはっきりとその苦労が刻み込まれていた。

「わたくしの『揺り籠』であの洞窟へ向かった時もそんなものでしたわよ」

「あの時は『揺り籠』の隠し場所を探して右往左往しただろうが」

「レイオス様、ほら、フォルノーンが見えてきましたよ」

　フォルノーンの上空に辿たどり着ついたところで、エルファリアは自家用機に命じて高度を一気に下げた。すると雲を抜けた事で、フォルノーンの様子が見えてくる。それは高層ビル群が立ち並ぶ、大都会だった。地球の大都会との違いがあるとすれば、それは緑地帯が多いという事だろう。都市計画の中に巧みに組み込まれた緑の土地は、都会特有の刺々しさを上手に和らげてくれていた。

「こいつはすごいな………それで、どこからどこまでがフォルノーンなんだ？」

「いやだレイオス様ったら………見える範はん囲いは全部フォルノーンですよ」

　孝太郎の疑問に対して、エルファリアはすぐに笑顔を作る。大きく発展した皇都を自じ慢まんしたかったのと、初めて都会を見たかのような孝太郎の反応がおかしかったのだ。

「………ベルトリオン、あそこに見えるドームはコロッセオ跡に建てられたものですわ。そしてあそこにある一番高い塔が北門の位置に当たりますの」

「よく分かった。ありがとう」

　孝太郎の疑問を解消してくれたのはクランだった。孝太郎が知りたかったのは、二千年前のフォルノーンの範囲。エルファリアの説明では不十分だった。

「あのフォルノーンが、こういう風になったなんてな………」

　孝太郎の記憶の中にあるフォルノーンは、レンガや石材、材木などで作られた建物ばかりだった。その高さはせいぜい三階建てといったところ。皇宮や魔術師の塔を除けば、高層建築など数えるぐらいしかなかった。

　だが今のフォルノーンでは高層建築は当たり前。高いものでは千メートルを超えるものも少なくない。しかもその建材は奇き妙みような光沢のある見慣れないもの。孝太郎のよく知っているコンクリートですらなかった。これまで孝太郎が映画の中でしか見た事がなかった、未来都市の姿がそこにあった。

「仕方ないか………あれから二千年、経ってるんだもんな………」

　上空から見る限り、フォルノーンにはかつての面影はない。孝太郎にとってここは見知らぬ未来都市でしかなく、フォルノーンに戻ってきた実感はない。それが孝太郎には寂しかった。

「どれだけ見た目が変わろうと、ここは確かにあなたとアライアさんが守った国。らしくありませんわよ、ベルトリオン。剣の装飾が変わったぐらいで、おたおたする騎士は見たくありませんわ」

「………大切なのは、そこに込められたもの、か。確かにその通りだ。ありがとう、クラン」

　クランの言葉は、孝太郎の物の見方を幾らか変えてくれた。おかげで孝太郎は普ふ段だんの調子を取り戻していた。

　―――レイオス様とクランさんは、強い絆で結ばれている………。

　エルファリアは二人の様子を見ながら肩を落とした。

　エルファリアには孝太郎の質問の意図が分からなかったし、寂しげにしている孝太郎にかけてやれる言葉が見付からなかった。しかしクランは至し極ごく簡単にその両方の答えを見付け出した。出会ってすぐだから当然ではあるのだが、同じ皇女でここまで違うかと落胆せざるを得ない。

　―――絆がないなら作るまで！　こんな運命に負けるものかっ！

　しかしそこでめげないのがエルファリアという少女だ。彼かの女じよは打たれ強い。その座に就く事は望んでいなくても、皇帝に必要な資質は持ち合わせているのだった。










　地上から見るフォルノーンの街並みは、上空から見た時ほどの迫力はない。どのみちビルの上の方は視界に入らないので、比ひ較かく的てき地球の都市部と似た印象になるのだ。立ち並ぶビル、広い道路、行き交う車両。もちろん細かい部分には違いはあるが、大おお枠わくの印象には違いはなかった。

「なんとなく落ち着いてきた」

「あまりきょろきょろしないで下さいまし。田舎者みたいで、恥ずかしいですわ」

　二人きりの時ならともかく、今はエルファリアが一緒。クランは思わず羞恥に頬ほおを染めていた。孝太郎とは他人なのだから、本来は必要ないにも拘かかわらず、だ。

「よし、大幅ランクアップだ」

「へっ？」

「お前、前は俺おれを原始人って呼んでただろ？　だから田舎者は大した進歩だなって」

「本当なんですかクランさんっ!?　レイオス様に向かってなんて大胆なっ!!」

「ちっ、違いますわっ！　それはベルトリオンの正体を知る前の話ですわっ！」

　三人は自動車に乗り換えて移動中だった。

　もちろん自動車といっても現代の地球のそれとは大きく違っている。運転手は必要ないし、車は道路の上に浮かんでいる。おかげで自動車は文字通りの意味で宙を滑るようにして移動していく。タイヤを使うのは、停車中や故障時などの限られた場面だけになる。動力は電気。その為、車内はとても静かで、走行中でも三人の会話が妨げられるような事はなかった。

「あっ………」

　だからこの時のクランの吐息交じりの声も、隣に座すわっている孝太郎の耳に届いた。

「どうした？」

「………あれをご覧になって下さいまし。シュワイガの屋敷が見えますの」

　フォルノーンには、クランの属するシュワイガ家の邸宅もある。大型の研究施設が併設されているので、遠くからでもよく目立っていた。シュワイガ家の邸宅は、自動車の移動に合わせてゆっくりと窓ガラスの中を移動していく。そしてそれを見つめるクランの横顔には何な故ぜか苦悩がにじんでいた。

「おい」

　ゴン

「いたっ!?　いきなりなんですのっ!?」

「苦労の末に自宅へ帰ってきた女の子の顔には見えなかったんでな。………元気が出たところで理由を話せよ、クラン」

「あなたという人はもう………慰なぐさめるならもっとソフトにやって下さいまし」

　クランは恨うらみがましい視線を孝太郎に向ける。しかしそのおかげで、先さき程ほどまでのような苦悩の表情は、その顔からは拭われていた。

「………ここは二十年前の世界ですわよね？」

「そうらしいな。俺には未来の世界にしか見えないんだが」

「だとしたら、もうしばらくすると、お婆様が亡なくなりますの」

　ここで再びクランの表情のトーンが落ちる。クランはこの先に起こる身内の死を思い出して、どうするべきかを悩んでいたのだ。

「助けるか？」

　二千年前の世界でも、目の前で人が死にかけている時には、歴史の問題に拘かかわらず救いの手を差し伸べた。そこに照らせば、クランの祖母も助けて良い筈だった。

「そうしたいところですけれど、事情は複雑ですの」

「どういう事だ？」

「おばあさまが亡くなるのは今から五年後。亡くなった病気の名前は分かっておりますから、今から介入すればその時に死なせない事は出来るでしょうけれど………御高齢ゆえの病気なのですわ………」

「天寿という奴やつか」

「ええ。それに歴史を変えてしまって大だい丈じよう夫ぶなのかどうか………お婆様はシュワイガらしくない方だったそうで、その死後、遺言で多くの基金にお金が回りますの。それで命を救われた子供達は多い筈ですわ」

「それは難しいところだな」

　クランが悩むのは、それが非常に多くの複雑な問題を孕んでいたからだった。

　クランの祖母が死ぬのは寿じゆ命みようのせいだが、死ぬと分かっている肉親を放置する事には大きな抵抗があった。

　しかしクランの祖母が死んだからこそ、救われた命も多い筈だった。クランの祖母は、死ぬまでの間に資産を運用して増やしに増やし、その全額を寄付する。だから彼女を助ける事は、五年後に行われる寄付が遠ざかる事を意味している。つまり、その寄付によって救われた人々は死んでしまう。

　とはいえクランの祖母が生き延びた事で資産の運用益は増える可能性が高く、逆に寄付の総額は増えるのかもしれない。すると差し引きではより多くの人が救われるのかもしれないのだ。

　どうしたらいいのか見当もつかない。これはクランにとって、非常に悩ましい問題だった。

「よし、クラン、焦らないでしばらく考えてみよう。言い方は悪いが、まだ五年ある」

　孝太郎はその事を心に留め、しばらく考えてみるつもりだった。複雑な問題なので、頭の悪い孝太郎でも、多少は足しになる筈だった。

「………あなたも考えて下さいますの？」

　この孝太郎の反応に、クランは目を丸くする。

「ああ。これまでずっとそうして来たろう？」

「それは………そう、ですけれど………」

　クランはこれを自分一人の問題だと思っていた。だが孝太郎はそう思っていない。その事が不思議と嬉しかった。

　―――そうか………これが一人じゃないって事、なのですわね………。

　自分には、気持ちと未来とを共有してくれる人がいる。

　その思いは、クランの気持ちを強くしてくれる。おかげでクランは、大分明るさを取り戻す事が出来たのだった。










　自動車から降りた孝太郎達は、エルファリアの案内で人気の少ない路地を歩いていた。この路地の先に三人の目的地がある。そこはエルファリアが研究に関する資材の調達に使っていた店で、多少無理が利く。宇宙船用の部品も取り寄せて貰えるとの事だった。

「科学が進んでも、こういう路地裏は同じような雰ふん囲い気きなんだな」

　街道沿いの未来的な華はなやかさに比べて、この場所にはどこか生活感がある。その分だけ孝太郎には馴染みがあった。

「んもぉ………また………」

　クランはしきりに辺りを見回している孝太郎の姿を見て、再び恥はずかしくなっていた。するとそんな彼女の服の袖をエルファリアが引っ張った。

「………あの、クランさん」

「………なんですの？」

　エルファリアの声は囁き声だったので、クランも同じように囁き返した。

「………クランさんとレイオス様って、お付き合いしてるんですか？」

　だが続くエルファリアの囁きを聞いた瞬しゆん間かん、クランは素っ頓狂な声を上げた。

「とっ、とっ、とんでもないっ!!　そんな事はありませんわっ!!」

「―――ん？　どうした、クラン」

　すると叫び声に反応して、孝太郎の目がクランの方を向く。

「何でもありませんわっ！　単なる女の子同士の秘密の話でしてよっ！」

「お前らはそういうの多いよな………」

　侵しん略りやく者しやの少女達との暮らしのおかげで、孝太郎はそうした話題には触れない方が良い事を知っている。だからすぐにクランから興味を失い、再び辺りの様子を見回し始めた。今の孝太郎にとっては、異星人の未来都市の方が大事だった。

「………ふぅ………びっくりした………」

「………お付き合いしているんじゃないんですか？」

「………ベルトリオンとは、ただの腐れ縁ですわ。そういうびっくりするような事は、いきなり言わないで下さいませんこと？」

「………そうだったんですか、すみません」

「………でも、どうしてそんな話を？」

　クランにとって、孝太郎との関係が腐れ縁なのは間違いない。しかしこれは気になる話題だった。

「………実は私、レイオス様とお付き合いしたいんです」

　エルファリアは軽く頬を赤らめ、孝太郎の方を見る。照れ臭くさそうではあったが、クランに感情を隠そうとはしていない。エルファリアの感情表現はストレートだった。

「………えっ？」

　その瞬間、クランは心臓を掴つかまれたかのような感覚を味わった。驚おどろきは先程よりも大きかったが、質の違いから、クランが叫び声を上げる事はなかった。

「………レイオス様がクランさんとお付き合いされているなら駄だ目めかもしれないって思っていたんですけれど、そうじゃないなら私にもチャンスがあると思うんです」

「………お待ちなさいな。あの男は確かに青あお騎き士しですけれど、伝説で語られている事が全すべてではありませんわよ？」

　クランはエルファリアの言葉が、伝説の英えい雄ゆうへの憧あこがれから出たものだと思った。しかしクランは、孝太郎がそれだけの人物ではない事を知っている。悩み、苦しみ、時には涙する。孝太郎は伝説の人物でありながら、普ふ通つうの人間の側面も持ち合わせていた。憧れだけで付き合えば、双方が不幸になるのは明らかだった。

　また、それ以外にも困る事があった。エルファリアと孝太郎が結ばれると、歴史は大きく変わってしまう。そしてクラン自身は認めたがらないだろうが、彼女自身が孝太郎を必要としている。クランの祖母の問題についても。これからの旅路でも。

　そんな複雑に絡み合った感情が、クランにエルファリアを思い留まらせる為の言葉を口にさせたのだった。

「………分かっています。だからこそなんです」

「………えっ？」

「………あの方は、決められた運命のままに生きる辛さを、知っていますから………」

　エルファリアは、この言葉を口にする時だけ、とても真しん剣けんな表情を作った。譲れない想おもいが、そこにあった。

「………エルファリアさん、あなたは………」

　過去のフォルトーゼで青騎士として活躍しながらも、自分が本物の青騎士ではない事に苦悩し続けた孝太郎。エルファリアはそれに気付いている。それが分かるから、クランにはそれ以上強硬に反対する事が出来なかった。










　エルファリアはクランを店主に引き合わせると、自分は店先に戻ってきた。そこに飾かざられているものを物珍しそうに見ている孝太郎と話をする為だった。

「やるなぁ、流石フォルトーゼ………普通にロボットが売ってるぞ………」

『いらっしゃいませ、お客様！　私はＤＫＩ製の家庭用ロボット、ウェイラン。この春の新製品です！』

　中でも一際孝太郎の目を惹いたのが人型のロボット。店頭には作業用の重機や輸送車等に交じって、様々な用よう途とのロボットが陳列されていた。孝太郎に話はなし掛けてきたのはそのうちの一体。普及型の家庭用ロボットだった。

「あらレイオス様、ロボットがお好きなんですか？」

「ああ。俺達の星では、ロボット絡みのフィクションが子供達に人気があったんだ。俺も小さかった頃ころは、でかいロボットが怪かい獣じゆうと戦うような番組に噛り付いてた」

「そうなんですか………でかいロボット………」

　エルファリアは楽しそうに目を細める。孝太郎の、青騎士ではない部分。敷かれたレールの外側に属するもの。それを知る度に、エルファリアは胸が躍った。

『残念です。私はお客様の御期待には添えないようです』

　その隣で、ウェイランと名乗ったロボットが肩を落とす。その反応はエルファリアとは対照的だった。

「お前はどんなロボットなんだ？」

『私は忙いそがしい人間の方々の代わりに、家事をする為に作られました。我わが社は代々、軍需産業とは距きよ離りを置いて歩んできたおかげで、家庭用では一日の長があります。家事に関しては、現在の同系列製品では最高性能と自負しております』

「でも、家事は足りてるんだ。悪いな」

　孝太郎は一〇六号室とそこにいる人々の顔を思い浮かべる。そこでの暮らしには家事をするロボットは必要ない。二体の埴はに輪わは厳密にはロボットだが、彼らの主な仕事は孝太郎達たちの遊び相手だった。

『それは残念です』

「そうですよ。家事なら私がやりますから、レイオス様にロボットは必要ありません」

「お前が？　なんでだ？」

「いやだレイオス様ったら、何を言ってるんですか。それが妻の仕事でしょう？　ふふふふふっ」

　エルファリアは何食わぬ顔で笑う。それは上流階級の若わか奥おく様さまそのものの笑顔だった。

「エル、お前いつ俺の妻になった？」

　孝太郎は頭を抱かかえた。しかしその反面、早さ苗なえやゆりか、キリハあたりと話をしている時の感覚を思い出して、気持ちが前向きになる。一〇六号室の面々の事を思い出して少しだけ寂さびしい気持ちがしていたので、これは孝太郎にとって決して悪い事ではなかった。妻うんぬんを除けば、だが。

「ついさっきです。自分でそう決めました」

「俺に一言の相談もなく？」

「運命って自分の手で切り拓くものだと思うんです」

　エルファリアは力強くそう言い切った。その時だけ、エルファリアは皇女然とした顔をしていた。エルファリアはあらゆる手段を使って、孝太郎の妻になるつもりでいた。

「俺の運命まで勝手に切り拓くなよ」

「私の事嫌きらいですか？」

「そういう訳じゃないけど」

「じゃあ問題ないです。私、良い妻になる自信がありますから」

　エルファリアは自身の胸に手を当て、大きく頷うなずく。その時の彼女の顔は、言葉通り自信に満ち満ちていた。

「大ありだっ！」

「レイオス様、私と結けつ婚こんすれば、銀河の半分が手に入りますよ！　お買い得です！」

「馬ば鹿か野郎！」

　ゴンッ

「映画の悪役みたいな事を言ってるんじゃない！　もっと自分を大事にしろ！」

　孝太郎には帰らなければいけない場所と理由があった。そして自身を安売りするようなエルファリアの言動も気になった。出会ったばかりの相手に結婚を迫せまるのは、孝太郎の感覚からするとあまり頂けない。それで思わず手が出てしまった孝太郎だった。

「えへへへ～」

　するとエルファリアは何故か、殴られたばかりの額に両手を当て、嬉うれしそうに微笑ほほえむ。それはしてやったりと言わんばかりの笑顔だった。

「な、なんだよ？」

　その笑顔に不吉なものを感じ、二、三歩後退る孝太郎。するとエルファリアはゆっくりと三歩前に出て、間近で孝太郎を見上げた。
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「レイオス様、やっと私を叩たたきましたね？」

「それがどうした？」

「分かっていますよ。レイオス様は本当に嫌いか、友達以上に思っている相手しか叩けない人です。ふふふ、これで一歩前進しました」

　孝太郎はクランには厳しい事を言うし、時には軽い暴力も振るう。しかし出会ったばかりのエルファリアに対してはそういう事は皆無だった。だとしたら孝太郎とより仲良くなる為には、まずは攻撃対象になる事が急務である―――エルファリアは短い期間でその事を感じ取っていたのだ。

「お前なあ………」

「こう見えても私、根回しと既成事実は得意なんですよ？」

　思わず肩かたを落とす孝太郎の目の前で、エルファリアは得意げに笑う。この時、エルファリアは本気だった。本気で、孝太郎の妻になるつもりでいた。

　エルファリアと孝太郎は、共に敷かれたレールに悩んでいる。だとしたら共に手を携えて、それぞれのレールから飛び出せたなら―――エルファリアはそれを望んでいるのだった。










　部品の手配が済むと、孝太郎達は食料や水といった生活に必要な品を買い込んだ。この後はベルトリオン特別領に戻る事になっている。必要な部品が入荷するまで『揺り籠』で待機するのだ。ここは孝太郎とクランにとっては過去の世界。あまりうろうろして歴史を変えてしまう事は避けなければならなかった。

「これで最後か？」

「こっちに箱がもう一つありますけれど、これはわたくしが運びますから、あなたの抱えている箱で最後ですわ」

「それも寄越せ。俺のやつの上に載せろ」

「いいですわよ、これぐらい」

「クラン、見慣れた風景の中にいる時ぐらい、皇女様に戻っていいんだぞ？」

「そうですよクランさん。ここは私達夫婦に任せて下さい」

「あっ、ちょっと、エルファリアさんっ!?」

　孝太郎達は買い込んできた品を駐車場の自動車に積み込んでいる最中だった。その仕事ぶりは騒そう々ぞうしい。お互たがいの存在に慣れてきた事もあって、しばらく前からクランとエルファリアの間では、年とし頃ごろの少女らしいやり取りが続いていた。

　―――お互いに、本音を言っていい相手なんて、殆ほとんど居ないんだろうな………。

　孝太郎は二人の出会いを肯こう定てい的に捉えていた。フォルトーゼの階級社会においては、本来皇女同士はライバルにあたる。しかし二人は世代が異なる為に、ライバル関係にはあたらない。だから互いの悩みを理解し、共感する事が出来る。そしていずれは時間という壁かべに隔てられる訳だから、話してはいけない悩みは少ない。クランの側が未来の情報を伝え過ぎないように気を付けるぐらいだろう。つまり、友人になるには最適な二人であったという事になる。だから孝太郎は、二人が多少ぶつかり合おうとも、そのままほったらかしにしていた。

「クランさんは皇女。私はレイオス様の妻。夫の荷物は私の荷物。それでいいじゃありませんか」

「よくありませんわ！　自分の荷物を別の皇女に運ばせたなど末代までの恥！　特にマスティル家のあなたに借りは作れませんわ！」

「大丈夫ですって。すぐに私はベルトリオン家かサトミ家になりますから」

「そういう問題ではありませんわっ！　プライドの問題だと言っているんです！」

「待った二人とも、その辺にしろ」

　しかし孝太郎はそこで突とつ然ぜん二人の間に割って入った。

「はい、レイオス様」

「いいえ、待てませんわ―――って、どうしましたの、ベルトリオン？」

　素す直なおに口を閉じたエルファリアに対して、興奮気味のクランはすぐには止まらない。しかし孝太郎の顔を見た段階で異常を悟り、クランは一気に真剣な表情に変わる。この時の孝太郎の顔は、敵が来た時のものだったのだ。

「誰だれかが近付いてくる。多分三人だ」

「敵、ですわよね？」

「よく分からない。殺意はないようだが、敵意は感じる」

　孝太郎は早苗がくれた霊れい能のう力りよくが使えるが、早苗から離はなれて久しい為に、その力は大分弱まっている。かつてほど明確に他人の霊波は見えなかった。だから謎の人物達の接近に気付いたのは、かなり距離が詰つまってからの事だった。

「あいつらだ」

「あれは皇国軍の制服ですわね。しかも三人共、相当上の階級………これはどういう事ですの？」

　近付いてきていたのは、軍の制服を着た三人の男達。しかも敵意を抱いている。クランが―――正確にはエルファリアの名義で―――注文した部品は非合法ではないので、軍に目を付けられるとは思えない。すると孝太郎達には、ベルトリオン特別領に置き去りになっている『揺り籠』が発見された可能性ぐらいしか思い付かなかった。しかしその可能性はすぐにエルファリアが否定した。

「済みません、レイオス様、クランさん。あれは私に用がある者達です」

　エルファリアは鋭い眼まな差ざしで男達を見つめていた。背筋はぴんと伸のび、表情は真剣。先程までの能天気さが嘘うそのようだ。それは孝太郎達が初めて見る、皇女としてのエルファリアの姿だった。










　近付いてきたのが軍の人間だと分かった段階で、エルファリアは孝太郎とクランを下がらせ、彼女一人だけで前に進み出た。これは孝太郎とクランが何者であるのかを知られてはまずいという事と、敵対的ではあっても危険はないと分かっていたからだった。

「何用です？　軍の者を呼んだ覚えはありませんが」

　エルファリアの声が、駐車場の壁に反響する。周囲には車も人も少ないから、エルファリアの声は遠くまでよく届いていた。

「こちらに用があるから参った次第です」

　近付いてきた三人のうち、中央の一人が答える。彼は三人の中では一番階級章が豪華で、リーダーにあたる人物だった。

「それは聞き捨てなりませんね。軍が独断でプライベートの皇女に接せつ触しよくしたとあれば、責任を問われますよ」

「ご心配なく。皇女殿でん下かお一人の言葉だけでは、我々が責任を問われる事はありません。我々は今もデスクワーク中という事になっていますから」

「世迷い言を………」

　エルファリアの視線が鋭くなる。

　―――皇国軍が暴走しかかっているのか………。

　孝太郎はここまでのエルファリア達のやり取りを見て、おおよその事情を理解しつつあった。軍が皇帝や議会の制御を離れ、勝手な行動をしている。どれだけしっかりした組織であっても、二千年続く間に歪ゆがみは蓄積する。今の皇国軍は、孝太郎とアライアが率いていた時のそれとは大きく変わってしまっていた。

「力に溺れ、自らの暴走に気付かない。それが今のあなた達です」

「我々は暴走などしていませんよ。きちんとした統制の下に行動している」

「ブレーキを踏む気がない者には、ブレーキの故障など分かる筈はずもないでしょう」

「無駄な話は止めましょう、皇女殿下。この話はいつまでも平行線です。もっと実のある話をしましょう」

　軍の男はにやにやと笑いながら肩を竦めると、一方的に話を打ち切って別の話を始めようとする。その姿には皇女への尊敬の念は感じられない。むしろその逆に、小馬鹿にしたような印象があった。

「それこそ無駄な話です。私は軍縮を撤回するつもりはありません」

「そこを何とかお願いできませんかね、エルファリア殿下。簡単じゃありませんか。殿下は我々の邪じや魔まはしない。我々は殿下の邪魔はしない」

「既すでに邪魔なのです、あなた達は。それが邪魔をしないですって？　とても面おも白しろい事を仰おつしやいますね」

　エルファリアは笑う。しかしその瞳ひとみは少しも笑っていない。彼女は駆け引きで笑いの形を作っただけなのだ。すると男の顔色が変わった。

「我々もあまり手荒な事はしたくないのですよ！　仮にも時期皇帝陛下ですからっ！」

　彼かれは年とし端はもいかない少女に笑われたのが我慢ならなかった。凶暴な本性を表に出だし、低く太い声でエルファリアを恫喝する。そう、彼らの目的は最初からエルファリアを脅す事だったのだ。

「見苦しいですよ。軍の上層部は私を恐おそれているから、何度もあなたを寄越した。今いま更さら、凄んでも無駄です」

　しかしエルファリアは動じない。彼女は笑え顔がおを崩くずさないまま、冷ややかな視線を男に注ぎ続ける。

「このぉっ、小娘がっ、下手に出ていればいい気になって！」

「ほら、もう暴走していますよ。きちんとした統制はどうなりました？」

「くぅっ」

　男は悔しそうに唇を噛み締める。冷静さを失った時点で、彼の負けだった。

「帰りなさい。そして上の者達に伝えなさい。フォルトーゼの皇族は、何者にも屈しないと」

　勝ったのはエルファリア・クーア・フォルトーゼ。

　年は若くとも、誇り高きフォルトーゼの皇族だった。










　男達が立ち去った後も、エルファリアはしばらく厳しい顔のままだった。孝太郎やクランに向けていた女の子としての顔は、完全にどこかへ消えていた。それはベルトリオン特別領に帰り着いてからも続き、結局この日は最後までその表情が晴れる事はなかった。

「………だんだん、からくりが読めて参りましたわね………」

　クランは去っていくエルファリアの背中を眺ながめながら、どこか悲しげに呟いた。この時クランには、エルファリアの気持ちが理解できていた。

『………あの方は、決められた運命のままに生きる辛さを、知っていますから………』

　フォルノーンで話をした時、エルファリアは孝太郎の事をそう評した。だがこれは逆に言うと、彼女自身もそうであるという意味なのだ。

　―――エルファリアさんは以前からずっと、皇帝とは違う、別の人生を求めていた。しかし運命はそれを認めない。エルファリアさんが皇帝にならなければ、軍縮派の皇女が皇帝になる事はなく、軍部の暴走が続く。あの方は二つの人生の狭間で、人知れず悩なやんでいた。そこに現れたのがベルトリオン。これではベルトリオンを好きになるのも、当たり前ですわね………。

　エルファリアが皇帝にならなければ、軍部の暴走が致命的な結果を招きかねない。しかしそれは同時に、彼女自身が望む人生を手放す事でもある。エルファリアが必要だと思う事と、エルファリアの願望が、完全に逆を向いていたのだ。

「エルは辛つらい立場にいるんだ。………アライア陛下と同じだ………」

　孝太郎にも、エルファリアが相反する感情を抱えている事が分かっていた。かつて一緒だったアライアがそうだった。アライアは両親の敵討ちを望みながら、民の為ためにそれを諦めようとした事があった。その姿を間近で眺めた孝太郎だから、エルファリアの気持ちも理解する事が出来た。

「どうしますの？」

「しばらく、エルの好きにさせてやろう。あの子は多分………」

「………そうですわね………」

　孝太郎とクランの視界の中でエルファリアが小さくなっていく。エルファリアは最後に孝太郎達に軽く手を振ふってから、洞どう窟くつの外へ出て行った。

「………ねぇ、ベルトリオン」

「うん？」

「あの子を見ていたら、わたくしも決心が付きましたわ」

　クランは孝太郎の方を向き、両手を胸の前で組み合わせた。その瞳には強い決意の光が宿っている。クランは皇女として、決断するに至ったのだ。

「やはりお婆様の事は、そっとしておく事にしますわ」

　そしてクランは、その一言に強い意志を込めて言い切った。

「それでいいのか？」

「ええ。やっぱり、寿命で亡くなる人間を救うのは、流石にやり過ぎだと思いますの。それは確かに、お会いしてみたい方ではありますけれど………」

　クランの声のトーンと、その視線が僅わずかに落ちる。やはり肉親、クランも辛くない訳ではないのだ。しかしすぐに彼女は視線を上げた。その瞳の力は、衰おとろえていなかった。

「やはり時間の移動は、意図的に利用すべきではないと思いますの」

「何かをしようとして、時間を移動してはいけないって事か？」

「ええ。基本的な考え方は、二千年前の世界での行動方針と同じですわ。時間の移動は、元の世界へ帰る為だけに利用する。しかしその過程で、困っている人と出会ったら、それは助ける」

　歴史は変えない。しかし人間として、目の前で起きている悲劇は見逃せない。孝太郎達はそのような考え方で、二千年前の世界を旅してきた。そして今、それと同じ考え方が、再び必要とされていた。

「そうでないと、わたくし達はいつまでも元の時代へは帰れませんわ。全ての痛ましい事件を解決しながらでは、どれだけ時間がかかるか分かったものではありませんもの」

　孝太郎とクランは、この先の二十年間で起こる多くの事件の原因と結果を知っている。防ごうとすれば、その多くを防ぐ事が出来るだろう。しかしその結果、歴史は滅め茶ちや苦く茶ちやになり、二人は多くの時間を浪費する。元の世界へは帰れなくなる。

「難しいな、時間を超えるっていうのは………」

「本来は暁の女め神がみ様の領分でしてよ」

「そうだな。俺おれ達たちは神様じゃない。それぞれの時代で懸けん命めいに生きている人達の意思と命を、尊重すべきなんだろう」

　歴史の変更と時間の浪費以外にも、問題はあった。

　孝太郎達は多くの事件の結果を知っている。しかし今を生きる人達はそれを知らないまま、望ましい結果を得ようと懸命に頑がん張ばっている。結果を知っている人間による安易な介入は、その意思を踏ふみにじる行こう為いに他ほかならない。お前の夢は叶わない。無駄だから、他の事をしなさい。孝太郎達が介入する事は、そう言って回るに等しい。

　また、孝太郎達が持っている時間には限りがあるから、全ての事件を解決する事はできない。だとしたら、どの事件に介入するかを選ばなければならなくなる。それはきっと、多くの人命を左右する判断になるだろう。つまり孝太郎とクランは、救うべき命を選ばなければならないのだ。しかし人間が他人の命の重さを勝手に決めていいのかどうか。誰の命も大切で、チャンスは一度きり。孝太郎達の意図的な介入は、その当たり前のルールを破る事になる。

「クラン、お前は間違ってない。お前は、ただの人間だ」

「ありがとう、ベルトリオン。あなたにそう言って貰えると、何だか少しだけ、気持ちが軽くなった気がしますわ」

　どれ一つとっても、とても難しい問題だった。これは人類が史上初めて遭そう遇ぐうした、神々の悩み。その悩みに対して、完全な答えが出せないのは仕方のない事だろう。孝太郎とクランは、全知全能の神ではないのだから。










　注文した部品が届くまでの数日間は、実に穏おだやかな時間が流れていった。

　朝になるとエルが『揺り籠』を訪ねて来て、夕方まで一緒に過ごして帰っていく。時には泊まっていく事もあった。そうやって三人は、一緒に年ねん齢れい相応の日々を過ごした。







「レイオス様、私達の結婚式場を見に行きましょうよ！」

「そういや、フォルトーゼの結婚式はどんなところでやるんだ？」

「基本的に神殿での神前婚ですわね」

「暁の女神の？」

「そうですわ。でも近代化以降は、ホテルやなんかに神殿風の部屋を用意する形式的なものが増えておりますわ。人口が増えて、神殿だけでは結婚式を賄いきれませんの」

「そりゃそうか。凄すごいもんな、フォルノーン」

「私達の式は当然、シグナルティンが奉納されていた神殿です」

「何人も入れないだろ、あそこは」

「参列者なんて、クランさんだけでいいですよ。さっ、行きましょう！　すぐに結婚式を！」

「お待ちなさいっ、見に行くだけじゃないんですのっ!?」







「この食べ物は、どういう味がするんだ？」

「それは食べてみてのお楽しみです」

「よし、食べてみよう」

「ベルトリオンッ、そんなにいっぺんに食べたら―――」

「ごほっ、げほっ、なっ、なんだこれっ、かっ、からっ!?」

「あはははっ、はい、レイオス様。お水をどうぞ」

「たっ、助かった………ごほっ………この見た目で辛いなんて反則だぞ。地球なら、絶対に甘いお菓か子しだ」

「あんなに沢たく山さん食べるからですわ」

「知ってるなら早く止めろよ」

「止める前に食べたじゃありませんの」

「………と、ともかくだ。エル」

「はーい」

　ゴンッ

「いたっ!?　なんで叩くんですか!?」

「わざとやったんだろう？　水を用意してたのが証拠だ」

「あはははー、大・正・解」

　ゴンッ







「あの、今日は泊まっていっても良いですか？」

「大だい丈じよう夫ぶなのか？　みんな心配するだろ」

「今日はフィールドワークで帰らない事になってるんで」

「まったく、用意周到ですわね。………まあ、わたくしには文句はありませんわ」

「やったー！　レイオス様、今夜はたっぷりお話を聞かせて下さいね？」

「それは構わないが………なんで俺おれの部屋に荷物を入れてるんだ？」

「えっ？　一緒のベッドじゃないと、お話が出来ないじゃありませんか」

「隣となりの部屋で寝ねろ！」

「妻に別の部屋で寝ろと!?　早くも家庭内別居ですか!?」

「たわけた事を言ってないで、さっさといけ！」

「はぁ～い」

「まったく、とんでもない子ですわね」

「クラン、喋しやべってないで、お前もすぐに行った方がいいぞ」

「なんでですの？」

「エルがお前の部屋に荷物を運びこんでるからだ」

「やったー!!　この部屋は宝の山だわーー!!」

「ちょっとぉぉぉっ!!」







「クラン、ちゃんと殺す気で撃ってるか？」

「そのつもりですけれど。あっ、霊れい力りよくが弱まっているんじゃありません？」

「それもあるだろうな」

「レイオス様、クランさんの代わりに私が撃ってもいいですか？」

「お前は駄目だ」

「えええっ!?　なんでですかっ!?」

「なんでってお前………悪戯いたずらする気しかないだろ」

「霊力って、そんな事も分かるんですかっ!?」

「霊力なんてなくても、それぐらい分かるわいっ！」

「通じ合ってるんですね、私達！」

「………いい根こん性じようしてますわね、エルファリアさん………」

「これが夫婦の絆きずなっ!?」

「どあほう！」







　そして三人が、もう少しだけこういう日々が続いてもいいのにと、感じ始めた頃。エルファリアの携けい帯たい端末に、注文した部品が彼かの女じよが使っている宿に届いたと連れん絡らくが入った。

「どうしましたのエルファリアさん？　何か、悪い知らせでも？」

「いいえ。部品が宿に届いたと連絡が………」

　エルファリアは別れの時が近付いている事を悟り、それまでの楽しい気持ちが一気に寂しい気持ちへと入いれ替かわる。魔ま法ほうが解けるのは一いつ瞬しゆんだった。

「そうでしたの………」

　それはクランも同じだった。楽しかった分だけ、別れは辛い。そしてエルファリアの気持ちを思うと、やりきれない気分になる。孝太郎とクランは、そう遠くないうちにエルファリアと再会できるかもしれない。しかしエルファリアの視点では、再会は二十年先になる。ここにも時間旅行の問題が存在していた。

「レイオス様、部品が届いたと連絡がありました。今から行って取って来ます」

「そうか………」

　キッチンで料理をしている時に、エルファリアから別れの時の到とう来らいを知らされ、孝太郎は料理の手が止まっていた。孝太郎も寂しい気持ちで一杯だった。孝太郎はアライアやシャルルとの別れを経験しているから、感じ方はより複雑だ。だからこそ、これまでにない種類の言葉が、孝太郎の口から飛び出した。

「………エル、部品は後でいい。お前が帰る時間になったら、三人で行こう」

「レイオス様………よろしいんですか？」

「ああ。歴史を変えない為に急ぐ必要はあるが、歴史が変わる心配がないなら、何時間か遅おそくなる事には幾いくらも違いはない。移動する時間が少し変わるだけさ」

「わたくしも賛成ですわ。お食事をして、お茶を飲んで、お喋りをして。そして出会った人にお別れを言う時間ぐらい、あって良い筈ですわ」

「論理を重んじるシュワイガ家の出身とは思えない、非論理的な言葉ですね？」

「わたくしはきっと、お婆様に似たんでしょう」

「ふふ、そのお婆様も、レイオス様を殺そうとなさったんですか？」

「そんな筈ないでしょう、嫌いやですわ、もぉ………」

　部品が届いても、三人はすぐには取りに出掛けなかった。夕方になってエルファリアが帰る時についでに取ってくるつもりだった。今は昼食前。時間はまだ、何時間か残っている。その時間を使って、何か特別な事をするつもりはない。三人で過ごした何日かの休日を、そのまま続けるだけだった。孝太郎とクランは、この程度の時間移動の悪用は、許されていいだろうと考えていた。










　だが、そんな孝太郎達のささやかな時間を許さない者達たちがいた。時計の針が午後四時を過ぎ、太陽が傾かたむき始めた頃。彼らはやってきた。

「馬鹿野郎ッ！」

　ドンッ

　真っ先にその接近に気付いたのは孝太郎だった。孝太郎は怒いかりの表情を浮うかべると、両手で思い切りテーブルを殴なぐり付つけた。

「レイオス様？　お菓子がお口に合いませんでしたか？」

「どうしましたの、ベルトリオンッ!?」

　エルファリアとクランは孝太郎の突然の行動に驚おどろき、目を丸くする。

「敵だ！　人数ははっきりしないが、多分五人か六人だと思う。洞窟の入り口からこっちへ向かっている」

　孝太郎は幾つかの殺意の接近を感じ取っていた。それは先日軍の男と向かい合った時とは違う、明らかな殺意だった。おかげで孝太郎の弱まりつつある霊能力でも、その存在をいち早く感知する事が出来た。

「お待ちになって下さいまし………『揺り籠』のセンサーでも確かく認にん致いたしましたわ！　敵は六名！　完全武装でこちらに向かっていますわ！」

　クランが『揺り籠』のセンサーを使って感知した敵の数は六名。その動きは正確で組織立っており、訓練された兵士達である事がうかがわれた。主な装備は両手に構えたライフル形状の銃じゆうと、黒いボディーアーマー。明らかな戦せん闘とう部隊だった。

　小型とはいえ宇宙船である『揺り籠』を襲うにはやや数が少ないと言えるだろう。それもその筈で、彼らはここに宇宙船が埋まっているとは考えていない。ただの発掘現場としか考えていないのだ。つまり―――

「彼らは私を殺しに来たんです。恐らく、皇国軍の非合法要員でしょう」

　彼らの狙ねらいはエルファリア。エルファリア一人を襲うには、六人で十分だった。軍部は今を千載一遇のチャンスと考え、非合法な兵士を送り込んだ。エルファリアは発掘調査の後あと押おしをする為に、既成事実を求めて単独でベルトリオン特別領に潜り込んでいる。おかげでエルファリアの周りには誰もおらず、誰もその正確な位置を知らない。今なら殺しても手掛かりは残らない。彼らは宇宙船の部品を追いかけてエルファリアの宿を特定、そこからこの洞窟へと辿たどり着ついたのだった。

「あれから、二千年だ………」

「レイオス様？」

「二千年経たって、なお戦いを止められないのか、お前達は………」

　孝太郎はゆっくりと席を立つ。孝太郎は怒っていた。孝太郎とアライアが必死で守ったフォルトーゼ。それをまたいいようにしようという者達がいる。孝太郎には到とう底てい許せる事ではなかった。

「………クラン、俺の剣けんと鎧よろいを、用意してくれないか」

「分かりましたわ。ベルトリオン、伝説の青あお騎き士しの力、存分に見せておやりなさい」

　二千年前の世界を後にする時、孝太郎は思った。これで伝説の英えい雄ゆうはお払はらい箱だと。

　しかしそれは間ま違ちがいだった。

　青騎士の伝説は、二千年の時を経へて、再び胎動を始めたのだった。










　エルファリアが初めて自身の目で見た青騎士は美しかった。

　色鮮あざやかな青い鎧。腰こしに下がった、銀と金の二本の騎き士し剣けん。胸に飾かざられた、木片と毛糸で作られた階級章。しかし幾多の激しい戦いを潜り抜ぬけてきたおかげで、鎧は傷だらけでへこみが多かった。背中のマントも汚よごれている。剣だってそう。銀と金の輝かがやきは、幾らか曇っていた。

「………あれがレイオス様………本物の、青騎士………」

　だがその姿で歩いていく孝太郎を見ていると、深い感動がエルファリアの心の奥おく底そこを揺さぶる。今では殆ど見る事が出来ない、本物の騎士。それを目にしたエルファリアは、その存在そのものを、とても美しいと感じていた。

「普ふ段だんのベルトリオンとは別人でしょう？」

「ええ………」

　それは見た目の美しさではない。孝太郎は普ふ通つうの少年だし、身に着けた武具は薄汚れている。しかしその堂々たる振る舞まいと、周囲を圧する意志の力が、あまりに騎士然としていたから、見た目の美しさを超こえて、見る者に感動を与あたえていた。フォルトーゼの者達が思い描くままの、理想の騎士の姿がそこにあった。

「でも、大だい丈じよう夫ぶでしょうか？　相手は六人ですよ？」

「心配要りませんわ。あの顔をしている時のベルトリオンは、誰にも負けませんのよ」

　エルファリアとクランが見守る中、孝太郎が腰から剣を引き抜いた。手の中で銀色に輝く剣は、フォルトーゼの守護者の証。王権の剣、シグナルティン。

「見ていらっしゃい、エルファリアさん。白銀の姫ひめと共にフォルトーゼを守った、伝説の騎士の戦いぶりを………」

　まるでクランの言葉が終わるのを待っていたかのようなタイミングで、孝太郎が敵に向かって突進していく。孝太郎の武器は剣が一本だけ。普通なら完全武装の六人の敵に勝てる筈はない。しかしクランも、孝太郎自身も、勝利をまるで疑っていなかった。










　フォルトーゼの人間にとって、青騎士は特別な意味を持つ存在だった。だが青騎士も所詮は二千年前の人物。それが目の前に現れるだなどとは考えていない。だから孝太郎の姿を見た六人の兵達が最初に思ったのは、頭のおかしい青騎士マニアが現れた、という事だった。

「おいおい、随ずい分ぶん年季が入った鎧だな」

「大分長い事あの格好で遊んでるんだろうよ」

「しかしよく出来てるな。あの鎧なら、俺でも遊ぶと思う」

「馬ば鹿かな事を言ってないですぐに殺せ。頭がおかしかろうが、目撃者は目撃者だ」

「おいみんな、狙うのは頭にしてくれよ。俺、あの鎧を持って帰りたい」

「ったくしょうがねえなあ………」

　この油断が、彼らの最初にして最大の過あやまちだった。彼らは孝太郎の姿を見た瞬しゆん間かんに攻撃すべきだった。しかし孝太郎の姿を見て相手を過小評価した。また、六人全員の位置と行動が、完全に把握されているなど夢にも思っていない。おかげで先手を取ったのは孝太郎だった。

「うわあああぁああぁぁぁっ!!」

　ドンッ

　突然、先頭を務めていた男が吹き飛んだ。彼は激しい衝しよう撃げき波はを浴びて意識を失い、糸の切れた人形のように地面に転がった。

「なんだっ、何が起こった!?」

　そうなってもまだ、男達には何が起こったのかが分からない。彼らが状じよう況きようを理解したのは、孝太郎が二人目に向かって攻撃を仕し掛かけた時だった。

「奴やつですっ!!　青騎士マニアが―――うああぁああぁぁぁぁっ!!」

　キュキュキュゥンッ

　二人目の男は手にしたライフルを連射する。銃じゆう口こうから吐き出されたのはビーム。彼らの武器はビームライフルだった。ビームライフルはその構造上弾速が速い。しかもかなりの至近距きよ離り。普通ならかわせない筈の攻撃だった。

「ひゅっ」

　孝太郎は短く息を吐はくと、身体を軽くひねった。するとライフルから放たれたビームは全すべて孝太郎の傍そばを通り過ぎていく。まるでビームが来る場所があらかじめ分かっていたかのような動き。逆にビームの方が、孝太郎の身体から逸れていったかのように見えた程だった。

「当たらないっ、当たらないっ、ビームが当たら―――」

　バシィンッ

　孝太郎は通とおり抜けざまに無造作に左手で男を殴り付ける。するとそこに込められた強力な電撃が男に伝わり、一いち撃げきで昏倒させた。

「撃てっ、撃て撃てぇっ!!」

「くそぉっ！　あんなふざけた奴にっ！」

　あっという間に二人の仲間を失い、男達はようやく敵が並の相手ではない事を悟った。そして彼らは大おお慌あわてで銃口を孝太郎に向ける。

「………撃うつならもっと早く撃つべきだったな」

　だが次の瞬間、彼らは視界を奪うばわれてしまった。彼らの足元に転がってきた小さな球体が、猛烈な勢いで高温の煙けむりを吐き出し始めたのだ。クラン特製の熱煙幕弾。煙が視界を奪い、煙の熱が暗視装置を無効化する。非常にシンプルだが、近代戦では絶大な効果を発揮する道具だった。

「くそぉっ、目くらましかっ!!」

　四人の男達は慌てて暗視装置を投げ捨て、煙の範はん囲いから抜け出そうとする。

「だが視界が利かないのは向こうも同じ事だ！　焦らず抜け出せ！」

　ズドンッ

「うわああぁあぁああぁぁっ!!」

　しかし敵の霊力が見える孝太郎には煙幕などないも同然。男達が煙から抜け出した時には、また一人仲間を失っていた。しかし彼らの不幸はまだ終わらない。

「隊長っ、敵がっ！」

「なんだっ、三人に増えたのか!?」

　煙から抜け出した残りの三人の前に、三人の孝太郎が立ち塞ふさがった。そして三人の孝太郎達たちは、間髪を容れずに男達に斬りかかっていく。

「何人になろうが構わんっ！　撃ち殺せっ！」

「わっ、分かりましたっ！」

　男達はライフルを連射し、それぞれの前にいる孝太郎を攻撃する。するとビームを浴びた三人の孝太郎達は、まるで煙のように消えていった。三人の孝太郎は、全て魔法で作り出した幻だったのだ。

「消えたっ!?」

「立体映像かっ!?」

　そして男達が三人の孝太郎に気を取られている間に、これまで身を潜めていた四人目の孝太郎が彼らに忍び寄る。

「俺がなんで熱煙幕を使ったのか、少しは考えた方が良かったな」

　ゴンッ、ガッ

　四人目の孝太郎は両手で剣を構えて大きく旋回する。すると残る三人のうち、二人が弾き飛ばされる。そして最初の一人と同じように地面に転がり、昏倒した。

　最初の三人の孝太郎は、孝太郎がシグナルティンで作り出した幻影だ。しかし熱まで備えた高度な幻影ではないので、暗視装置で熱が出ていない事が見破られてしまう恐れがあった。そこでまずは熱煙幕。彼らは暗視装置を外してしまった時点で、完全に孝太郎の術中にはまっていた。そして彼らが幻影に気を取られている間に、四人目の―――本物の孝太郎が攻撃する。無防備な相手を攻撃するのはとても簡単だった。

「お、お前は誰だれだ、一体何なんだ!?」

　キュンッ、キュキュンッ

　残る敵は一人。六人の男達のリーダー格。射撃の技術は高いが、一人では孝太郎を傷付ける事は出来ない。鎧のバリアーは健在、射撃の狙いは霊視で筒抜け。もはや彼には孝太郎を倒す術は無かった。無駄な攻撃を繰くり返かえしながら、彼はずるずると後退していく。

「何って、見た通りさ。お前らの言う通り、青騎士マニアだよ。ただし、多少度が過ぎてはいるがな」

「何な故ぜあの小娘の味方をする!?　味方をして何の得があるというんだ!?」

「何故って、当たり前だろうが。俺は青騎士の格好をしているんだぞ？　皇女を守りたがるに決まってるだろう。馬鹿なんだからな」

　ゴン

　男に歩み寄った孝太郎は、無造作にその腹を殴り付ける。すると最後の男も地面に崩れ落ちた。六ろく畳じよう間まの少女達から離はなれて久しく、孝太郎に備わった力は衰え気味だったが、それでも無傷の完勝。結末はやはり、孝太郎とクランの予想通りだった。










　部品の交換は、ほんの数分で終わった。動作は良好で、地球へ帰るのに支障がない事が確かく認にんされた。これで『揺り籠』の問題は無事に解決。後は人間の問題だけだった。

「レイオス様、クランさん、今日までどうもありがとうございました。おかげで私も決心が付きました」

　孝太郎とクランの出発を前にして、エルファリアが口にしたのは別れの言葉だった。結局彼女は、孝太郎と共に行く事を選ばなかった。

「私はこのフォルトーゼで、皇帝になろうと思います」

「そうか………多分、そうなんじゃないかと思っていた」

「やっぱり御存知だったんですね」

「これでも俺は、重要な決断を下す時の皇女殿下の姿を、何度か見ているからな」

「レイオス様は、青騎士ですものね。ふふふ………」

　エルファリアは楽しそうに目を細める。その胸の中にはもう迷いはなかった。エルファリアはフォルトーゼの皇帝として生きる決意を固めていた。

「でも、エルファリアさん、どうして皇帝になると決めたんですの？　敷かれたレールのままに生きたくないと、思っていらっしゃったのでは？」

「そうですね。確かに私は、敷かれたレールから抜け出したくて、ずっともがいていました。でも、抜け出してはいけないレールなのではないかという想おもいもありました。だから青騎士と白銀の姫を研究したんです」

「青騎士と白銀の姫が、そういう局面でどう決断したかを知る為に、ですわよね？」

「はい」

　自分の人生を生きるのか。

　皇帝として民の為に生きるのか。

　エルファリアはどうしても自分では選べなかった。だからその答えを、記録の中にある青騎士と白銀の姫に求めたのだ。

「そして研究が行き詰まった時、本物のレイオス様と出会いました」

「そういう経緯だったなら………失望したんじゃないか？」

「多少は。でも、だからこそレイオス様が好きになりました。私と同じように、敷かれたレールにもがいている人だと、分かったからです」

　エルファリアの求める答えを、孝太郎は与える事が出来なかった。孝太郎は定められた青騎士の道を歩んだだけで、自身が英雄的な選択をした訳ではなかったから。しかしそこで繰り返された苦悩が、エルファリアの共感を呼んだ。求める答えは得られなかったが、共に答えを探す事なら出来るのではないか。エルファリアにそう感じさせたのだ。

「だからレイオス様とお付き合いしたい、結けつ婚こんしたいっていうのは本気でした。本気でレイオス様と共に、敷かれたレールから抜け出だしたいって、思っていたんです」

「だったらどうして、それを諦あきらめたんですの？」

「諦めたというより、諦めなかったから、でしょうか」

　エルファリアは微笑ほほえむ。その顔は、確かに諦めた人間の顔には見えなかった。

「諦めなかった？」

「はい。私はレイオス様が好きです。だからレイオス様が迷いながら守り抜いたこのフォルトーゼを、私が守らないといけないなって、そう思ったんです」

　共に手を携えるなら、やはり同じものを守らねばならない。

　つまり孝太郎が同じ事に悩んでいると知り、愛してしまった時点で、エルファリアの道は決まっていたのだった。

「たとえ敷かれたレールを走るのだとしても、どのように走るのかは自分で決められる。私は自分が納なつ得とくできる走り方を、見付ける事が出来たんです」

「そうでしたの………でしたらエルファリアさん、あなたの研究は完成ですわね」

　エルファリアの出した結論を聞き、クランはその瞳ひとみを細める。

「えっ？」

　そしてクランはエルファリアの耳元に口を寄せ、彼女にだけ聞こえるようにそっと囁きかけた。孝太郎には聞かせたくない話だった。

「………白銀の姫は、今のあなたと同じように思って、フォルトーゼを守り続けたんですのよ………」

「………では、白銀の姫は本当にレイオス様を………？」

「………愛していましたわ。ベルトリオンが偽にせ者ものだと知ってなお………いいえ、あなたと同じように、知っていたからこそかも、しれませんわね………」

　クランはそう言って再び目を細める。するとエルファリアの瞳に涙なみだがにじむ。様々な感情が胸の中で渦巻いている。それは孝太郎に向けられたものだけではない。白銀の姫に、そしてクランに、向けられた感情でもあった。

「クランさん、ありがとう」

「わ、わたくしに礼を言う必要なんてありませんわ」

　クランは顔を赤らめる。ずっと他人を遠ざけて暮らして来たクランは、他人から感謝される事に慣れていなかった。

「心配してくれた友達には、礼を言っていいと思うんです」

「友達………だったら、ありがとう、エルファリアさん」

　そして二人は最後に、固い握手を交かわした。クランはその間中、照てれ臭くさくて顔を背けていたものの、エルファリアにはきちんとその気持ちは伝わっていた。

「レイオス様」

　クランとの別れを済ませたエルファリアは、今度は孝太郎に向き直った。今度は孝太郎とお別れをする番だった。

「繰り返しになりますけれど、今日までどうもありがとうございました。レイオス様と過ごした日々は、一生の思い出にします」

「良い皇帝になってくれ。俺も、アライア陛下も、それを望んでいる」

「はい………ふふふ」

　孝太郎の激励の言葉に頷うなずきながら、エルファリアは笑い始める。笑われるような話ではなかった筈はずなので、孝太郎は不思議そうに首を傾かしげた。

「どうした？」

「最初にそう言ってくれていたら、五分で終わった話かなって」

「自分で決めないと駄だ目めなんだ。こういう事はさ」

　自分の道は自分で決めるもの。孝太郎は固くそう信じている。

「うふふ、男の人はそうかもしれませんけれど………私達女の子は、意外とそうじゃないんですよ？」

　大好きな人が示した道なら、共に歩いたっていい。エルファリアはそう思っている。

「女の子だってそうさ」

　しかし孝太郎は譲らない。この頑がん固こさが後にルースを泣かせたりもするのだが、この時のエルファリアは笑うだけだった。

「あらまあ、ふふふ………」

「分かるでしょう、エルファリアさん。わたくしの苦労が」

「………ふふふっ、そうですね」

　クランとひとしきり笑い合った後、エルファリアは再び孝太郎の方を向いた。孝太郎に聞いておきたい事があったのだ。

「ねぇ、レイオス様。最後に一つだけ、聞かせて頂いてもいいですか？」

「ああ。なんだ？」

「もし私が本当に、一緒に連れて行ってくれって願ったら、レイオス様はどうなさいましたか？」

　エルファリアが皇帝ではない人生を選んだら。

　そして孝太郎と共に歩む人生を選んだら。

　その時孝太郎はどうしたのか。エルファリアはそれが知りたかった。

「それはないよ」

　しかし孝太郎はあっさりと首を横に振ふった。

「エル、お前は出会った時からきちんとフォルトーゼの皇女だった。だからお前がどれだけふざけようが、どれだけ迷おうが、最後は皇女の決断をすると思っていたんだ」

「レイオス様………」

　エルファリアの瞳に涙が浮かぶ。ずっと笑え顔がおだった表情は崩れ、ぽろぽろと大おお粒つぶの涙が頬ほおを伝う。

「………ありがとうございます、レイオス様。その言葉を、誇りに思います………」

　こうして孝太郎達とエルファリアは別れの時を迎むかえた。

　孝太郎達は地球へ向かい、エルファリアはフォルトーゼで皇帝となった。




　この両者が再会するまでには、二十年もの時間を必要とした。

　だがそれだけの時間が流れようとも、両者の間にある絆は、薄うすれる事はなかった。










　紅茶の芳醇な香かおりが、一〇六号室を満たしていた。一〇六号室では日本茶が基本なので、紅茶の香りがする事は滅多にない。そしてその紅茶を淹いれている人物も、一〇六号室では滅多に見かけない人物だった。

「もうちょっと待って下さいね、レイオス様」

「いいさ。のんびりいこう。どうせ休日だ」

　ちゃぶ台を挟んで孝太郎と向かい合っていたのは、エルファリアだった。そして紅茶を淹れているのも彼女だった。

　今日は日曜日。一〇六号室の少女達は、みんなで夏用の水着を買いに行った。そうなると唯ゆい一いつの男性である孝太郎は一人除け者となる。一人で部屋に残った孝太郎がどうしたものかと首を捻っていると、そこへエルファリアがやってきた。そしてエルファリアは暇ひまそうな孝太郎を見付けて、お茶の時間と洒落込んだのだった。

「そういや、前から訊ききたい事があったんだが」

　孝太郎とエルファリアが二人きりになる事は滅多にない。どうしてもティアやルースが一緒になってしまうので、訊きたくても訊けない話は多かった。だが幸い、今はティアもルースもいない。そういう話をするチャンスだった。

「年ねん齢れい以外の話題なら、構いませんよ」

　エルファリアはガラス製のポットの中で動き回る茶葉を眺ながめながら、何気ない様子で頷く。エルファリアの方も、孝太郎が相手なら隠かくし事は必要ない。それこそ隠しておきたいのは、年齢ぐらいだった。

「ティアの父親って、今はどうしているんだ？」

　孝太郎はティアから母親―――エルファリアの話は聞いた事があった。だが、父親の話は聞いた事がない。だからずっと気になっていたのだ。かといってティアに訊いて良いものかも分からない。訊ねるならエルファリアが適任だった。

「ティアに父親はいません」

　エルファリアは首を横に振った。

「どういう事だ？」

「私には定められた婚約者がいたんですが、実際の結婚前に事故死してしまって………万が一に備えて冷凍保存されていた精子を使って人工授精を」

「だからか………父親の話なんて、出来る筈もなかったんだな」

「はい………だからあの子にはずっと、寂さびしい思いをさせたんだと思います」

　エルファリアは一人きりでティアを育てた。皇帝をしながらなので、子育ては困難を極めた。おかげでティアは少し歪ゆがんで育ってしまった。だから孝太郎達とも衝しよう突とつした。ルースがいてくれなければ、どうなっていたかわからない。それをエルファリアは申し訳ないと思っていた。

「今はそんな事はない。お前もいるし、友達もできた」

「はい。国を追われた状況で不ふ謹きん慎しんかもしれませんが………ティアのああいう笑顔を見る事が出来て、嬉しくて仕方がありません」

　エルファリアは目を細める。その瞳は優しい。視線は孝太郎に向けられていたが、その心はティアを見ているのではないか。孝太郎はそんな風に感じていた。

「もう一つ訊いていいか？」

「はい」

　エルファリアは目元を拭ぬぐいながら頷く。悲しくて泣いたのではないから、その表情は明るかった。

「ティアがこの部屋にやってきたのは、お前の差し金か？」

　これも気になっていた問題だった。

　かつて知り合った友人の娘が、皇位継承権に関わる儀式で、偶ぐう然ぜんに部屋の侵しん略りやくにやってくるなど、普通に考えたら有り得ない事だった。儀式の内容はコンピューターによってランダムに定められるものなので、偶然と考えるのは出来過ぎだった。

「はい。私がティアをここへ送りました。レイオス様がこちらにいる事は分かっていましたから」

　孝太郎の疑問を、エルファリアはあっさりと肯こう定ていした。

「どうしてそんな事を？」

「理由は二つあります」

　エルファリアは孝太郎に手の指を二本立ててみせる。

「一つはティアを守る為ためです。レイオス様の傍に置いておけば、ティアを守って頂けるのではないか―――そう期待していました」

「お前らしいよ」

　この理由は孝太郎にもよく分かる。確かにエルファリアの娘であれば、孝太郎は無条件で守るだろう。もっともエルファリアと出会う前の段階で、孝太郎はティアと信しん頼らい関係を築いていたのだが。

「そしてもう一つの理由は………レイオス様への復讐、でしょうかね」

「復讐だってぇ？」

　孝太郎は思わず声が裏返る。エルファリアの言葉は、意外過ぎるものだった。そして彼女は軽く頬を膨ふくらませ、髪を弄りながら、恨うらみがましい視線を孝太郎に注いだ。

「レイオス様は私の初はつ恋こいの人です。でも偶然あなたとクランさんの話を盗み聞きしてしまった時、あなたは私の事をこう言ってました。『ティアの母親』と。それで私の初恋は終わりました。酷い話だと思いませんか？」

　孝太郎がエルファリアを『ティアの母親』と言った。孝太郎には歴史を変えるつもりはないのだから、エルファリアと孝太郎は結ばれない。エルファリアの初恋は、何もしないうちに砕け散ったのだ。

「その復讐で、ここへティアを送り込んだってのか!?」

「母娘二代で初恋を成就させるのって、素す敵てきだと思いませんか？」

　エルファリアは初恋の腹いせに、孝太郎にティアを選ばせようとした。孝太郎がティアを愛するようになれば恋れん愛あいの収支は合う。後は義母の立場から、色々と孝太郎を困らせる計画になっていた。ちなみに最初は、ねちねちと愚痴を言う予定だった。

「………ティアが可哀かわい想そうだ」

「心配いりませんよ。私がそうさせるまでもなく、あの子は自分から青騎士マニアに育ちました。正直、運命の力を感じずにはいられませんでしたよ。私がやったのは、あの子の試練がこの部屋の侵略になるように細工をしたぐらいです」

　ティアを守る為と、孝太郎に対するちょっとした復讐の為に、エルファリアはティアを一〇六号室へ送り込んだ。その結果、ティアは軍部の暴走から守られ、孝太郎の中に自分の居場所を築き上げるに至った。エルファリアの計画は予定通りに進行していた。

「レイオス様のおかげで、私は心置きなく軍縮に努める事が出来ました。やはり娘の存在は私の弱点でしたから」

「その軍縮も怪しいもんだ」

「何を根こん拠きよにそのような？」

　エルファリアは再び不満そうに頬を膨らませる。エルファリアの中に、二十年前の少女時代の感覚が、少しずつ戻り始めていた。

「あんな馬鹿な戦せん艦かんを造って。軍縮が聞いて呆れるぞ」

　孝太郎の感覚では『青騎士』は軍縮を目指す人間の持ち物には見えない。絶大な攻撃力と機動性を併せ持つ、凶悪な攻撃兵器にしか見えなかった。

「あの艦には、何重もの安全装置がかかっています」

「安全装置なら外しただろう？」

「そういう意味ではありません。あの艦は決して悪用できない力なのです」

　エルファリアはにっこりと微笑んだ。その顔はとても自じ慢まんげだった。

「悪用できない？」

　意味が分からない孝太郎は、更なる説明を求める。

「ええ。まずはレイオス様のお志が最初の安全装置。そしてレイオス様と呼吸を合わせられるティアとルースが、攻撃と運用に必要となります。更さらにはレイオス様のお力自体が、レイオス様だけでは維い持じできません。どれが欠けてもあの艦は並以下に成り下がります。全員の意思の一いつ致ちが必要なのです。あの艦ほど、間違った使い方が出来ない兵器はありませんよ」

「………そういえば、お前の敵は、間違った力の使い方をする連中だったな」

「はい」

　エルファリアの敵は、力を増大させ続けた結果、自分達が暴走している事にすら気付かないでいる者達。それに比べれば、確かに『青騎士』はコントロール可能な力だろう。孝太郎達の絆きずなが確かである間だけ、『青騎士』は強い力を発揮するのだから。

「………エル」

「なんでしょうか？」

「お前個人の狙いは何だ？」

「何の事でしょうか？」

　エルファリアは滅法可愛かわいい顔をする。それは明らかに惚とぼけている時の顔だった。

「惚けるなよ。お前の事だ、コントロール可能な最強の力というだけで造った訳じゃないだろう？」

「流石レイオス様、私の事をよくご存知ですね！」

　エルファリアは嬉しそうだった。そして指先を軽く振ふりながら、説明を続ける。

「私の狙いは、あの艦の制御にレイオス様を必須にして、レイオス様が私達から逃げられないようにする事です。白銀の姫の失敗は、繰り返しません」

「………相変わらずだなぁ、お前は………」

　エルファリアの根回しと既成事実を作り出す技術に、孝太郎は思わず肩かたを竦める。

　しかし既すでに六畳間の少女達と歩む覚悟を決めた孝太郎なので、その事について別段特別な感情はなかった。むしろ再会した友人が相変わらずである事を、嬉しく思っていた。

「綺き麗れいになったとは、仰って下さらないんですか？」

「そこは紅茶の出来次第だな」

「まぁ、意地悪ですこと」

　コポコポコポ

　孝太郎に見つめられながら、エルファリアはティーカップに紅茶を注いでいく。何度かに分けて注がれた紅茶は、ルビーのように美しく輝いていた。
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「どうぞ、レイオス様」

「んー」

　孝太郎はティーカップを手に取ると、紅茶を一口含んだ。すると覚えのある豊かな味と香りが口いっぱいに広がっていく。

　―――淹れてる時の香りでもしやと思ってたが、やっぱりルブストリか………。

　エルファリアが淹れた紅茶は、孝太郎とクランがお気に入りの、ルブストリ茶葉から作られたものだった。だがルブストリは八百年程ほど前に絶滅しているので、現代のフォルトーゼでは手に入らない。つまりこれは、二十年前にエルファリアに渡した、ルブストリの種から作られたものである筈だった。

　―――エルのやつ、あれをずっと育て続けたのか………。

　データのない絶滅種の樹木を、立派に育てるのは簡単な事ではない。しかも紅茶の茶葉に適した条件を見付け出さねばならない。それがどれだけ大変な事か。大きな思い入れがなければ続けられないのは明らかだった。

「なあ、エル」

「はい？　お口に合いませんでしたか？」

「そうじゃなくて………お前今も―――」

　孝太郎はある事を訊ねようとした。しかしその途と中ちゆうで思い直す。

「―――今も綺麗だな」

　結局、孝太郎は他ほかの言葉を口にした。初めに言おうとした言葉は、幾いくら若く見えようとも、ずっと年上の大人の女性に訊ねるには、勇気のいる言葉だった。

「まあ………」

　するとエルファリアは軽く頬を染め、嬉うれしそうに笑った。そうしていると、本当に年若い少女のようだった。二十年前の世界で出会った、彼かの女じよの姿そのままに。

「そうだレイオス様、お菓か子しもありますよ」

「分かってるぞ。どうせまた辛からい奴だろ？」

「一緒に食べませんか？」

「一個ずつな」

「ふふふ、はい」

　よく晴れた、日曜日の昼下がり。窓から差し込む日の光が、孝太郎とエルファリアを明るく照らしていた。いつもは騒そう々ぞうしい一〇六号室も、今は孝太郎とエルファリアの落ち着いた声しか聞こえない。他に聞こえる音は、時計の針の音、遠くを走る自動車、鳥の鳴き声。とても優しく穏やかで、静かな日曜日だった。

「これ、一個だと美味いんだな」

「そういうものです。私は今も―――大好きです」

　こうして二人が二十年ぶりに共にした休日は、何事もなく過ぎていったのだった。














◇　◇　◇















　かつては薄暗かった事務所には、煌々と明かりが灯っていた。ひび割れだらけだった壁かべは塗り直され、置かれていた中古のデスクは新品に替えられていた。そこは数すうヶか月げつ前と比べると別世界だった。

「ケンイチ兄ちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」

「大丈夫じゃないが、認めると心が折れそうだから、大丈夫だ。ところでハヤトは？」

「医務室。指が動かないから、動くようにして貰もらってくるって」

「メグちゃん、ちょっとは食べた方が良いよ」

「食欲がないのよ。ダイサク君が食べて。今はあなたが頼たよりなの」

　しかし新しくなった室内に比べ、そこにいる人々の姿はボロボロだった。まるで部屋のボロさが人間の方に移ったかのような状態だった。

　リーダー格の赤いジャケットの青年は傷だらけで、自身のデスクに寄りかかるようにして休んでいる。その傍にいる緑のジャケットの少年は、目の下の隈が酷い。ピンク色のジャケットの少女は以前と比べるとかなり痩せた印象がある。そんな彼女を黄色いジャケットの巨漢が介抱していたが、その彼かれにしても頭に包帯が巻かれていた。メンバーはもう一人いるのだが、その一人は医務室から戻らない。

　満身創痍。

　今の彼らは正しくそういう状態だった。

「コタロー、これで今月の出動は何回目だ？」

「十八回目。いや、十九だったかな？」

「こんなに出動が多くちゃ、みんないずれやられてしまうよ」

「先月ぐらいから、急激に出動が増えたわよね………」

　国防費の無駄遣い。税金泥棒。かつてはそう呼ばれてきた彼らだが、今の彼らに向かってそんな事を言う者は一人もいない。彼らはしばらく前から働き詰づめだった。彼らは危険な仕事を一手に引き受け、戦い続けていたのだ。

「サンレンジャーの諸君、悪い知らせだ」

「どうしたんですか、博士？」

「どうやら近いうちに大きな戦いがあるようだ」

「なんですって!?」

　太陽部隊サンレンジャー。

　彼らは未知の脅威に対する切り札。侵しん略りやく者しやに対応できる唯一の部隊。

　その彼らが忙いそがしいという事。

　それはつまり、侵略者の活動が活発化したという事を意味しているのだった。
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あとがき







　皆さんお久しぶりです、作者の健速です。

　この巻の内容は普段に比べると少し変へん則そく的てきです。これまでやろうとして出来なかった事や、単独では一冊分に満たないエピソードを三つ収録しています。しかし短編集と呼べるほど独立した話でもなく、孝太郎や少女達を取り巻く諸しよ問もん題だいが徐々に進行していきます。なんて言えば良いんでしょうかね、こういう緩やか連続ストーリーって（笑）




　今回も一つ、皆さんからのご質問にお答えしてみようと思います。今回はメールで頂いたご質問で『健速先生の作品は毎回ジャンルがバラバラですが、一番好きなジャンルはなんですか？』というもの。

　確かに私の作品は毎回ジャンルがバラバラです。『あの日々をもういちど』は伝でん奇き風ふうですし、『風とリュートの調べにのせて』はファンタジー、ＰＳ２やＰＳＰで出たゲームの『シークレットゲーム』はサスペンスで、先日出たパソコン用美少女ゲームの『星逢のプリズムギア』なんかはＳＦです。そしてこの『六畳間の侵略者!?』に至っては、ジャンル自体が不明という有様です。

　実は私は、意図してジャンルを決めた事がありません。私は作品を書くにあたり、まず描えがくべきテーマを決めます。そしてその次に、テーマを一番自然に描けるジャンルを選びます。想像しにくいかもしれませんが、ジャンルはあくまで手段なのです。

　ですから次に何かを書く時も、きっと同じだと思います。私はそれが、皆さんの好みと合ってくれるように祈るしかないのです。




　こんなところでしょうか。今回のあとがきは二ページなので、これでお別れです。本作を執筆するにあたり尽力して下さった編集部の皆様、いつも可愛いイラストを用意して下さるポコさん、そしてこの本をお買い上げ下さった皆様に篤あつく御礼申し上げます。




　それでは十五巻のあとがきで、またお会いしましょう。


二〇一三年　七月

健速









◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３　東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


健速先生／ポコ先生
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